
        
            
                
            
        

    


[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







本書（電子版）に掲載されているコンテンツ（ソフトウェア／プログラム／データ／情報を含む）の著作権およびその他の権利は、すべて株式会社アスキー・メディアワークスおよび正当な権利を有する第三者に帰属しています。

法律の定めがある場合または権利者の明示的な承諾がある場合を除き、これらのコンテンツを複製・転載、改変・編集、翻案・翻訳、放送・出版、公衆送信（送信可能化を含む）・再配信、販売・頒布、貸与等に使用することはできません。














　CONTENTS






第一章　さくら荘の文化祭

第二章　恋咲き乱るる秋の日よ

第三章　冬の兆し

第四章　聖なる夜に



あとがき


















　──コイ

　と、彼女が言った気がした。







[image: ]










　　　　１




　成なり田た空港の見学用デッキで、神かん田だ空そら太たは夕焼けに照らされながら、椎しい名なましろと向かい合っていた。

「わたし、どうしちゃったんだろう」

　心細いのを我が慢まんするように、ましろは胸むな元もとに当てた手をぎゅっと握にぎっている。その仕草は、華きや奢しやで繊せん細さいな雰囲気のましろをより一いつ層そう儚はかなげな存そん在ざいにしていた。

「ねえ、空太」

　いつもは意思のはっきりした声こわ音ねが、今はどこか弱々しい。

「な、なんでしょう」

「これって……」

　伏ふし目がちのましろの頬ほおが赤い。それは夕日のせいばかりではないような気がする。

「し、椎名？」

　別の言葉を口にしようと思ったのに、透すき通った瞳ひとみに見つめられると、空太はただ名前を呼ぶことしかできなかった。

「……」

　一いつ瞬しゆん訪おとずれた沈ちん黙もくは、耐たえがたい緊きん張ちよう感かんをはらんでいて、空太は生なま唾つばを飲み込んだ。けど、そんなことをしても高鳴る鼓こ動どうは収おさまらないし、今さらましろも止まらない。

「これって……」

「……椎名」

「もしかして……」

「……」

　心は待てと叫さけんでいるのに声が出ない。代わりに、ましろの薄うすい唇くちびるが短い音を奏かなでた。

「恋こい」

　静かな声音。それでいながら、確かく信しんを持った口調だった。空太の心しん臓ぞうは跳はね上がり、全身の細さい胞ぼうが暴あばれ出す。感情は一瞬で沸ふつ騰とうしていた。

「お、俺おれ……俺は……」

　言え……言ってしまえと脳のう内ないで誰だれかが繰くり返している。

「……空太？」

「俺は、俺は前から……だから、その……」

　言うんだ。思いの丈たけを真っ直ぐに……。

「俺は……椎名のことが！」

「わかってる」

「え？」

　わかってるって何をだろうか。

「空そら太たのことはわかるもの」

「椎しい名な……」

　体の力を抜ぬくように、ましろが自然な微び笑しようを浮うかべる。慈いつくしむような眼まな差ざしで空太を見ている。心しん臓ぞうがばくばくいって、飛び跳はねたい衝しよう動どうが押おし寄よせてきた。

「お、俺は！」

　今こそ言葉にしようと思ったのに、空太をましろが手で制せいした。

「でも、空太の想いには応こたえられないわ」

「……え？」

　今、ましろはなんと言ったのだろう。

「ど、どういうことだよ！　お、俺たち、その、気持ちは一いつ緒しよなんじゃ」

「そうよ」

「な、ならなんで？」

「にゃぼろんのパイロットになるためには、しんどい人じん生せい経けい験けんが必要なの」

「…………え？」

　一体、ましろは何を言い出したのだろうか。

「でも、もうだいじょうぶ」

「いやいや、頭の方がだいぶやばいと思うぞ」

「一番大事な空太を失ったことで、ネガティブリアクターはぎゅんぎゅん回るわ」

「うん、やっぱり大だい丈じよう夫ぶじゃねえ！」

「ニャンゴロー星人は、全部わたしが倒たおすから」

「そんな告白されても困こまるんですけど！」

「じゃあ、さよなら」

「いや、待て……！」

　遠ざかっていく背せ中なかを追いかけ、ましろの肩かたを掴つかんで振ふり向かせた。

「え？」

　どうしたことか、ましろだったはずの人物は、手品でも使ったのか、今の一いつ瞬しゆんで、一年先せん輩ぱいの上かみ井い草ぐさ美み咲さきに入れ替わっていた。

「ど、どういうこと!?」

「女々しいぞ、こーはいくん！　この軟なん弱じやく者ものめ！　地球の未来のため、潔いさぎよくふられてしまえ！」

　美咲が大きく手を振りかぶる。

「あ、ちょっと待って、先輩！」

「待てん！」

　男らしい返事と同時に、美み咲さきが強きよう烈れつなビンタを見み舞まってきた。ぱちんと気持ちのいい音が鳴り響ひびいた。

「なんだこれ〜！」




　あまりにも理り不ふ尽じんな展てん開かいに、なんだこれ〜と叫さけびながら、空そら太たは全身をびくつかせて我われに返った。さっきまで空港の見学用デッキにいたはずなのに、今、その目に映うつっているのは、見み慣なれた六ろく畳じよう一ひと間まの自室だ。

　水すい明めい芸術大学付属高等学校の学がく生せい寮りようであるさくら荘そう。その１０１号室。壁かべには『銀ぎん河が猫ねこにゃぼろん』の豪ごう快かいな落書きがあって、ベッドの上では拾ってきた七匹ひきの猫ねこが気持ちよさそうに寝ねている。

　まさに勝手知ったる空太の部屋だ。

「……さっきまでのは夢ゆめで、こっちが現げん実じつか」

　よかったような、残念なような、そんな曖あい昧まいな感じ。

「それにしても、立ち寝とはいよいよ俺おれも危あぶないな……」

　目が覚めたときから、空太は部屋のほぼ中央に突つっ立っていた。そのことを空太が不思議に思わないのは、文化祭の出し物として作っている『銀河猫にゃぼろん』の開発がマスターアップ直前で、この一週間は寝るヒマもないほど、忙いそがしくしていたからだ。

　大きなあくびをすると、涙なみだが出てきた。それが目に染しみる。

　一いち応おう、夢の世界から戻もどってはきたけれど、気を抜ぬくとまたすぐに寝てしまいそうだ。

「にしても、なんちゅう夢見てんだ、俺……」

　ここ最近は、制せい作さくのことばかりを考えていたとは言え、ついには夢の世界まで、にゃぼろんに侵しん略りやくされるとは……。それにましろのこともだ。勝手に夢に登場させて、何を言わせているんだか。ただでさえ、元ルームメイトのリタがましろをイギリスに連れ戻しにきたあの騒そう動どう以来、気まずさを感じているというのに……。「行くな」を連れん呼こしながら空港で抱だき締しめたことを思い出すと、顔から火が出そうになる。あんな夢まで見たあとでは、ますますましろと顔を合わせづらい。

「こーはいくん、目、覚めた？」

　殆ほとんど閉とじかかっていた目を擦こする。声をかけてきたのは、さくら荘２０１号室に住む宇う宙ちゆう人じん、上かみ井い草ぐさ美咲だ。そう言えば、その美咲から夢の中で、容よう赦しやのないビンタを浴びせられた。ていうか、左の頬ほおがリアルに熱を持ってヒリヒリしている。

「つかぬことをお聞きしますが、美咲先輩、どうやって俺を起こしました？」

「地球人の一いつ般ぽん的てきな風習に合わせてだよ」

「ビンタで起こす文化なんて地球上どこ探さがしてもないですよ！」

「ビンタじゃないよ！　サインの練習だよ！」

　毎度のことだけど、美み咲さきはわけのわからないことを言い出した。

「サイン？」

「はい、鏡」

　元げん気き一いつ杯ぱいに美咲が手て渡わたしてきた手鏡で、空そら太たはしぶしぶ自分の顔を確かく認にんする。

「は〜い。正面こんな感じになってますけど、どうですか？」

　なぜ美び容よう師し風なのかは、とりあえず触ふれないでおく。その前に、もっと他にツッコミを入れたいところがあったから。

　左の頬ほおにべっとりと赤色の絵の具で手形がついていた。もちろん、美咲の右手も絵の具で真っ赤だ。

「これがサインって、あんたは横よこ綱づなか！　しかも、闘とう魂こん注ちゆう入にゆう風にサインをするな！」

「こーはいくんが喜んでくれてなによりだよ」

「喜んでんじゃなくて、ビンタされて怒おこってるんですけど！」

「それはこーはいくんが立ったまま寝ねてるのが悪い」

「サバンナのキリンだって立ったまま寝るんですよ！　野生をなめるな！」

「動物園のキリンはしゃがんで首を曲げて寝るんだもん！」

「外がい敵てきがいないからって、あいつらなまけてるんですよ！　野生の誇ほこりを失ってるんですよ！」

「お前らがキリンに詳くわしいのはわかったから、少し静かにしてくれ。音、聞こえなくなる」

　そう声をかけてきたのは、ＴＶの前に座すわって画面を確認していた三み鷹たか仁じんだ。１０３号室に住むイケメンの三年生で、美咲の幼おさななじみでもある。画面から目を逸そらさないのは、『銀ぎん河が猫ねこにゃぼろん』のドラマパートのデバッグ中だからだ。

「それに美咲はもう学校行けよ。宣せん伝でんとか、そっちはそっちで準じゆん備びあるだろ？」

「うん！　じゃあ、お昼に迎むかえに来るから、それまでにマスターアップしといてね！」

　言い終えるやいなや、美咲が駆かけ出していく。なんであんなに元気なんだろう。立ち寝ができるほどに眠ねむい空太や、三秒ごとにあくびをしている仁と同じで、美咲もずっと寝ていないはずなのだ。底なしのエネルギー機関でも搭とう載さいしているんだろうか。だったら、人類の明るい未来のために、その永えい久きゆう機き関かんを有ゆう効こう活かつ用ようしてほしい。

　美咲の出て行ったドアをぼんやり見ていると、

「マスターアップが公開当日になるとは思わなかったよな……」

　と仁が独ひとり言のように呟つぶやいた。

「同感です」

　空太は仁に返事をしながら、その隣となりにどっかりと座る。

　今日は十一月七日。

　文化の日から開かい催さいされている文化祭の五日目でもある。大学と合同で行なわれるスイコーの文化祭は一週間もあるのだ。

『銀ぎん河が猫ねこにゃぼろん』は本来なら十日も前にマスターアップするはずだった……いや、正せい確かくには、スケジュール通り、十日前に一度はマスターアップを迎むかえた。だが、クオリティに納なつ得とくしていない美み咲さきが、凍とう結けつ済ずみだった３Ｄモデルのデータを差し替かえると言い出し、それに触しよく発はつされたましろがドラマパートのカット数の増ぞう産さんを勝手にはじめた。止めるべき立場の龍りゆう之の介すけまで、試したいシェーダがあると言い出したせいで開発は延えん長ちよう……初日の十一月三日に公開している予定だったのに、文化祭五日目の朝になっても、『銀河猫にゃぼろん』はまだ完成していなかった。

　おかげで、さくら荘そうの住人たちの睡すい眠みん時じ間かんは日に日に削けずられ、三日からはじまった文化祭には一日も参加しておらず、ずっと部屋にこもって制せい作さくを続けていた。

　だが、その長く苦しかった日々も今日で終わる。あと数時間でマスターアップを迎え、今日のうちに『銀河猫にゃぼろん』を公開する算さん段だんなのだ。

　とは言え、もう体はぼろぼろで、憔しよう悴すいしきった心は睡すい魔まの甘あまい囁ささやきに、今にも屈くつしてしまいそうだ。

「仁じんさん」

「なんだ？」

「上のまぶたと下のまぶたの交こう際さいをそろそろ許ゆるしてあげたいんですけど」

「とりあえず、目ぇ覚ますために風ふ呂ろ入って来い。顔の紅葉もみじも洗あらわないとな」

「ああ、そうですね。もうすっかり忘わすれてました」

　空そら太たはまだ寝ねるわけにはいかない。仁が今進めているドラマパートのデバッグが終わったら、バトルパートの確かく認にんのため、今度は空太がテストプレイをしなければならない。そして、その結果を、さっきから無言で空太の机つくえに張はり付き、キーボードを無心に叩たたいている龍之介に伝え、最後のバランス調整をするのだ。

　それで満足のいく難なん易い度どが実じつ現げんできたとき、この二ヵ月間、必死に打ち込こんできた『銀河猫にゃぼろん』はついに完成する。

　思い返すと、長いようで短い期間だった。特に十月に入ってからの一ヵ月は、色々なことがあった。

　あるときは、バトルパートの仕様をめぐって龍之介とガチで言い争いになり、

「動作の項こう目もくを増ふやしたいという神かん田だの発言は、客の視し点てんを無視している。開発者のエゴに過すぎない。よって、却きやつ下かだ」

　と、ぐうの音も出ないほどに叩きのめされたり、またあるときは、無む尽じん蔵ぞうにアイディアをぶつけてくる美咲の無む理り難なん題だいに、

「そりゃ、全部できたらいいけど、時間がないから、できないもんはできないんですよ！」

　と本気で切れたりもした。

　他にも発注ミスで、グラフィックデータが作り直しになったり、必要な機材が届とどかなかったりと、数々の失敗や問題を乗り越こえて、ようやくあと一歩というところまでこぎつけたのだ。

　そんな日々に思いをめぐらせながら、空そら太たは、

「どっこらせい」

　という掛かけ声と共に床ゆかから立ち上がり、殆ほとんど目を閉とじたまま廊ろう下かに出た。

　ふらふらの足取りで洗せん面めん所じよの前まで壁かべ伝づたいに進む。誰だれかがいるかもしれないなんてことは考えもせずに、空太は遠えん慮りよなく洗面所のドアを開けた。

[image: ]

「きゃっ」

　短い悲鳴に顔を上げると、２０３号室の住人である青あお山やま七なな海みと目が合った。背せ中なかを向けていた七海は上半身だけで振ふり向き、両手で肩かたを抱だくようにして胸むな元もとを隠している。衣服の類たぐいは身に着けておらず、まさに一いつ糸し纏まとわぬ姿すがたで、体重計に乗っていた。脱ぬぎ捨すてられた制せい服ふくのブラウスやスカートが、床の上に小さな山を作っている。あとから脱いだものを上に重ねていったのだろう。一番目立つ山さん頂ちようには、上下お揃そろいの水色の下した着ぎがあった。

「か、神かん田だ君？」

　関かん西さい弁べんのイントネーションになった七海は、唖あ然ぜんとした様子で目をぱちくりしている。

「お、おはよ」

　親しき仲にも礼れい儀ぎあり。とりあえず、挨あい拶さつはしておく。

「…………」

　けど、残念なことに七なな海みからの返事はない。代わりに、健康的に育った丸みを帯びた女の子らしい体をわなわなと震ふるわせながら、大きく息を吸すい込こんだ。

「わ〜！　ちょっと待て青あお山やま！」

　空そら太たの制止と、七海の悲鳴はほぼ同時だった。

「きゃああああああああああ！」

　さすが声せい優ゆう志し望ぼう。悲鳴は腹はらから出ていて、空気がびんびん震えて迫はく力りよく満まん点てんだ。

　とっさに耳を塞ふさがなかったら、頭がくらくらしていたかもしれない。

「み、見ぃひんといて〜！」

　顔を真っ赤にした七海が近くにあった洗せん濯たく物ものカゴを投げつけてくる。

　危き険けんを感じた空太は、それをとっさに白しら羽は取どりで受け止めていた。

「よし」

「と、取るな〜！」

「あ、しまった！」

　ここは素す直なおに直ちよく撃げきをもらって、退たい散さんすべきだった。

「わ、悪い！」

　七海は、怒いかりと羞しゆう恥ちに全身を震わせながら、再び、

「きゃあああああああああっ！」

　と悲鳴を上げた。

「ほんとごめん！」

　慌あわてて洗せん面めん所じよのドアを閉しめる。七海にはドア越ごしにもう一度謝あやまっておく。

「ごめんなさい。わざとじゃないんです！」

「そ、それで許ゆるされたら、ケーサツいらんねん」

「ごもっともな意見なんだけど……女子使用中の札、かかってないぞ？」

「う……そ、それは……そのぅ……脱ぬぐつもりはなかったから……」

「は？　ならなんで、裸はだかなの？」

　そう言えば、体重計に乗っていたような。理由はなんとなく想そう像ぞうできた。

「か、神かん田だ君には関係ありません」

「制せい服ふく一式と下した着ぎで一キロくらい減へった？」

「べ、別に、久ひさしぶりに量はかったらちょっと増ふえてて、それを服のせいにしたわけじゃないからね。そ、そもそも、太ってないし！　気のせいだし……」

　なにやら、七海は必死だ。裸になって制服の重さを差し引いても、目標体重まで減げん量りようができなかったのだろうか……。

「片かた足あしで乗ると、軽くなるって都市伝説があるぞ」

「……」

　誰だれも信じないであろうアドバイスをした途と端たん、七海は無言になった。

「……青あお山やま？」

「か、神かん田だ君の嘘うそつき！　増ふえちゃったじゃない！」

「それは重心がずれたせいじゃないか？」

　とか意味のないフォローをしながらも、あの真ま面じ目めな七なな海みが、片かた足あしで……しかも、裸はだかのまま体重計に乗る姿すがたを想像して、空そら太たは思わず吹ふき出していた。

「わ、笑うな！」

　七海にとって体重計の目め盛もりはとても大事なことらしい。

　少し待っていると、洗せん面めん所じよのドアが中から開いた。きちんと制せい服ふくに身を包んだ七海が出てくる。不ふ機き嫌げんそのものだ。いや、照れているのかもしれない。

「その顔どうしたの？」

　頬ほおの手形を指差してくる。

「宇う宙ちゆう人じんの攻こう撃げきを受けました」

　七海はそれ以上の説明を求めてはこなかった。聞いても頭が痛いたくなるだけだと思ったのだろう。

「えっと……さっきは、ごめん」

「別に、それはもういいけど……ほんとはよくないけど……。女子の札かけてなかったのは私の不注意だし……ほんとはよくないけど……私のせいだし……」

　ますます口を尖とがらせて、責せめるような目で見上げてくる。

「だったら、その顔をやめてくれませんか？」

「元からこういう顔なの」

　一体、何が気に食わないのだろうか。

「裸を見ておきながら、空太が襲おそってこないのが不満なんだよ、青山さんは」

　あくびをしながらやってきたのは仁じんだ。眠ねむ気け覚ざましになのか、空太よりも先に洗面所を占せん拠きよして、じゃぶじゃぶと顔を洗あらい出した。

　そして、それが終わると、顔を拭ふきながら、

「でも、彼女いない歴十六年の青少年に、いきなり本番を期待するのは酷こくだって」

　などと暴ぼう言げんを吐はいた。

「ほ、本番って！　三み鷹たか先せん輩ぱい、そういうこと言わないでください!!」

「じゃあ、エッチ」

「も、もっと悪いですよ！」

　耳まで赤くした七海が抗こう議ぎの声を上げるが、もちろん、仁は華か麗れいに聞き流している。

「思春期の男子なんて、女子に手ぇ握にぎられただけで、その子のこと好きになっちゃうくらい単たん純じゆんなんだし、その辺からはじめてみたら？」

　外していた眼鏡めがねを仁がかけ直す。

「さっきから、何の話をしてんすか！　それに、いくら俺おれでも、そこまで単たん純じゆんじゃないと思います！」

「だ、そうだ。なんか空そら太たが生意気なこと言ってるから、青あお山やまさん、あとよろしく」

　引っ掻かき回すだけ引っ掻き回して、仁じんはまたあくびをしながら、デバッグ中の空太の部屋に引っ込こんでいった。

「ったく、あの人は……なあ、青山？」

「…………」

　七なな海みは真しん剣けんな表ひよう情じようで、じっと自分の手のひらを見ている。

「お〜い、青山〜」

「な、なに？」

　我われに返った七海は露ろ骨こつに空太から目を逸そらした。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

「う、うん……全然元気！」

　なんか変だ。

「そ、そうだ、神かん田だ君は、ましろを起こす時間でしょ！」

「あ、ああ、そうね」

「ほら、早く早く！」

　七海に急せかされた空太は、結局風ふ呂ろに入れず、顔を洗あらうのも忘わすれて、ましろを起こしに行くため階かい段だんを上がった。




　二階の真ん中の部屋。２０２号室が椎しい名なましろの部屋だ。

　その前にやってきた空太は、一いち応おうドアをノックした。

「……返事はない」

　ただのねぼすけのようだ。

「入るぞ？」

　またしても返事はないので、空太はドアを開けた。今日もすがすがしいほどに、床ゆかには服やら下した着ぎが散さん乱らんしている。足の踏ふみ場を確かく保ほしつつ、部屋の奥おくへ進んだ空太は、机つくえの下で丸まった不思議な動物の肩かたをゆさゆさと揺ゆすった。

「椎名、起きろ」

「……空太にゆずる」

「もう四十八時間は起きてるよ！」

　不満そうな顔をむくりとましろが持ち上げる。四つん這ばいになって、机の下からもぞもぞと出てきた。

「朝だ。おはよう」

「……」

　無言のまま、ましろがじっと空そら太たを見てくる。

「な、なんだよ」

　そんな目で見られるとちょっとドキドキしてしまう。一ヵ月前にあんなことがあれば……あのとき、空港の見学用デッキで、ましろに言われたことがずっと気になっていた。

　最後の一言だけは、飛行機の騒そう音おんで聞き取れなくて、そのあと、聞き返すこともできなかったけど、ましろは『──コイ』と言っていたような気がして……それを意い識しきするなと言われても、結局、感かん情じようなんてコントロールできるものじゃなかった。

　文化祭の準じゆん備びが忙いそがしかったから、考えすぎずにはいられたけど、こうやってきっかけがあればすぐに思い出して、まともにましろの顔を正面から見られなくなる。

　そんな空太の頬ほおに、ましろが手で触ふれてきた。

「美み咲さきのサインね」

「え？　なんで知ってるの？」

　すると、ましろは机の上にあった一枚の色紙に手を伸ばした。女の子らしい小さな手形と一いつ緒しよに豪ごう快かいな筆ふで文も字じで『上かみ井い草ぐさ美咲』の名前が綴つづられている。まさしく横よこ綱づなのサインだ。

「どうしたんだ、それ」

「もらった」

「……そうか」

　まあ、理由は聞かないでおこう。どうせ、ましろにも美咲にも深い理由などないに決まっている。

「椎しい名な、時間ないから、すぐ着き替がえろよ」

　制せい服ふく一式をましろに渡わたす。ぼんやりしたままのましろは、空太の目の前でパジャマのボタンを外しはじめた。

「すぐって言ったのは、今この瞬しゆん間かんにって話じゃねえ！　……とか言っても、聞いちゃいないんだろうけどね！」

　冷静なふりをして、空太は回れ右をすると、ため息を吐つきながら部屋から逃にげ出した。ドアを閉しめて、背せ中なかから寄よりかかる。

「はあ……もうなんか色々しんどい」

　もう一度、深いため息が出た。

　肩かたに圧のし掛かかる脱だつ力りよく感かんの元げん凶きようからは目を逸そらし、空太は待っている間に、やるべきことを反はん芻すうすることにした。

　今日は文化祭の五日目。日曜日。この日をにゃぼろんの公開日に選んだのは、休日の方が来場者が多おおいからだ。

　そして、たったの一日しか公開しないのは、文化祭への有ゆう志し参さん加かの許きよ可かを、さくら荘そうは取っていないからだった。

「まあ、仕方ないよな……」

　有ゆう志し参さん加かの許きよ可かを取るチャンスはあった。実行委員をしている七なな海みが生徒会や大学の学生会にまで掛かけ合って、プレゼンをする場を設もうけてくれたのだから。でも、色々と手て違ちがいがあって、空そら太たはプレゼンを投げ出すことになってしまった。

　あのあと、一いち応おう、頭を下げてもう一度チャンスをくださいとお願いしてみたのだが、取り合ってはもらえなかった。

「やっぱり、生徒会長に『うるさい！　ちょっと黙だまってろ！』はなかったか……」

　そんなことを考えていると、ましろの部屋のドアが中から開かれた。

「おっと」

　押おされる形で、空太はドアから離はなれて振ふり返る。

　部屋から出てきた制服姿のましろは、どうしたことか両手に一いち枚まいずつ薄うすっぺらの布ぬの切きれを握にぎっていた。

「なんだ、それ」

「パンツよ」

「見ればわかる！」

「空太、どっちがいい？」

　右手に持っているのが、純じゆん白ぱくでひらひらのレースがついた清せい楚そながら逆にそれが色っぽく見えるやつ。左手に持っているのが、ピンクでかわいらしさをアピールしつつも、割わりとカットがきわどい、何なに気げにエッチな感じのやつだ。

　今日までの数ヵ月で、ましろの持っているパンツは把は握あく済ずみだったが、その二枚には見覚えがなかった。

「で、なんなんだ、このパンツは？」

「勝負パンツよ」

　空気が凍こおりつく。

「…………」

「…………」

「なんだって？」

「勝負パンツよ、空太」

　聞き間違いではなかったらしい。

「どうしてこのタイミングで勝負パンツなるものが出てくるんだよ！」

「今日は大切な日」

「勝負すんの!?」

「…………」

　ましろがじっと空そら太たを見つめてきた。

「ま、まさか……」

「そう、そのまさかよ」

「こ、告白でもする気か？」

　自分の言ったことに、空太は自分で赤面して、ましろから顔を背そむけた。頭の中では、一ヵ月前の空港での出来事と、今け朝さの夢ゆめのことが交こう互ごに再さい生せいされて、余よ計けいに動どう揺ようした。

「今日はにゃぼろんの公開日」

　なのに、ましろの言葉は、がっくりくる内ない容ようだった。

「え？　……大切って、そういうこと？」

「にゃぼろんは大切」

「いや、まあ、そうなんだけど」

「だから勝負パンツ」

「身を引き締しめるって意味での勝負パンツもあるとは思うけど、紛まぎらわしい言い方をするな！　ってか、お前は絶ぜつ対たいに意味を間ま違ちがえてる！」

「大事な日にはくパンツ。それが勝負パンツよ」

「もういいです……で、そのパンツはどうしたんだ？」

　見たところまだ新しい。たぶん、未使用だ。

「リタがくれた」

　ましろが振ふり向いて、部屋の中の小包を見ている。そう言えば昨日、ましろのイギリス時代のルームメイトであり、一ヵ月ほど前にはこのさくら荘そうに居い候そうろうしていたリタから荷物が届とどいていた。その中身が勝負パンツだったというわけだ。

　よりによってなんてものを送りつけてきてくれたんだか。

「リタが教えてくれた」

「……勝負パンツをか？」

「うん、大事なときにはくといいって」

「……そうか」

　リタにどんな思おも惑わくがあるのかは知らないけど、たぶん、ましろの理り解かいは少しも正解に掠かすってはいない。

「空太、どっちがいい？」

　無む造ぞう作さに、ましろが二枚のパンツを空太の顔の前に持ってくる。

「てか、お前、パンツならもうはいてるだろ」

「はいてないわ」

「なにゆえ!?　昨日、風ふ呂ろから出たときに、はき替かえたはずだろ！　朝になったら自し然ぜん消しよう滅めつでもしたのか？　どんなミステリーだよ！」

「パジャマと一いつ緒しよに脱ぬげた」

「脱いだの間ま違ちがいだろ！」

「そうとも言う」

「そうとしか言わないんだよ！」

「で、どっち？」

「そ、そんな勝負パンツなんか選べるか！　だいたい、なんで俺おれに選ばせる！」

「いつも空そら太たが選んでる」

「言葉にされると、俺、ものすごい変へん態たいに思えるな！」

「空太が好きな方をはくから」

「俺の趣しゆ味みはどうでもいいだろ！」

「大事なこと」

「じゃあ、選んだら見せてくれんのか!?」

「見てどうするの？」

「興こう奮ふんするんだよ！」

「空太はすでに大興奮」

「誰だれのせいだ、誰の！」

「わたし以外の誰か」

「いいや、お前だ！」

　空太の言っていることがわからないらしく、ましろが釈しやく然ぜんとしない面おも持もちで首を傾かしげる。

「とにかく、自分で選びなさい」

　ましろは右のパンツを見て考え込こみ、左のパンツを見て首を傾げていた。かと思うと、パンツを二枚とも部屋に放り投げた。

「面めん倒どうくさいからいいわ」

「まさかの選せん択たくをするな！　ピンクの方！　ピンクの方をはいておきなさい！」

　空太はましろの部屋に入ると、床ゆかからピンクのパンツを拾い上げ、それをましろに手て渡わたした。男子が女子に勝負パンツを手渡しってどうなんだろうと思いながら……。

「ピンクが好きなら、最初から言えばいいのに」

「う、うっさいわ！」

「空太、顔赤いわ。風か邪ぜ？」

　言うなり、ましろがすっと顔を近づけてきて、空太のおでこに、自分のおでこをくっつけてくる。

　近すぎる距きよ離りに瞬しゆん間かん沸ふつ騰とうした空太は、慌あわててて飛び退のいた。

「空太、熱いわ」

「主にお前のせいだよ！」

「なんで？」

「ちょっとは、そ、そのっ！　俺おれ、一いち応おう、男子で！　お前、女子なんだから！　む、無む防ぼう備びすぎんだよ、椎しい名なは！　今みたいなことされると、俺がどう思うと思ってんだよ！」

　勢いきおいで余よ計けいなことまで言っていた。

「どう思うの？」

　ましろの無む表ひよう情じようが聞いてくる。

「し、知るか！」

「空そら太た、変」

「……変にもなるだろ、そりゃ」

　やりきれない想いを、小声で呟つぶやく。

「空太は……」

「な、なんだよ」

　背せ中なかを向けたまま、ぶっきらぼうに答えていた。

「空太は男子で」

「……」

「わたしは女子？」

「あ、当たり前だろ、そんなの」

「……うん」

　どんな顔でましろがそれを言ってきたのか空太はついに見ることはできなかった。

「ましろ！　私たちはそろそろ学校行かないと！」

　階下から七なな海みの呼よぶ声がした。

「もう行くわ」

「お、おう」




　　　　２




　ましろと七海を見送ったあと、空太は眠ねむ気け覚ましに湯ゆ船ぶねに浸つかった。美み咲さきの手形サインは洗あらい流せても、眠気の方は綺き麗れいさっぱりとはいかない。

　それでも、幾いく分ぶんかましになったところで風ふ呂ろから上がり、空太はデバッグルームと化している自室に戻もどった。

　仁じんの隣となりに座すわって、テンポよく切り替かわるドラマパートの画面を確かく認にんする。一見、レイアウトやコマ割わりは漫まん画がだけど、Flashの特とく性せいを活いかして、拡かく大だい縮しゆく小しよう、スライド移い動どう、音声、効こう果か音おん、ＢＧＭといった演えん出しゆつが加えられている。アニメと漫画の中間くらいといった感じの相当豪華な仕上がりだ。

「なあ、空そら太た」

「なんすか？」

「今日で文化祭も、五日目だよな」

「そうですね」

「俺おれら一日も行ってないよな」

「ですね」

「知ってるか？　昨日、ミスコンあったんだぞ。しかも、今年は屋内プールで、当然、衣い装しようは水みず着ぎだ」

「初日なんて、今話題のアイドルバンドが講こう堂どうでライブしたそうですよ」

「大学の演えん劇げき学がく部ぶが有ゆう志しで擬ぎ似じ恋こい人びと喫きつ茶さとかやってるらしい。店内では彼女として振ふる舞まってくれるんだってよ。遊びにこいって、麻あさ美みさんに誘さそわれたんだよな」

「商店街の出し物も気合十分で、屋台すごいらしいですよ。ハシモトベーカリーが新商品の『至し高こうメロンパン』を初はつ披ひ露ろうだって」

「食べ歩きとかしたいよな。焼きそば、お好み焼き、たこ焼きに、おでん……今年はＢ級グルメを各地から呼よんでるって話だからな」

「あ〜あ、昨日の特別講演は見に行きたかったのに。水すい明めい芸術大学出身のゲームクリエイター、藤ふじ沢さわ和かず希きの話が聞けたんですよ？　……今年もうちの文化祭、盛もり上がってるんでしょうね……」

「……ははっ、今のところ、俺らには関係ないけどな」

「そうですね。にゃぼろん完成させないと……って、そろそろ虚むなしくなってきたんで、やめませんか、仁じんさん。俺、なんか泣きそうです！」

「よし、以後、文化祭の話題はなしな」

　ぐだぐだの会話をしながらも、空太と仁はきちんとドラマパートのデバッグを続けている。その証しよう拠こに、片かた時ときも画面から目を離していない。

「で、ましろちゃんとなんかあったわけ？」

　完かん璧ぺきな不意打ちに、空太は無ぶ様ざまに咳せき込こんだ。それでもなんとか持ち直す。

「最近、様子がおかしいぞ」

「椎しい名なは前からおかしいですよ」

「空太がだよ」

「そ、そうですか？」

「な〜んか、ギクシャクしてるけど？」

「ギクシャク？」

「してるな」

　無言でキーボードを叩たたいていた龍りゆう之の介すけまで割わり込んできた。

「正せい確かくに言うなら、ましろちゃんのこと意い識しきしちゃってるのを、必死に隠かくそうとしている風に見えるな」

　仁じんがピンポイントで指し摘てきしてきた。

「必死に隠そうとしているのがわかってるなら、そっとしておいてくれませんかね！」

「無理だろ」

「なんで！」

「お前、目の前に初々しくひとりで悩なやんでぐるぐる回っている面白いやつがいたら、そりゃからかいたくなるってもんだろ」

「うわ〜！　もうそんな的てき確かくな分ぶん析せきをしないでください！」

「つうか、お前の若さを見ていると、背せ中なかが痒かゆくなってくるんだよ。それをこうやって静めてるの。わかる？」

「じゃ、じゃあ、仁さんは、美み咲さき先せん輩ぱいを意識しちゃったりしないんですか？」

「顔見て照れるなんて時期は、とっくの昔に通り過すぎたよ。他にも、しゃべらない時期とかもあったっけな。確たしか、中学一年くらいのときだ。半年くらい、よくわからん意地張はって、俺おれからは絶ぜつ対たいに話しかけなかったんだよな」

　はぐらかされるかと思ったのに、意外なことに仁は色々と話してくれた。

「物心ついたときにはもう美咲が一いつ緒しよにいるのが当たり前で、周囲もそう思うようになってて、なんか美咲を女だと思った瞬しゆん間かんに、急に嫌いやになったんだろうな、あれ」

「幼おさななじみって、どんな感じなんですか？」

「近すぎて、遠い存そん在ざいかな……」

「なんか深いですね」

「適当に言ったんだよ」

　本音を隠すように仁が小さく笑う。

「俺にとって美咲が何かなんてわかるかよ。ずっと一緒なんだぞ。思い出せる一番古い記き憶おくの中にだって、もう美咲はいるんだからな。実家のアルバムめくれば、どのページでも必ず美咲と写ってる写真がある……あいつは、そういうのなの」

「でも、家族とは違ちがうんですよね」

　仁はちゃんと美咲のことを異い性せいとして捉とらえている。それは美咲も同様だ。

「だから、面めん倒どうなんだろうな」

「今日はよくしゃべりますね」

「しゃべってないと寝ねるぞ、俺。寝てもいいか？」

　眠ねむ気け覚ざましに立ち上がった仁が、大きく伸のびをする。

「ダメに決まってるでしょ。なにバカなこと言ってるんですか」

　と言ったそばから仁じんが目を瞑つぶる。一秒後には寝ね息いきが聞こえてきた。

「仁さん、立ったまま寝ないで！」

　すぐに仁が目を開く。

「ん？　ああ、悪いな。んじゃ、お言葉に甘あまえてベッドで横になるわ」

「どんだけポジティブな解かい釈しやくしてんすか！　ダメですよ！　今、ベッドになんか寝たら、帰ってこられなくなりますから！」

　仁は聞く耳を持たず、ベッドの上で大の字になった。

「んじゃ、あとは任まかせたぞ、空そら太た」

「ダメですよ！　ここからが本番なんですよ！」

「いいんだよ、祭りは準じゆん備びしている間が一番楽しいんだから。俺おれはもう存ぞん分ぶんに文化祭を楽しんだ。それに立ったまま寝るなって言ったの空太だろ」

「横になれって意味で言ったんじゃねえ！」

「おいおい、先せん輩ぱいに対して失礼だな」

「俺も眠くて限げん界かいなんですよ。余よ裕ゆうないんですよ」

「その勢いきおいで、ましろちゃん押おし倒たおしたらどうだ？」

「その言葉、そっくり仁さんにお返しします」

「ましろちゃん押し倒していいのか？」

「美み咲さき先輩をです！」

「いつまでくだらない女の話で盛もり上がっている」

　また唐とう突とつに龍りゆう之の介すけが口を挟はさんできた。

「この世で最も大事なことだよ」

　仁がよっと声をあげながら体を起こす。

「龍之介こそどうなんだ？　リタさんと上う手まくいってんの？」

「ちょっと聞いてくださいよ、仁さん」

「なあ、空太、俺、龍之介に聞いたんだけど」

「赤あか坂さか、リタからのメール、全部メイドちゃんに返信させてるんですよ。それで、その苦く情じようが毎日俺のところにきてるんです！」

　リタの文章はものすごく丁てい寧ねいなのだが、全体的に含ふくみがあって、その殆ほとんどがピリピリした空気をはらんでいる。微び笑しようを湛たたえながら、キーボードを強く叩たたいているリタの姿すがたが目に浮うかぶようだった……。

「受じゆ信しん拒きよ否ひしないだけでもありがたいと思えと伝えておけ」

「なんで、受信拒否はしないんだよ」

「素そ材ざいのアップに支し障しようが出ないよう、最さい低てい限げんの配はい慮りよをした」

　約束通り、リタにはにゃぼろんの開発を手伝ってもらっている。今、空太と仁が見ているドラマパートの背はい景けいは、全部リタが描かいたものなのだ。

「うん、お前、そういうやつだよな」

「なあ、龍りゆう之の介すけって好きなやつとかいないわけ？」

「いない」

「だったら、リタさんと付つき合ってみたら？　あれだけの美人そうはいないぞ。胸むねもでかい」

　その点はほんとにそう思う。

「興きよう味みない。女は嫌きらいだ」

「前から不思議だったんだけど、赤あか坂さかのそれ、なんか理由あるのか？」

　女子に免めん疫えきがないから苦手というわけでもなさそうだし、だからって、何の理由もなく異い性せいに触ふれられて気き絶ぜつまではしないだろう。

「神かん田だには関係ない」

「そうですか」

「そんなんじゃ、彼女ほしいとかも思わないのか？」

「思わない」

「すげえな。空そら太たは思うだろ？」

「まあ、そりゃあ、健全な男子高校生としては」

「それがオスとして正せい常じような証あかしだよ。龍之介は性せい欲よくもなし？」

「トマトを食べれば抑よく制せいできる」

「そんな性能、トマトにはねえよ！　たぶん」

「無む駄だ話ばなしはそこまでだ。できたぞ」

「できたって……」

「神田、これが最後のテストプレイだ」

「よし、任まかせとけ！」




　　　　３




　時計の針はりが十二時を示しめす。

　空太の部屋のＴＶには、それと時を同じくして『おしまい』の文字が出ていた。エンディングロールの最後の画面だ。

「神田。これでいいか？」

　寝ね不ぶ足そくのせいで目つきの悪くなった龍之介が聞いてきた。仁じんもじっと空太を見ている。

「ああ、いいと思う。完成だ……」

　その瞬しゆん間かん、

「よっしゃ〜、マスターアップだ。あ〜、疲つかれた〜」

　と仁じんがあくびと伸のびを一いつ緒しよにしながらベッドに仰あお向むけに倒たおれ、

「ふう……長かった」

　と龍りゆう之の介すけが安あん堵どと達成感を含ふくんだ吐と息いきをもらした。

　完成の余よ韻いんに浸ひたる空そら太たの耳に、車の急ブレーキ音が聞こえた。すぐ近く。たぶん、さくら荘そうの前だ。

「美み咲さきが迎むかえにきたか」

　休むヒマもないなと仁がくたびれた顔で苦笑いを浮うかべる。

　龍之介は椅い子すに座ったまま、もう寝ねていた。

「起きろ、赤あか坂さか！　急いで学校行くぞ！」

　時じ刻こくは十二時を少し回っている。

　にゃぼろんの公開は大学の共きよう有ゆう施し設せつであるシアタールームで行う予定で、利用者がいない空き時間は、十二時半からの一時間だけしかない。前は映えい像ぞう学がく部ぶが使っていて、後ろには映画研究会の上映が控ひかえている。

　正せい規きの手続きを踏ふみ、文化祭への有ゆう志し参さん加かが承しよう認にんされていれば、きちんと自分たちの時間をもらえたのだが、残念なことに空太たちには参加の許きよ可かが下りていない。

　だから、空き時間にシアタールームを占せん拠きよし、一時間という制せい限げん時じ間かんの中で、準じゆん備びを整え、作品をゲリラ公開し、速やかに撤てつ収しゆうしなければならないのだ。

　今は一分でも一秒でも早く現げん地ちに行く必要がある。

　それはさくら荘の全員が理り解かいしているはずなのに、龍之介は椅子から立ち上がろうとすらしない。

「……僕ぼくはいい。あとは神かん田だに任まかせる。開発機材の配線、起動方法は記き憶おくしているだろ。問題ない。神田ならできるさ」

　部屋に開発機材が届とどいてから、毎日のように使っていれば、その辺は嫌いやでも覚える。だからと言って、龍之介を寝かせるわけにはいかない。ここまできたら、最後まで一いつ緒しよにやり遂とげたいという想いが空太の中にはあった。

　空太は開発機材の電でん源げんを落とし、各種ケーブルを抜ぬくと、それを龍之介に持たせた。

「お前もこい」

「今、僕が最も優ゆう先せんすべきは睡すい眠みんだ。これ以上、脳のう細さい胞ぼうの犠ぎ牲せいを増ぞう大だいさせるのは理り性せい的てきな判はん断だんではない」

「いいから、こい！」

　腕うでを掴つかんで龍之介を部屋の外に引っ張ぱっていく。

「放せ、神田。文化祭は女子がうじゃうじゃいる危き険けん地ち帯たいだ。僕を連行して殺す気か」

「俺おれが守ってやるから安心しろ」

「一度は言ってみたいセリフだけど、相手は女じよ子し限げん定ていにしたいところだな」

　などと感想をもらしながら、仁じんは小型の冷れい蔵ぞう庫こほどの大きさがある開発機材を台車に載のせて部屋の外に運び出していく。

　早くしろと言わんばかりに、車のクラクションが鳴った。

「はやく〜!!」

　いや、声まで聞こえてきた。

「着き替がえて、玄げん関かん集しゆう合ごうな」

　仁が自室に戻もどっていく。

「了りよう解かいです。赤あか坂さかも早くしろ！　脱ぬがすぞ！」

　脅おどしの言葉と同時に、空そら太たは龍りゆう之の介すけのＴシャツを引っ張る。
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「い、いい、自分で着替える」

　わずかに顔を赤らめた龍之介が自室に逃にげ込こんでいった。

　空太もさっさとズボンを脱いだ。制せい服ふくに着替えながら、部屋に忘わすれ物がないかを確かく認にんする。開発機材、ケーブル類、起動用のノーパソは準じゆん備びした。あとは自分たちがいればいいはずだ。

　そこで、再ふたたび、美み咲さきから催さい促そくのクラクションが鳴る。

「早くしないと車で突つっ込んじゃうよ！」

「今行きますから！」

　叫さけびながら廊ろう下かに出ると、仁と龍之介も出てきた。男子の着替えなど一いつ瞬しゆんだ。

「んじゃ、行くぞ」

「はい！」

　靴くつを履はき、先頭の空そら太たが台車を押おしていく。不満そうな顔で龍りゆう之の介すけがついてきた。最後に出た仁じんは、扉とびらに鍵かぎをかけてから追いかけてきた。

　さくら荘そうの前に止まった白のミニバンから美み咲さきの声がする。

「荷物は一番後ろね！」

　三列目のシートをたたんで確かく保ほした荷台に、龍之介と協力して機材を積む。台車も一いつ緒しよに放り込こみ、そのあとで、空太と龍之介は二列目のシートに乗り込こんだ。

　遅おくれて仁が助手席に座すわる。ばたんとドアを閉じた瞬しゆん間かん、仁が素すっ頓とん狂きような声をあげた。

「お前、なんだ、その格かつ好こう……」

　車はすぐに学校に向けて走り出す。

　そのハンドルを握にぎった美咲は、確たしかにとんでもない格好をしていた。

「いいでしょ？　うさぎ娘むすめだよ！」

　体の線がはっきりと出るレオタード。刺し激げき的てきな黒の網あみタイツに、色っぽいハイヒール。うさぎの耳を模もしたヘアバンドがぴょこんと飛び出ている。

　どっからどう見てもバニーガールだ。うさぎ娘ではない。

「お前さ……」

　脱だつ力りよくした仁が脱ぬいだブレザーを、美咲の肩かたからかける。

　目の保ほ養ようは終了。

「先せん輩ぱい……なんでバニーガール？」

　仁の手前、なんとも目のやり場に困こまる。アクセルを踏ふむ足が艶なまめかしい。気を抜ぬくと、肩かた越ごしに覗のぞく胸むねの谷間に、吸すい込まれてしまいそうだ。

「美び術じゆつ科かは全学年合同で、森の作さく品ひん展てんを開かい催さいしてるんだよ！　あたし、今日、案内役の当番だから」

「そりゃまた、挑ちよう発はつ的てきな森の案内人ですね……」

「少しは考えろ……お前、どれだけボランティア精せい神しんに溢あふれてるんだよ」

「いいでしょ、かわいいでしょ？」

　仁の心配の意味が、美咲にはわかっていないらしい。

「それが問題なんだよ……」

　はあと仁がため息を吐つく。

「どうしよう、こーはいくん、仁にかわいいって言われちゃった」

「よかったですね」

「うん！」

　あとで仁には気苦労が絶えませんねと言っておこう。何の慰なぐさめにもならないとは思うが……。

「そだそだ、最終日はましろんが森の案内人をするから、こーはいくんはぜひ遊びに来てね」

「え？　椎しい名なが？　って……そ、それ、着きるんですか!?」

「ましろんは、猫ねこ娘むすめの衣い装しようだよ」

「それだけ聞くと完全に妖よう怪かいですけど、たぶん違ちがいますよね？　バニーの猫ねこ版ばん、キャットガールのことですよね？　そんな言葉があるのか知りませんけど」

「今から期待に胸むねを膨ふくらませておくがいいよ、こーはいくん！　衣装合わせのときにあたしは見たけど、ましろん超ちようかわいいんだから！　鼻水が出ちゃったよ、あたしは」

　そこは、鼻血かよだれじゃないだろうか。それはさておき、ほんとに、ましろが今美み咲さきが着ているようなきわどい衣装を身に着けるのだろうか。ましろのことだから言われたら普ふ通つうに着そうな気がする。衣装合わせで一度は着ているようだし……。

　だったら、正直見てみたい。でも、他の誰だれかに見られるのはなんか嫌いやだ。あとで一言、ましろには釘くぎを刺さしておいた方がいいかもしれない。けど、本人が楽しんでいるんだとしたら、

「空そら太た、ウザい」

　とか言われるかもしれない。

　いや、言われてもいいか。煩ぼん悩のうをあおるような衣装を身に着けたましろを、人目に晒さらすよりはよほどいい。

　眠ねむたい頭でそんなことを考えていると、隣となりに座すわった龍りゆう之の介すけが寄よりかかってきた。目を閉とじて、深い寝息を立てている……。

「俺おれも眠いの忘れてました。少しでも仮か眠みんを取りたいので、到とう着ちやくしたら起こしてください」

　無む防ぼう備びにあくびをしたら、赤信号で車が急停車した。空太は龍之介と揃そろって、前の座ざ席せきに頭をぶつけるはめになった。

「安全運転でお願いします！　仮眠が永遠の眠りになるでしょ！」

　龍之介は寝ねぼけて、なんだ、どこの国の攻こう撃げきだ、などと物ぶつ騒そうなことを言っている。

「おねむなこーはいくんに朗ろう報ほうだよ！　はい、これ飲んで！　仁じんと、ドラゴンもね！」

　ぱっぱと美咲が空太、仁、龍之介に配ったのは、丁度握にぎりやすいサイズのビンだ。ラベルには『栄養満点！　限げん界かいのその先へあなたを導みちびく最後の一本』と書かれている。

「なんですか、これは？」

　青信号になって再び車は軽けい快かいに走り出す。

「ヒットポイントを回かい復ふくするポーションだよ」

「いやいや、限界のその先へあなたを導くって書いてありますよ？　開かい眼がんしそうなキャッチフレーズなんですけど、これ！」

　念入りに成分でも読もうかと思ったら、値ね段だんのシールが目に入った。

　二千五百円なり。

「高っ！　なにこれ!?　え？　まじで!?」

「あたしのおごりだから、ぐびっといっちゃってよ」

「まだ限げん界かいのその先へ行きたくないし、どうせおごりなら、もっとカルビとか上カルビとか特上カルビとかの方がよかったんですけど！」

「四の五の言わずに飲んどけって」

　前を見たまま、仁じんがぐびっと一気飲みする。

「だ、大だい丈じよう夫ぶなんですか？」

「前に飲んだときは、三時間だけ翼つばさが生えたように体が軽くなったな」

　仁の笑みが乾かわいて見えるのは気のせいだろうか。

「……三時間が経けい過かしたら、どうなるんですか？」

「死んだように眠ねむるだけだよ！」

　ミラー越ごしの美み咲さきは満面の笑みだ。

「それ、ちゃんと目ぇ覚ましますよね!?」

　まあ、仁が飲んだのだから、大丈夫だと信じるしかない。

　隣となりでは、無む表ひよう情じようのまま、龍りゆう之の介すけが飲み干ほしている。

「じゃあ、俺おれも限界のその先ってやつを拝おがみに行きますか……」

　キャップを捻ひねって開けると、ほんのり甘あまい香かおりが鼻先を掠かすめた。ビンに口をつける。さらに甘さが増ました。目を瞑つぶって、一気に喉のどに流し込こむと、子供の頃ころに飲んだ風か邪ぜ薬ぐすりに似にた味がした。まずくはない。

「どうだい、こーはいくん。テンション、あがってきた？」

「そんなすぐには……」

　いや、なんだろう。気のせいか、体が熱い気がする。

「なんか、みなぎってきたんですけど！」

「その調子だよ、こーはいくん！」

「今なら、先せん輩ぱいのテンションにもついていけそうです！　やれるぞ、俺！」

「まあ、美咲の恐おそろしいところは、しらふでこの状じよう態たいってことだからな」

　さすが宇う宙ちゆう人じん。基き本ほんが違ちがう。常つねに限界のその先にいたわけか……道理で、テンションが噛かみ合わないと思った……。納なつ得とくだ。

　そんなやり取りの合間に、一いつ瞬しゆんだけ車内の会話が途と切ぎれた。ふと我われに返ったことで、空そら太たは自分の下した腹ばらの異い変へんに気づいた。なにやら、そわそわしている。栄養ドリンクの空ビンを持つ手はわずかに震ふるえていた。

　どうやら緊きん張ちようしているらしい。

　それもそうだろう。空太にとって『銀ぎん河が猫ねこにゃぼろん』は記念すべき最初の作品になるのだ。それを今日、お客さんに遊んでもらうことになる。

「人、来てくれますかね？」

　文化祭実行委員と生徒会、それに教きよう師しの監かん視しの目を避さけるため、校内での大々的な宣せん伝でんはどうしてもできなかった。

「大だい丈じよう夫ぶだよ、こーはいくん！　赤レンガ通りの商店街じゃ、すごく期待されてるって昨日お買い物に行ったとき、ハシモトベーカリーのおっちゃんが言ってたよ。それに、朝からこっそりばっちり宣伝はしておいたから心配ご無用なんだもん！」

「むしろ、会場から溢あふれた客をどうさばくかを心配すべきだ」

　龍りゆう之の介すけはいたって冷静だ。

「赤あか坂さか……お前、どんな状じよう態たいを想そう像ぞうしてるわけ？」

「シアタールームに人がゴミのようにいる状態だが？」

　他に何があるとでも言いたげな顔をしている。

「お前、すごいな」

「開発スタッフの豪ごう華かさを考こう慮りよしろ。それくらい当然だ。閑かん古こ鳥どりが鳴く可か能のう性せいなどゼロパーセントだ」

「いや、まあ、わかるけど……」

「そんなに不安なら追い討うちをかけるか」

　龍之介がスマートフォンを取り出し、慣なれた手つきで操そう作さする。

「なにしてんの？」

「文化祭実行委員が情じよう報ほう提てい供きよう用ように準じゆん備びしたつぶやき系けいＳＮＳのアカウントを使用して、情報を流した。安心しろ。実行委員や生徒会対たい策さくに、彼らの端たん末まつからはアクセスできないようにしておいた」

「俺おれが心配なのは、お前がそのパスを知っているってことなんだけど」

「脆ぜい弱じやくなセキュリティだった。メイドちゃんが五分で破やぶったぞ」

　自動メール返信プログラムのＡＩは、ついにハッキングまでできるようになったらしい。一体どこまで成長を続けるんだろうか。そのうち暴ぼう走そうして、世せ界かい征せい服ふくをはじめたりしないか、不安で仕方がない。

「となると、いよいよ、列整理の対策が必要かもな」

　栄養ドリンクの効こう果かが出たのか、仁じんも龍之介も、生き生きしている。

「不安なのは、俺だけっすか」

　まあ、この中で作品を世に出したことがないのは空そら太ただけだから、こうも反はん応のうが違ちがうのも当然かもしれない。

「え〜、なんで〜？　こーはいくん、つまんないと思うもの作ったの？」

「いや、違いますけど」

　でなければ、今日もギリギリまでバランス調整をしたりはしない。

　やりきったという手て応ごたえはある。

「自信がないわけじゃないですけど……遊びに来てくれた人たちが、楽しいって言ってくれるかはわからないじゃないですか」

「まあ、そりゃあな」

　はじめて仁じんが同意してくれた。

「作画レベルはめちゃくちゃ高いし、物語もいいと思ってます。戦せん闘とうだってもちろんそうですけど……」

「色々考えるのは俺おれだって同じだよ。けどよぉ、それ以上に楽しくないか？　わくわくしてくんだろ？　この二ヵ月やってきたことを、どうだ！　って人に見てもらえるんだぜ？　この瞬しゆん間かんが楽しくなくて、なんなんだよ」

　そうか、このそわそわした感じの正体はそれか……。この緊きん張ちようは怯おびえや恐こわさだけじゃないんだ。ほんとは楽しいと思ってるんだ。

「そうだぞ、こーはいくん！　お楽しみはここからなんだから！」

　車は大学の裏うら手て……通用口になっている西門から敷しき地ち内ないに突とつ入にゆうした。




　西門を入ってすぐの場所に目的地であるシアタールームはある。正面入り口の方は、多おおくの人でごった返していて、とても車を止められる状じよう況きようじゃなかった。

「うわ、なんだよ、これ……すげえ人」

「先ほど配信した情じよう報ほうに、上かみ井い草ぐさ先せん輩ぱいの名前を載のせたからな。人が騒さわぐのは当然だ」

「さすが……としか言い様がないっすね」

「まったくな」

　曖あい昧まいに空そら太たに同意した仁じんとは違ちがって、名前を出された当人からの反はん応のうはなかった。運転に集中した美み咲さきは、機き材ざい搬はん入にゆう用ようの裏側に車を回り込ませると、いかにも関係者以外お断ことわりな雰ふん囲い気きの入り口で車を止めた。

　四人ともすぐさま車を降おりる。龍りゆう之の介すけが開発用機材を台車に乗せて、真っ先に裏口からシアタールームに入った。

　すぐに追いかけるつもりだった空太の足は、会場から溢あふれた観客を見て止まった。空太たちが来たことで、裏手にも入り口があるとわかって、人がどやどやと流れてくる。

「仁さん、これ、どうにかしないと」

「どうすっかなあ……あ、助っ人発見」

「え？　助っ人？」

　仁の目は溢れた人の流れを止めようとしている人物の背せ中なかに向かっていた。

「あれ、生徒会長じゃ」

　視し線せんに気づいたのか、生徒会長が空太と仁を振ふり向く。

「三み鷹たか！　さくら荘そうに有ゆう志し参さん加かの許きよ可かは出していない！　すぐに取り止めろ！　神かん田だ空太も聞こえているな！」

「げ、なんで、俺おれの名前まで覚えてるの!?　しかもフルネームだし！」

「そりゃ〜『うるさい！　ちょっと黙だまってろ！』な〜んて本ほん拠きよ地ちの生徒会室で言われたら、普ふ通つう、根に持つだろ」

「そうですね……それが人間ですよね。で、この事じ態たいはどうするんですか？」

「もちろん、こうするんだよ」

　そう言って、仁じんが大きく息を吸すい込こむ。溢あふれた人たちに向かって、

「シアタールームに入れなかった人たちは、そこの生徒会の腕わん章しようをつけた係の人の指し示じに従したがってください！」

　とのたまった。

「なっ！　三み鷹たか！」

　生徒会長の顔が見る見る赤くなっていく。同時に、どうすればいいんだと集まってきた人の波に一いつ瞬しゆんにして飲み込まれていった。

「会長、あとよろしくな〜」

　仁が生徒会長に手を振ふる。でも、生徒会長からは見えてないだろう。構かまわずにシアタールームに入った仁のあとに、空そら太たもついていった。鍵かぎをかけながら、生徒会長に心の中で謝あやまっておく。

「……仁さん、鬼おにですね」

「ん？　なにが？　文化祭の円えん滑かつな運うん営えいこそ、生徒会の大切なお仕事だろ？　今頃、いい仕事をさせてもらえたと俺に感かん謝しやしてるよ、きっと」

「仁さんを見るあの生徒会長の目に、憎にくしみが宿っていた理由がわかった気がします」

「男に好かれてもうれしくないんだけどね」

「嫌きらわれてますって完全に！」

「なら問題ない。ほら、行こうぜ」




　映えい像ぞうや音おん響きようを操そう作さするモニタールームでは、龍りゆう之の介すけが機材のセッティングをひとりで進めていた。

「手伝うことは？」

「間に合っている」

　龍之介の頼たのもしい声が返ってきた。

「俺、正面の入り口見てくる」

　返事を待つことなく、仁はさっさと行ってしまった。

　残された空太は、ひとつ深しん呼こ吸きゆうをしてから、メインスクリーン脇の舞ぶ台たい袖そでに足を向けた。目的地に近ちか付づくたびに、遠くのざわめきが大きくなってきた。最初は感じなかった人の気配も、どんどん膨ふくれ上がっていく。

　はやる気持ちを抑おさえながら、短い階かい段だんを踏ふみ締しめ舞台袖に上がる。

　でもまだ客席までは見えない。あと、三歩前に出れば……二歩……一歩……。

　ゆっくりとシアタールーム内を空そら太たは見み渡わたした。

　いる。

　たくさんの人がいる。

　三百人の息いき遣づかいが伝わってくる。ざわめきがやむことはない。これからはじまる『銀ぎん河が猫ねこにゃぼろん』に対する期待が押おし寄よせてくるようだった。

　赤レンガ通りの商店街を通して、近くの小学校には早めに宣せん伝でんをしておいたおかげか、前の方は子こ供どもたちで埋うまっていて、今か今かと目を輝かがやかせている。

　スイコーの制せい服ふくを着きた連中や、大学生と思おぼしき三、四人のグループがいくつも目に留とまった。中には知った顔もいる。幼よう稚ち園えん児じを連れたお父さんの姿すがたなんかもあった。

　満席だ。

　客席を見ただけで、空太の胸むねには熱いものが込こみ上げていた。

　けど、まだ何もはじまってはいないのだ。だから、空太は溢あふれ出しそうになる感情を抑えるために、きつく下した唇くちびるを噛かんだ。

「空太」

　一度鼻をすすってから振ふり向くと、ましろの姿があった。

「……客、すごいな」

「うん、いっぱい」

「俺おれ、ちょっとやばい、うれしくて」

「うん」

「でも、やけに綺き麗れいに席埋まったな」

　通路に立っている客はいない。三百人の定員できっちり締しめ切った証しよう拠こだ。身振り手振りが入るため、通路に人がいると危き険けんだからと、空太たちは事前に欲よく張ばらないようにしようと話し合っていた。

「七なな海みがやってくれた」

「青あお山やまは？」

　ましろが視し線せんをやった先には、深しん呼こ吸きゆうを繰くり返す七海がいた。緊きん張ちようが手に取るようにわかる。今日、七海にはもうひとつ大きな仕事が残っているのだ。

　遊び方が特殊な『銀河猫にゃぼろん』を、確かく実じつに楽しんでもらえるようにするため、七海は歌のお姉さんのように、舞ぶ台たいに立って、客と一いつ緒しよに体を動かすことになる。

　当初は空太か美み咲さきがやる予定だったが、にゃぼろんの制せい作さくにおいて自分だけ負ふ担たんが軽いことを気にしていた七海が、三日前になってやりたいと申し出てきた。

　ゆっくり近づいて、七なな海みに声をかけた。

「青あお山やま」

「神かん田だ君」

　七海が顔を上げる。その表ひよう情じようは強こわ張ばっていた。

「青山も緊きん張ちようするんだな」

「当たり前でしょ。プロの役者だって、一発勝負のときは緊張するって聞いたよ」

「じゃあ、緊張してもいいんだな」

「他ひ人と事ごとだと思って」

　言いながらも、七海は笑った。

「なんか、今日の神田君、明るいね」

「そう？」

「今さら、徹てつ夜やでハイってこともないよね？」

　そんな時間帯はとっくの昔に過すぎている。むしろ、少し前までは眠ねむくて眠くてぐだぐだの状じよう態たいだった。

「今の俺おれは限げん界かいのその先にいるから……あと二時間半の短い命だけど」

「なにそれ？」

「いや、いいんだ」

「ほんと、変なの」

　だいぶ、七海の緊張もやわらいだようだ。表情が自然になっている。

「機材のセッティングは完了した」

　と報ほう告こくしながら、モニタールームから龍りゆう之の介すけが舞ぶ台たい袖そでに上がってきた。

「会場の準じゆん備びもバッチリだよ！」

　と美み咲さきもやってくる。さらに入り口の様子を見に行っていた仁じんも戻もどってきた。

「外、どうでした？」

「生徒会長大だい活かつ躍やく」

「また恨うらまれますね……」

「じゃあ、みんな集合だ！　ゆかいな仲間は大集合だ！」

「もう集まってますよ」

　舞台袖には、空そら太た、ましろ、七海、美咲、仁、龍之介が丸く集まっている。

　すると、その中心に、美咲がすっと手を出した。

　何も言わずに仁が美咲に手を重ねる。それに七海が続き、空太は首を傾かしげるましろの手を取って一いつ緒しよに重ねた。最後に、明らかに嫌いやがっている龍之介の手も、空太が無理やり上に乗せた。

「はい、ここでこーはいくんからすばらしい一言があります！」

「え？　俺!?」

「ま、一いち応おう、空そら太たがディレクターだしな」

　仁じんがけらけらと笑う。

「本当に一いち応おうなんですけど……」

「バランス調整は、神かん田だの感覚に合わせた。クソゲーと評ひよう価かされたら、全部神田のせいだ」

　泰たい然ぜんとした龍りゆう之の介すけはどこまで本気かわからない。

「うわ〜、今このタイミングでそれ言うか」

「いいから、ほら、神田君」

　七なな海みが促うながしてくる。ましろはじっと空太の言葉を待っていた。

　全員の顔を見回してから、もう恥はずかしいなんて感かん情じようはどっかに捨すてて、空太は今の気持ちをストレートに声に乗せた。

「この三十分、全員でとことん楽しもう！」

　さくら荘そうの住人の反はん応のうは、それはもう実に様々だった。




　　　　４




「じゃあ、いくね」

　七海の決意の言葉に、空太は力強く頷うなずいた。

　シアタールーム内の照明が落とされ、スクリーンの幕まくが上がる。すると、会場のざわめきが示し合わせたようにやみ、客席は期待に満ちた静せい寂じやくに包まれた。

　その緊きん張ちようの中、舞ぶ台たい袖そでから七海が出ていく。

　スクリーン右の所定の位置に立つと、そこだけスポットライトで照らされた。仁がモニタールームからコントロールしているのだ。

　空太とましろは、直に客席の様子を観察するために、舞台袖で待機していた。

　七海がはきはきとした口調で注ちゆう意い事じ項こうを説明し、自分の体を動かしながら遊び方を簡かん潔けつに解かい説せつしている。実じつ際さい、観客に参加してもらうバトルパートでの動作は『起立』と『着ちやく席せき』、それと『両手をあげる』と『拍はく手しゆ』の四つに絞しぼってある。あとは必ひつ殺さつ技わざの名前を叫さけぶくらいだから、覚えるのは簡かん単たんなはずだ。

　一いつ般ぱん的てきなシネコンと同じか、それ以上にゆったりした座ざ席せき配はい置ちになっているシアタールームでも、三百人という大人数で、手を振ふったり広げたり、飛んだり跳はねたりするのは危き険けんだと判はん断だんして、軽めの動作で済すむ仕様に限げん定ていしたのだ。

　空太としては、本当はもっと色々な動作を組み込みたかったのだが、安全面を訴うつたえる龍之介が立ちはだかり、遊び手に対する配はい慮りよも大切だと諭さとされた。

「ケガ人が出た場合、どう責せき任にんを取る？」

「……それは……そうだな。うん、ケガはよくない」

　結果、龍りゆう之の介すけの言い分を正しいと思い、現げん在ざいの仕様に落ち着ついたのだ。

　周囲に人がいることを忘わすれないようにと、最後の注意事項を七なな海みが読み上げる。

「それでは『銀ぎん河が猫ねこにゃぼろん』をお楽しみください」

　よく通る声で言って、七海が深々とお辞じ儀ぎをした。

　そこで、スポットライトが消え、地じ響ひびきのような重低音が鳴り出す。スクリーンには、宇う宙ちゆうから地球に飛来する巨きよ大だいな物体が大たい気き圏けんに突とつ入にゆうしていく様子が映うつし出された。

　絵は止まっているのに、物体表面の燃もえるようなエフェクトと、飛び散る粉ふん塵じんのパーティクルのおかげで、まるで動画のように見える。効果音とＢＧＭも臨りん場じよう感かんを演えん出しゆつするのに、大きな役やく割わりを買っていた。音を作ったのは、過か去こ、美み咲さきのアニメでも音おん響きよう制せい作さくを担たん当とうしている音楽科のはうはうという人だ。空そら太たは会ったことがないので、どんな人かは未いまだに知らない……。

　宇宙から飛来した物体は、成せい層そう圏けんを抜ぬけ、雲を突つき破やぶり、東京の上空に姿すがたを見せる。対象物のビル群ぐんが見えたことで、いかにその物体が大きいかがわかる。全長は五百メートルにも及およんでいるのだ。

　地上から空を見上げる人々。その目が物体を捉とらえた瞬しゆん間かん、表ひよう情じようは絶ぜつ望ぼうに変わった。

　だが、それも一瞬のことで、雲を突き破って姿を現した物体は、地表すれすれでくるりと一回転をすると、ばねの利きいた四本の脚あしで着ちやく地ちした。

　火山の噴ふん火かを思わせる轟ごう音おんが周囲を包む。大地は悲鳴を上げながらひしゃげ、同時に絶望的な衝しよう撃げき波はがビル群を瞬またたく間に瓦が礫れきの山へと変えた。

　海岸線は発生した津つ波なみによって飲み込こまれ、空に舞まった砂や塵ちりが太陽の光を奪うばっていく。その薄うす暗ぐらい土つち煙けむりりの中、猫ねこに似た姿をした宇宙怪かい獣じゆうがけだるげに上体を起こす。その前足は東京タワーを踏ふみ潰つぶし、あとかたもなく粉ふん砕さいしていた。

『殺風景な星じゃねえか』

　宇宙侵しん略りやく者しやであるニャンゴロー星人の大幹部がひとり『猫ねこ背ぜのアイン』の登場を決定付けていた。

　衛えい星せいカメラがアインを捉える。その周囲、数十キロは死の大地と化していた。

　すぐにアインめがけて、国連軍からのミサイル攻撃がはじまる。

　アインは飛来する無数のミサイルを、

『ニャアアアアアアアアアアアアア!!』

　と咆ほう哮こうひとつで破は壊かいした。

　続けて現れたのは戦せん闘とう機き部ぶ隊たい。無数の誘ゆう導どうミサイルを叩たたき込むが、アインの巨体には傷きずひとつつかない。体を覆おおうぼさぼさの毛がほんのちょっと焦こげただけ。それも、数秒後にはもとの状じよう態たいに再さい生せいされてしまう。

　再び、アインが咆哮を上げ、戦闘機部隊も一瞬にして全ぜん滅めつした。

　巨大猫型怪獣の圧あつ倒とう的てきな存そん在ざい感かんと迫はく力りよく。

　やっぱり、ましろの絵はすごい。見ているものの心を鷲わし掴づかみにする。その証しよう拠こに、冒ぼう頭とうシーンだけで、観客は『銀ぎん河が猫ねこにゃぼろん』に引き込こまれている。最前列に座すわった小学生はポップコーンを口に運ぶのを忘わすれている。中列に座った大学生は食い入るようにスクリーンを凝ぎよう視ししている。最後列の観客はその殆ほとんどが身を乗り出していた。

　みんなすごい集中力だ。

　場面は主人公である猫ねこ子この登場シーンに進んでいる。アインによって破は壊かいされた瓦が礫れきの街。あちこちで火の手があがっている。まるで世界の終わり。空すらも真っ赤に染そまっていた。そんな中、猫子がもう冷たくなってしまった最愛の人、猫ねこ介すけの体を抱だき起こして名を呼よんでいる。

『猫介さーん！』

　肩かたを、腕うでを、唇くちびるを震ふるわせながら、猫子が猫介の名を何度も繰くり返し呼ぶ。だが、もう猫介は、猫子の名を呼んではくれない。笑いかけてはくれない。頭を撫なでてはくれない。なんだいと言って答えてもくれない。目も……開けてはくれなかった。

『猫介さん！』

　鼻水混まじりの声。猫子の声を演えんじたのは七なな海みだ。このシーンはなかなか七海自身が納なつ得とくせず、何度も自分でリテイクを繰り返した。

　オッケーテイクが出たとき、録音ブースから出てきた七海は本当に涙なみだぐんでいて、ちょっと声をかけづらかったのを覚えている。

　瓦礫の中、煤すすで頬ほおを汚よごした猫子は涙を拭ふいて立ち上がる。そして、遠くに見える山……猫ねこ背ぜのアインを静かに見み据すえる。握にぎった拳が小こ刻きざみに震え、爪つめが食い込んだ手のひらからは血が滴したたり落ちていく。

　そんな猫子の前に、人類の決戦兵器である猫型ロボット『にゃぼろん』が降おり立つ。

『いいわ。私の憎にくしみがほしければあなたに全部あげる。その代わり、この命が尽つきるまで、一匹でも多おおくのニャンゴロー星人を地じ獄ごくに叩たたき落とすのよ』

　猫子の意思に応えるように、にゃぼろんの目がぎらんと光る。

　それと同時に、画面中央にでかでかと『銀河猫にゃぼろん』のタイトルロゴが、がつんと登場した。

　たった数分のアバンだが、その見み応ごたえは十分だったようで、もはや、観客の心を完かん璧ぺきに掴んでいた。誰だれもが固かた唾ずを呑んでその先の物語を見守っている。

　猫子と猫介が恋こい人びと関かん係けいにあったこと。ふたりは一度結けつ婚こんしたはずなのに、猫介の兄猫ねこ吉きちがニャンゴロー星人に殺されたのをきっかけに、猫介がニャンゴロー星人への復ふく讐しゆうにかられ離り婚こんしたこと。

　人類は宇う宙ちゆう侵しん略りやく者しやのニャンゴロー星人に対たい抗こうするため、かねてから決戦兵器のにゃぼろんを開発していたことなどがテンポよく語られていく。

　元々、にゃぼろんの物語は美み咲さきの妄もう想そうによって生み出されたもので、そのボリュームはＴＶアニメ全五十二話分もあったのだが、当然全部を作るのは不ふ可か能のうなため、六人いる大だい幹かん部ぶのひとり『猫ねこ背ぜのアイン』を倒たおすところまでを、仁じんが上う手まいこと再さい構こう成せいして、約三十分の尺しやくにまとめてあるのだ。

　客席に気を取られていると、舞ぶ台たいに立つ七なな海みからの視し線せんを感じた。

　そろそろ、最初のバトルパートがやってくる。

　一戦目は、アインの部下との戦せん闘とう。ゲームとしては雑ざ魚こ敵てき。ゲームデザイン上、この戦闘はチュートリアル的な位い置ち付づけにある。

　スクリーンが３Ｄ画面に変わった。けど、まったく違い和わ感かんはない。アニメっぽい描びよう画がを可か能のうにする最新のトゥーンシェーディングを利用しており、美み咲さきと龍りゆう之の介すけが協力して、テクスチャーの作画、プログラムの両面から、ましろの絵と並ならべてもおかしくないレベルまで丁てい寧ねいに作り込こんだのだ。

　静止画で見ると、３Ｄだとわからないほどのクオリティを実じつ現げんしている。マスターアップを一週間遅おくらせたことで可能になったわけだが、その苦労はきちんと形になっていた。この完成のイメージがあったからこそ、美咲はクオリティアップにこだわったのだろう。

　見たことのない映えい像ぞう表ひよう現げんを見事にやってのけている。美咲のすごさは技ぎ術じゆつもそうだが、誰だれもやっていないことを思いついて、それを実行できるところでもあるんだと、この二ヵ月で実感させられた。そして、それこそ努力で追いつける類たぐいのものではないと思わされた。

　仁が劣れつ等とう感かんを抱いだくのも無理はない。誰よりも近くで、美咲を見続けてきたのだから。

　空そら太たにとっては、そういうことが色々とわかる二ヵ月でもあった。

　にゃぼろんと雑魚ニャンゴロー星人のバトルがはじまった。

　荒こう廃はいした瓦が礫れきの山の中で、にゃぼろんとニャンゴロー星人が取っ組み合う。ということは、そろそろ初のシンクロ操そう作さがくる。上う手まく動いてくれるだろうか。

　空太が息を呑のむのとほぼ同時に、画面に『起き立りつ準じゆん備び』のアナウンスが出た。

「せーので、行きます！　せーの！」

　七海が会場に向かって声を張はると、それに合わせて三百人が同時に立ち上がった。空太はすぐにスクリーンの中のにゃぼろんを確かく認にんする。センサーになっているカメラが観客の動作を認にん識しきしてくれたのなら、にゃぼろんは敵をぶん投げるはずなのだ。

　だが、画面は反はん応のうしない。観客の起立動作は、十分に揃そろっていたのに……。カメラが読み取りに失敗したのだと思い、空太の背中に冷たいものが走った。

　その瞬しゆん間かん、

『先に地じ獄ごくへ行っていろ！』

　という猫ねこ子この気合の声と共に、にゃぼろんがニャンゴロー星人をブレーンバスターでぶん投げた。続けて画面には両手をあげる指示が出る。

　またしても七海の掛かけ声に合わせて、三百人が両手をあげた。

　すると、にゃぼろんはニャンゴロー星人の尻尾しつぽを掴つかみ、ジャイアントスイングの要よう領りようでぐるぐる回しはじめた。

　次の指し示じは手をあげたままでの拍はく手しゆ。画面に手て拍びよう子しのタイミングが出る。そのアイコンの点てん滅めつが徐じよ々じよに早くなっていく。会場に沸わき起こる拍手もどんどん加速していく。

　その音に合わせて、にゃぼろんの回転速度はぐんぐん上がっていった。

　そして、手を下ろす合図を受けて、にゃぼろんはニャンゴロー星人を空高く放り投げた。

　ここからフィニッシュだ。

　画面には必ひつ殺さつ技わざ名めいが表示された。スクリーンではにゃぼろんがパワーを溜ためている。必殺技のカウントダウン。

　３……２……１……。

『ミートボールビーム！』

　三百人の声が重なる。

　会場内の空気が震ふるえて、音の圧あつ力りよくが袖そでに立っていた空そら太たの全身に、びしびしと伝わってきた。

　にゃぼろんが両手を突つき出し、肉球の形をしたビームを発はつ射しやする。ニャンゴロー星人は空中で直ちよく撃げきを受けて爆ばく散さん。跡あと形かたもなく消しよう滅めつした。

　見事、にゃぼろんはニャンゴロー星人を撃げき破はした。

　シンクロによるコントロールがどうなることかと心配だったが、この反はん応のうなら大だい丈じよう夫ぶそうだ。最初は焦あせらされたが、その後はセンサーの感度もいいし、画面の処しよ理りにも遅おくれらしい遅れは出ていない。

　モニタールームの方を見ると、ガラス越ごしに龍りゆう之の介すけと目が合った。その目は当然だと語っている。龍之介は全然その辺は心配していなかったらしい。

　雑ざ魚このニャンゴロー星人を倒たおしたにゃぼろんと猫ねこ子こは、ついに、猫ねこ介すけの仇かたきである大だい幹かん部ぶ『猫ねこ背ぜのアイン』と対たい峙じする。

　三百三十三メートルもあるにゃぼろんだが、アインはそれよりでかい。その戦せん闘とう力りよくは冒ぼう頭とうで見せつけられている通りで、猫パンチを一発もらおうものなら、隣となりの県までぶっ飛ばされるほど。

　まさに人類の存そん亡ぼうをかけた戦いだった。

　前の方に座った小学生たちは、ぎゅっと手を握にぎってにゃぼろんを応おう援えんしている。

『お前は殺した人の数を覚えているのか』

　猫子が怒りを押し殺した声で、アインに尋たずねる。

『だるいんだよ。俺おれぁ、猫背で、肩かたこるんだよ。あ〜、だるい』

　アインの演えん技ぎは、美み咲さきがやっているのだが、これがかなり様になっている。意外なことに、美咲は勉強もできるし、何をやっても、ハイレベルにこなすから驚おどろきだ。

『お前をぶっ殺せば少しは楽になんのか？　ああ、そうするか？』

　周囲にいたふたりの部下を、だるいという理由で、アインがぶん殴なぐる。その傍ぼう若じやく無ぶ人じんな態たい度どに、猫ねこ子こはついに切れる。

『お前に生きる価か値ちはない！』

『理り解かいなんざ必要ねえ。人間はクソにも劣おとる生き物だが、ひとつだけ俺おれを楽しませてくれる瞬しゆん間かんがある。そう、それだよ、もっとぶち切れてこいよ。俺のだるさを忘わすれさせてくれよ。なあ！』

　アインの猫ねこパンチを受け止めるにゃぼろん。だが、その体の三分の一は地中に埋うまる。

『よえ〜、よえ〜、てめえ！　なにそんなんで俺に声かけてんだ！　ニャアアアアアアアアアアアアアアアアアアア！』

　アインの咆ほう哮こうの衝しよう撃げきで、地面ごとにゃぼろんがぶっ飛ばされる。

　そのピンチに、会場から自然に「にゃぼろん！」という声が飛ぶ。

　わけもわからず、空そら太たはぐっと拳こぶしを握にぎっていた。

　観客の声に応こたえたわけでもないのに、にゃぼろんが見事に着ちやく地ち。

　その瞬しゆん間かん、画面は３Ｄモデルに切り替かわり、バトルパートに突とつ入にゆう。

　もう七なな海みの先せん導どうは必要なかった。

　画面の合図で、全員がすっと立ち上がる。

　アインの猫パンチが振ふり下ろされる。画面には手をあげる指し示じ。すっと観客が手をあげると、にゃぼろんは俊しゆん敏びんな動作で避よけた。立て続けにアインの咆哮がくる。今度は、『ミートボールビーム！』と叫さけび、必ひつ殺さつ技わざで相殺する。

『まだまだ壊こわれるんじゃねえぞ！　俺様を感じさせてくれええ！』

　本気になったアインが猛もう攻こうを仕掛けてくる。右、左の猫パンチの応おう酬しゆうから、トドメのヘッドバッド。

　猫パンチはシンクロ操そう作さでの回かい避ひが間に合ったが、ヘッドバッドはもろに食らってしまった。

　その一撃でにゃぼろんのヒットポイントがゼロになる。ここは想定済ずみのバランス調整だ。アイン戦では、一度は負けるくらいのバランスがいいと空太は思っていた。

　画面にはにゃぼろんを復ふつ活かつさせるために、手て拍びよう子しのコマンドと、掛かけ声が出ている。ＢＧＭはピンチを伝える切せつ迫ぱくしたものに変わった。

　ひいきのクラブチームを応おう援えんするサポーターのように、観客がひとつになって、にゃぼろんにエネルギーを送り込む。

　そのにゃぼろんにアインがじわじわと最後の一撃をくれようと近づいてくる。

　七海がちらりと空太を見てきた。

　にゃぼろんの復活が間に合うかどうか微び妙みようなのだ。

　ここで負けるとゲームオーバーとなる。コンティニューしてもアイン戦を最初からやり直さなければならない。最後までその仕様はどうするか迷まよったが、必ずクリアできてしまうようでは面おも白しろくないと思って、空太は自分のその感覚を信じ、ゲームオーバーを残すことにした。

　必ずクリアできてしまう難なん易い度どでは達たつ成せい感かんがなく、インタラクティブ性せいを持たせる意味がないという結論に至いたったから。

　そんな空そら太たが今回目指したバランスは『一度は失敗するけど、ギリギリでクリアできる』というラインだ。

　今がまさにその瀬せ戸と際ぎわだった。

　何度もテストプレイした空太の目から見ると、ギリギリで間に合わない。掛かけ声が合っていないせいだ。拍はく手しゆはいいけど、声のタイミングが微び妙みようにずれている。

　そのせいでエネルギーの回かい復ふく率りつが悪い。

　もうアインは目の前だ。

　アインはぐったりしたにゃぼろんの頭を持って軽々と持ち上げる。最後の猫ねこパンチを繰くり出そうと、拳こぶしを振ふり上げた。

　まずい。間に合わない。そう空太が思った瞬しゆん間かん、会場が爆ばく音おんに包まれた。最後の最後で、「にゃぼろん！」という掛け声がしっかりと重なった。

　一瞬、画面が静止する。迫せまる恐きよう怖ふを演えん出しゆつした楽曲が止まり、息を呑のむ静せい寂じやくが訪おとずれた。

　直後、にゃぼろんの目が鋭するどい効こう果か音おんと共にぎらっと光り、アップテンポの戦せん闘とう音おん楽がくが流れ出した。大だい迫はく力りよくのオーケストラ。大学の音楽学部に協力してもらって収しゆう録ろくしたものだ。しかも、将しよう来らいはオペラ歌手を目指す声楽科の歌つき。嫌いやでも気持ちは盛もり上がる。

　観客の声せい援えんを受けたにゃぼろんは、だらっと垂だれさがっていた両りよう腕うででアインの頭を掴つかみ、その顔面に強きよう烈れつな膝ひざ蹴げりをお見み舞まいした。

　アインは豪ごう快かいに鼻血を噴ふん出しゆつしながら、大きく仰のけ反る。その反撃の好機に、音声指示が画面に表示された。三百人が声を出すために息を吸すい込こむ。そして、

　──ミートボールビーム！

　とゼロ距きよ離りから、アインの顔面にビームが直撃した。

『ニャアアアアアアアアアアアアアアアアアア！』

　痛いたみを伴ともう絶ぜつ叫きようが会場にこだまする。美み咲さきの演えん技ぎがいい味を出しすぎている。

　四つん這ばいになったアインが、憎にくしみに支配された目でにゃぼろんを見み据すえる。そして、狙ねらいを定め、大口を開けると、極太のビームを放った。

　にゃぼろんも再ふたたび必ひつ殺さつ技わざの構かまえ、すぐに発はつ射しや。

　だが、アインのビームの方が圧あつ倒とう的てきに強く、飲み込まれそうになる。

　画面には先ほどの手て拍びよう子しと、掛け声のコマンドが表示された。

　観客がひとつになってにゃぼろんを応援する。

　猫ねこ子こが気合の声で応こたえた。

『めんどりゃああああああああああああああああっ！』

　ミートボールビームがどんどん太くなり、アインのビームを押おし戻もどしていく。

　そのまま観客の力を借りたにゃぼろんが、アインを圧あつ倒とうする。

『ばかなあああああああ！　お、お、俺おれ様さまがああああああああああっ!!』

　そして、超ちよう巨大化したミートボールビームの光に包まれ、アインは断だん末まつ魔まの叫さけびを上げながら消しよう滅めつしていった。

　瓦が礫れきの中には、にゃぼろんだけが残っている。アップテンポの戦せん闘とう音おん楽がくはフェードアウトして、どこか切なさを含ふくんだ、やさしい曲が流れてくる。

　雲間からは太陽の光が差し、満まん身しん創そう痍いのにゃぼろんを照らす。

『猫ねこ介すけさん、仇かたきは取ったわ』

　空を見上げる猫ねこ子こが、少し寂さびしそうな笑みを浮うかべると、画面は暗転してエンディングロールに突とつ入にゆうした。

　もう操そう作さはしなくていいのに、観客の拍はく手しゆと掛かけ声は続いている。

　誰だれかがアンコールを言い出す。続ぞく編へん希き望ぼうと叫さけんでいた。

　そんな圧倒的な感情のうねりに飲み込こまれ、空そら太たはただただ呆ぼう然ぜんとしていた。

　みんなが喜んでくれている。拍手をくれている。それがたまらなくうれしい。やってよかったと思う。ほんとに作ってよかったと思う。もう、心にあるのは、そんな感情をくれた観客に対する感かん謝しやの気持ちだった。

　観客の拍手は、エンディングロールが最後まで流れ、『おしまい』の文字が出ても、しばらく収おさまらなかった。

「空太、よかった」

　握にぎった拳こぶしに、ましろが手を重ねてきた。

「ああ……ほんと、すげえ……なんか、俺おれ、やばい、これ……」

「やったね、神かん田だ君！」

　ハイテンションの七なな海みが駆かけ寄よってきた。

「ああ……ほんと最高だった」

　感かん情じように突つき動かされるまま、勢いきおいで空太は七海とハイタッチを交わしていた。

　でも、いつまでも感動に浸ひたってはいられない。

「空太、撤てつ収しゆう急げ！　生徒会長様が先生連れてきた！」

　仁じんの声がスクリーン裏うらに響ひびく。

　モニタールームを見れば、すでに龍りゆう之の介すけが機材の撤収準じゆん備びを終えていた。

　未練はあったけど、空太はましろの手を取って駆かけ出した。

　すぐ前を七海が走っている。仁は龍之介の機き材ざい運うん搬ぱんを手伝い、美み咲さきはもう裏口のドアから飛び出していた。すぐに車のエンジン音が聞こえる。

　全員を乗せた車は、待てと叫ぶ教師や生徒会長の声を振ふり切って、勢いきおいよく走り出した。

「あたしたちは宇う宙ちゆう一いちだ〜！」

　感情を爆ばく発はつさせた美み咲さきにつられて、空そら太たも宇宙一だと大声を出していた。

　そのあと、どうしたのかは、もうよく覚えていなかった。

　ただ、最高に幸せな夢ゆめを見たような気がする。覚えているのは、たったそれだけだった。でも、たったそれだけで十分だった。




　十一月七日。

　さくら荘そう会議の議事録には次のように書かれている。


　──あたしはここに宣せん言げんする！　今日この日をにゃぼろん記念日として、未み来らい永えい劫ごう語り継ついでいくことを。こーはいくん、ましろん、ななみん、ドラゴン、仁じん、りったん、はうはう、ありがとう！　みんなのおかげであたしの夢がひとつ叶ったよ！　今夜は眠ねむれないぜ！　書記・上かみ井い草ぐさ美咲

　──美咲先せん輩ぱい、さすがに寝ねないと死にますよ！　追記・神かん田だ空太

　──というわけで、早速第二話を作ろうよ。追記・上井草美咲

　──この歳としで過か労ろう死しは嫌いやなので、少し休ませてください。追記・神田空太

　──ねえ、いつから、議事録は交こう換かん日につ記きになったの？　追記・青あお山やま七なな海み
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　　　　１




　手順その一、十分に冷やしておいたバナナの皮を、頭の部分だけ少しむく。

「あのさ、赤あか坂さか」

「発言を許きよ可かする。続けてくれ」

　手順その二、皮をむいたところから、バナナに割わり箸ばしをぐっと差し込こむ。

「昨日……じゃなくて、一昨日おとといのにゃぼろん、大成功だったな。寝ねる間も惜おしんで開発して、文化祭で遊ぶのを我が慢まんしてバランス調整して……がんばったかいがあったよな」

「僕ぼくは文化祭で遊ぶ予定など皆かい無むだったが、にゃぼろんが大成功したという認にん識しきには積極的に同意だ」

　手順その三、バナナの皮を完全にむき、アイスキャンディー状じようにする。

「拍はく手しゆと歓かん声せい……すごかったよな。まだ耳に残ってるよ」

「そうだな」

「あれ、文化祭五日目の出来事だよな」

「一昨日。十一月七日のことだ」

「そう、そうなんだよ、一昨日なんだよ……」

「で、神かん田だは何が言いたい。世間話などという愚ぐ民みんの戯たわむれに付つき合うほど、僕はヒマを持て余あましてはいないぞ」

　手順その四、割り箸部分をしっかりと握にぎり、どろどろに溶とかしたコーティング用のチョコレートをお玉ですくってバナナにかける。

　冷たいバナナに触ふれたチョコレートは温度が下がって、見る見る固まっていく。

「つまり、にゃぼろんを大成功でやり遂とげた俺おれたちには、残り二日間は文化祭を楽しむ権けん利りがあったはずだってことだよ。なんたって、うちの文化祭は七日間もやるんだからな」

「神田が文化祭を堪たん能のうしたいと思っていることは認識した。理り解かいには苦しむが」

　手順その五、黒々と日焼けしたバナナに、カラフルなトッピングチョコをまぶして、はい、出来上がり。

「なのに、おかしくない？　なんで、にゃぼろんが終わったあと意識が飛んで、目が覚めたら文化祭最終日になってるわけ!?　しかも、今はもう昼ひる過すぎで、あと数時間で文化祭終わっちゃうんだけど！　そんな状じよう況きようなのに、なんで俺はチョコバナナ喫きつ茶さで朝から休きゆう憩けいも取らずにぶっ続けで働いているんでしょうか？」

　手順その六、出来たチョコバナナを一本百円で売る。

「お買い上げ、ありがとうございます。ごゆっくりどうぞ」

　と笑顔を振ふり撒まきつつ……。

「にゃぼろん開発の末期は、徹てつ夜や作さ業ぎようの連続で、僕ぼくたちは体力の限げん界かいだった。そのため、公こう開かい終しゆう了りよう後、緊きん張ちようの糸が切れた僕たちが、三十六時間睡すい眠みんを取ったとしてもなんら不思議はない」

「俺おれが聞きたいのは、そんな理性的な言葉じゃないんだよ！」

「なら、僕に聞くな」

「俺は朝起きたとき、日ひ付づけが飛んでいるもんだから、人類がタイムマシンを完成させたのかと思ったぞ」

「それは、残念な想そう像ぞう力りよくの持ち主である証しよう拠こだ。早めに処しよ置ちした方がいい」

「うっさいわ！」

「そもそも、たかが文化祭で何をそうまで騒さわぐんだ、神かん田だは」

「たかがって、お前は文化祭をなんだと思ってるんだよ！」

　他の学校のことは知らないが、スイコーでは一番派は手でなイベントだし、ここに通う人間なら、誰だれもが楽しみにしている行事のはずだ。

「文化祭は、授じゆ業ぎようにカウントされない休日。類るい義ぎ語ごは大型連休だ」

「勝手にゴールデンウィークを増ぞう設せつするな！」

　はあとため息を吐つきつつ、空そら太たは教室内を見回した。混こん雑ざつのピークは昼ひる過すぎにやってきたが、今はもう客足は落ち着ついている。男子の三人組が一グループいるだけだ。

　窓まどガラスには外から見えるように、黄色い画用紙を切って作った『チョコバナナ喫きつ茶さ』の文字が貼はられている。室内は黄色と黒の布ぬので装そう飾しよくが施ほどこされ、テーブルクロスも同じ色で統とう一いつされていた。

　今け朝さ、準じゆん備びの現げん場ば指し揮きを担たん当とうした実行委員の七なな海みから感想を求められ、

「とりあえず、外の看かん板ばんを『タイガー喫茶』に直した方がよくない？」

　と虎とら柄がらにしか見えない本音をぶっちゃけたら、笑顔で足を踏ふまれた。

「神田君は虎のよさがわかっていない」

　とも真顔で言われたので、

「今度勉強しとくよ」

　とその場はごまかした。

　そんな虎柄を着きせられた教室の中で、空太は喫茶店のウェイターよろしく、黒のズボンに、黄色のＹシャツ、それに黒のベストを羽は織おったチョコバナナのような姿すがたで、チョコバナナの製せい造ぞうと販はん売ばいに勤いそしんでいた。

　もうひとりの店番担当である龍りゆう之の介すけは、学校の制せい服ふく姿すがたのままで、カウンターの内側に机つくえと椅い子すを勝手に持ち込こみ、ノーパソでなにやらカタカタと作業をしている。チョコバナナを一本も作っていなければ、売る気もないようだ。

　事実上、この時間まで、空太がひとりで店番をしていた。

「赤あか坂さか、一いつ瞬しゆんでいいから店番代わってくんない？」

「断ことわる」

「十分！　いや、五分でもいいから！　俺おれに文化祭の思い出を作らせてください！」

「にゃろぼんは立りつ派ぱな思い出だろう。今からあれを凌りよう駕がするのは不ふ可か能のうだ」

「それはそうなんだけど……」

　一昨日おととい、美み咲さきが言っていたことが本当なら、今日、美術科の出し物である『森の作さく品ひん展てん』では、ましろが猫ねこ娘むすめ……もとい、キャットガールの格かつ好こうをして、案内人をしているはずなのだ。

　もし、ほんとにそんな格好をしているのなら、ぜひ一度見ておきたい。

「とにかく、頼たのむ、赤あか坂さか！」

「断ことわる」

「そこをなんとか！」

「女か」

「わ、悪いか」

「…………」

　無言で龍りゆう之の介すけはキーボードを叩たたく。

「このタイミングで黙だまるなよ！」

「僕ぼくに店番は無理だ」

「なぜだ！」

「第一に、僕は接せつ客きやくに不向きな性せい格かくだ。上から目線の店員など反感を買うだけだぞ」

「自覚があるなら善ぜん処しよしろ！」

「第二に、僕はチョコバナナが嫌きらいだ。チョコバナナを食すメスはもっと嫌いだ」

「お願いだから客に聞こえないように言ってくれな。視し線せんが痛いたいから」

　今、女性客がいなくてほんとによかった。

「第三に、僕は店員をやる気がない」

「言っとくけど、俺だってないからね！」

「以上をもって、店員は神かん田だにしかできないことが証しよう明めいされた」

「お前にしては杜ず撰さんな証明だな！　ほんとやる気ないだろ！」

「それがわかれば十分だ」

　よく観察してないとわからないけど、にゃぼろんの開発で溜たまった疲つかれが取れていないのかもしれない。先ほどから、何度もあくびをしている。それは、空太も同じなのだが……。

「なあ、赤坂さ〜、せめてウェイターの格好してくれない？」

「理由を述のべろ」

「俺だけ着てたら、バカみたいじゃん」

「それは違ちがうぞ、神田」

　ノーパソの画面から、龍之介が顔を上げた。

「ん？　実は似合ってるとか？　かっこいいの俺？」

「『バカみたい』ではなく、バカそのものだ」

「あ、そうですか……」

　まあ、龍りゆう之の介すけの場合、学校に来ただけでも、ましと思うべきなのだ。

　今け朝さも、部屋に引きこもった龍之介を引っ張ぱり出すのには苦労した。

　外から声をかけても、

「授じゆ業ぎようがなければ、学校に行く理由がない」

　の一点張りで、自室の１０２号室に篭ろう城じようしたまま、出てこようとはしなかった。

　普ふ段だんなら、仕方がないと諦あきらめたが、龍之介がいないと、空そら太たがひとりで店番をすることになるので、今日ばかりはそうも言っていられなかった。

「お前がいないと俺おれが寂さびしいんだよ！」

「神かん田だ」

「お、出てきてくれるのか？」

「学校ではなく、お前は病院に行くべきだ。正直、気持ち悪いぞ」

「胸むねに刺ささる感想をありがとう！　一生忘わすれないよ、このやろう！」

　その後、仁じんの協力を得て、力ずくで龍之介を部屋から引っ張り出し、なんとか学校まで連れてきたのだ。

　クラスで決めた役やく割わり分ぶん担たんなので、今後、真っ当な高校生活を満まん喫きつしたければ、きちんとやるべきことはやっておいた方がいい。空太にせよ、龍之介にせよ。さくら荘そうというだけで色いろ眼鏡めがねで見られるのに、これ以上、周囲から浮うく原げん因いんを自分で作る必要もないだろう。

　唯ゆい一いついた男子三人組のグループが出て行ったので、空太はカウンター内の椅い子すにどっかりと腰こしを下ろした。

　時間を見ようと思って、空太はケータイを取り出すと、あることを思い出した。

「赤あか坂さか、ちゃんとリタにメール返した方がいいぞ」

「安心しろ。最速で返事をしている」

「メイドちゃんじゃなくて、自分でだよ」

「僕ぼくの貴き重ちような時間を、なぜ、元もと居い候そうろう娘むすめのために浪ろう費ひしなければならない」

　龍之介の女じよ子し嫌ぎらいは相変わらずだ。

「どうして、そんなに女子が嫌いなんだ？」

　ノーパソの画面から、龍之介がようやく目線を上げた。けど、空太を一いち瞥べつしただけで、またすぐにキーボードを叩たたきはじめる。

「……神田には関係ない」

　なんでも的てき確かくに返答する龍之介らしくない反はん応のうだ。

「そう言われると気になるんだけど」

「熟うれると緑から黄色に変色し、非ひ常じように皮をむきやすく、古来よりサルが好んで食す果実に、カカオの種子を発はつ酵こう、焙ばい煎せんしてできるカカオマスを、ココアパウダーや砂さ糖とうを混まぜて固めた子こ供どもが大好きなお菓か子しでコーティングした商品を買いにきたものがいるぞ」

「普通に、チョコバナナって言え！」

　龍りゆう之の介すけとの会話は一いつ旦たん中ちゆう断だんし、空そら太たは客が見ている前で、バナナにどば〜っと溶とけたチョコレートをかけた。一年生と思おぼしきふたり組みの女の子は、「わ〜」「おいしそう」と、うれしい歓かん声せいをあげてくれた。

　笑顔でチョコバナナを受け取ったふたりの一年生は、席に座すわろうとはせずに、まだ用事がありそうな顔で空太を見ている。

「俺おれの顔に何か？」

「バカ面づらであることを指し摘てきしているのだろう」

　龍之介からの無礼な発言は背せ中なかで無む視ししつつ、空太が目で促うながすと、ふたりの一年生は立て続けに、

「あ、あの、にゃ、にゃぼろん……すごかったです！」

「面おも白しろかったです！」

　と真っ直ぐに空太に感想をぶつけてきた。

　予想外の出来事に、空太は、

「あ、ああ……うん、ありがと」

　と惚ほうけた感じで言うのが精せい一いつ杯ぱいで、気の利きいたことはひとつも言えなかった。

　ふたりの一年生は、すぐに一いち番ばん奥おくの座ざ席せきにきゃっきゃっと声を上げながら座った。

　それから少し遅おくれて、空太は体がふわふわするのを感じた。足元の感覚がはっきりしなくて、宙ちゆうに浮ういているような錯さつ覚かくに襲おそわれる。そして、胸むねの奥底から湧わき上がる衝しよう動どうに流されるまま、

「った〜！」

　と、言葉にならない雄お叫たけびを上げ、両手をぐっと握にぎり締しめていた。

　下した唇くちびるを噛かんでいないと、口元が緩ゆるんでしまう。やばい……これは、やばすぎる。こんなにうれしいのは、十六年間生きてきてはじめてだった。

「神かん田だ。不ふ愉ゆ快かいだから、ニヤニヤするな」

「いや、今はしてもいいときだ！　お前、うれしくないわけ？」

「安心しろ。多た少しようの優ゆう越えつ感かんには浸ひたっている」

「……全然、そう見えないお前はすごいな」

　それにしても、なんだろうか。まだ少し視線を感じる。にゃぼろんの感想を言ってくれたふたりの一年生が、こっちを見ていた。

　もしかして、空太のファンになってくれたのだろうか。そんなわけはないか。今日までの人生を振り返ってみても、女子からそういう反はん応のうをされたことはない。でも、にゃぼろんを作ったということで……などとバカげたことを考えていると、彼女たちの視し線せんが龍りゆう之の介すけに向かっているのだとわかった。

　黙だまっていれば……というか、本ほん性しようを知らなければ、龍之介は中ちゆう性せい的てきな美少年なわけで、女子が露ろ骨こつな反はん応のうをするのも珍しくはない。場合によっては、男子の目だって惹ひきつけるほどだ。

「そういや、話が途と中ちゆうだったな……。なんで赤あか坂さかは、女子が嫌きらいなわけ？」

　ふたりの一年生が聞き耳を立てているのを感じつつ、空そら太たは龍之介に同じ質しつ問もんをぶつけた。

「神かん田だには関係ない」

　龍之介も同じ返事を返してくる。

「もったいないやつ」

　その発言は無視された。

　龍之介が黙もく秘ひを貫つらぬくというのなら仕方がない。

　ケータイを開いて、龍之介にメールを送る。なにやら忙いそがしそうに仕事をしているので、今ならきっとメイドちゃんが応おう対たいしてくれるはずだ。

　──赤坂って、なんで女子嫌いなの？

　予想通り、すぐにメイドちゃんからの返事がきた。


　──それには、チョモランマよりも高く、マリアナ海かい溝こうよりも深い理由があるのです

　──一体、どんな？

　──あれは、龍之介様が、まだ空太様と出会う前……そう中学生時代に遡さかのぼります

　──ほう

　──龍之介様には、とても仲のよろしい、ふたりのご友人がおられました



　のっけから、意外な展てん開かいだ。

　──ひとりは、虎こ太た郎ろう様。こちらは男の子です。もうおひとりは朱あけ実み様。こちらは女の子でした

　なにやら、核かく心しんに迫せまれそうな雰ふん囲い気きだ。


　──龍之介様、虎太郎様、朱実様のお三方は、どこに行くのも一いつ緒しよ、何をするのも一緒で、それはそれは仲のよろしい関係でした

　──それでそれで？

　──あるとき、龍之介様は恋をしました。相手は朱実様です。ですが、龍之介様は、そのときにはもう知っていたのです。朱実様の心が、虎太郎様を追いかけていることを……



　これはまさかの展てん開かいだ。


　──そんな折、龍之介様は虎太郎様から打ち明けられます。好きな人がいて、すごく悩なやんでいるんだと。それを聞いた龍之介様は、虎太郎様が心を惹かれている相手が、朱実様だとすぐにおわかりになられました。ですから、ご自分のお気持ちは胸の深くにしまったまま、おふたりの仲を取り持つことにしたのです

　──メイドちゃん、あのさ、これ、女じよ子し嫌ぎらいの話にちゃんと繋つながるよね？

　──あれはクリスマスの夜のことでした

　──メイドちゃん、時々、俺おれを無む視しするけど、それやっぱりわざと？

　──もちのろん、わざとです（冷笑）

　──そこは反はん応のうするのかよ！

　──ここからいいところなんですから、黙だまって聞かないと、ウィルス的なものを送りますよ。ぷんぷん！

　──ウィルス的なものって、ウィルスでしょ！　ぷんぷんとか言っても全然かわいさが伝わってこないんですけど！

　──そして、クリスマスの夜、事じ件けんは起きたのです

　──無視かい！

　──龍りゆう之の介すけ様は、虎こ太た郎ろう様と朱あけ実み様をふたりきりにするため、三人でやろうと言っていたパーティ会場には足を運びませんでした。お互たがいが想いを告げ、ふたりが結ばれることを祈いのりつつ、ひとり寒空の下、過すごしていたのです

　──ほう

　──そこへ、どうしたことか朱実様がやってきました。息を切らせながら……



　まさか、本当は龍之介のことが好きだと気づいたとか。それでふたりは結ばれて、付つき合い出すのだが、結局、上う手まく行かなくて、そのときの傷きずを引きずっていて、龍之介は女子嫌いになったのだろうか。


　──朱実様は、龍之介様の顔を見るなり、思い切りビンタをしたのです

　──え？

　──しかも往おう復ふくビンタです

　──ど、どういうこと!?

　──なぜなら、虎太郎様が心を奪うばわれていたのは、龍之介様の美び貌ぼうにだったからです。それを知った朱実様は龍之介様に『この泥どろ棒ぼう猫ねこ！　いいえ、泥棒ドラゴン！』と罵ば声せいを浴びせ、龍之介様の心にそれはもう深くて消えない傷を負わせたのです

　──は、はあ

　──それが原げん因いんで、龍之介様は酷ひどい女性嫌いになられたのでした……ちゃんちゃん



　つまり、龍之介は朱実が好きで、朱実は虎太郎が好きで、虎太郎は龍之介のことが好きだったという、これぞ、まさに三角関係だったわけだ。


　──以来、龍之介様は、もはや生身の女など不要と考え、わたくしの開発に勤いそしむようになられたのです

　──想そう像ぞうの斜ななめ上を行く感じですね

　──というのは、全部、今わたくしが考えた作り話ですので、本気にしないでくださいね。まさか本気にはされてはいないと思いますけど（笑）

　──ちょっと待てぇ！

　──わたくしが、龍りゆう之の介すけ様の秘ひ密みつをべらべらしゃべるはずがないではありませんか。もう、ほんとに空そら太た様ったら、おサルさん以下の脳のうみそなんですから。おサルさん！

　──今、おバカさん風に、おサルさんって言ったでしょ！



　散々な言われようだ。てか、こんな手の込こんだ悪戯いたずらまでするようになって……ほんとにメイドちゃんはどこまで進化する気なんだろうか。

「神かん田だ。気は済んだか？」

「お前、全部モニターしてたのかよ！」

「当然だ。メールは僕ぼく宛あてに打っているのを忘れたか」

「いや、まあ、そうなんだけどさ……って、そうじゃなくて、リタにメール返せよ」

「返信はメイドちゃんがしている」

「お前が返さないと意味ないんだよ」

「なぜだ」

「お前が返すと、たぶん、喜ぶと思うから」

「神田、なぜ、僕が元もと居い候そうろう娘むすめのご機き嫌げんを取る必要がある」

「付つき合うとか付き合わないとか、好きとか嫌きらいは置いておくとしても『にゃぼろんの素そ材ざいアップお疲つかれ』くらいは言ってやってもいいだろ。リタの描かいた背はい景けいのクオリティには満足してたんだから」

　事実、リテイクは一枚も出なかった。さすが、現げん役えきの画家といったところか。リタはイギリスに戻もどってから、一度はやめた絵を再び描いている。

「なるほど、その理り屈くつは理り解かいできる」

　納なつ得とくした様子で、龍之介がメールソフトを立ち上げた。

　素す早ばやくキーボードをカタカタと叩たたき、即そく座ざに送信。その文面を覗のぞき込こむと、

　──よくやった。ほめてやろう

　とだけ綴つづられていた。

「お前はどれだけ尊そん大だいなんだよ……」

　確たしか、日本とイギリスの時差は九時間。向こうは早朝なので、リタが龍之介からのメールを見るのはもう少しあとになるだろう。きっと、見たらすぐに空太のもとへ苦く情じようが飛んでくるに違ちがいない。

　龍之介とそんなやり取りをしていると、お客がふたりやってきた。どちらもスイコーの制せい服ふくを着きている……というかよく知る人物だった。

「いらっしゃいませ……って、青あお山やまか。それに、宮みや原はらも」

　七なな海みと一いつ緒しよにいるのは、隣となりのクラスの宮原大だい地ちだ。水泳部で鍛きたえた体は細身の筋きん肉にく質しつで、背せもそこそこ高いから迫はく力りよくがある。でも、性せい格かくは歳とし相そう応おうに子こ供どもっぽくもあり、見た目よりもずっととっつきやすいことを空そら太たは知っている。去年の四月から七月の四ヵ月間、空太は一いつ般ぱん寮りようで大だい地ちと同室だったからだ。空太が白しろ猫ねこのひかりを連れて帰っても、嫌いやな顔をするどころか、一いつ緒しよになって面めん倒どうを見てくれた。さくら荘そうに島流しにされてからも、それまでと同じように接せつしてくれている数少ない友人のひとりだ。

「よ、神かん田だ」

「なんで、宮みや原はらが？」

　大地は大きな体を捻ひねり、『文化祭実行委員』と書かれた左ひだり腕うでの腕わん章しようを誇ほこらしげに見せてきた。

「宮原……お前、実行委員は絶ぜつ対たいにやりたくないって前に言ってなかったっけ？」

「え？　そうなの？　私はずっとやりたかったって聞いたけど？」

　七なな海みが怪け訝げんな顔をする。

「バカ言っちゃいけない。めちゃくちゃやりたかったよ」

　釈しやく然ぜんとしない空太の背はい後ごから、カタカタとキーボードを叩たたく音がする。

「赤あか坂さか君は、やっぱり、サボってる」

　す〜っと細めた目で、七海が龍りゆう之の介すけを捉とらえる。獲え物ものを見つけた鷹たかの目だ。机つくえで仕切ったカウンターの内側にやってきて、七海はずかずかと龍之介に近づいていく。途と中ちゆう、必要な道具をしまったダンボール箱の中から、なにやら大きめの布ぬの切きれを取り出していた。

「神田、ポニーテールを追い出せ。寒気がする」

「声を大にして言っておきたいんだけど、俺おれの辞書には不可能の文字があるんだよ」

「赤坂君、何もしないなら、せめてこれを着きて、売り上げに貢こう献けんして」

　ぱっと七海が広げたのは、ひらひらしたパーツの多いウェイトレスの制せい服ふくだ。今回のチョコバナナ喫きつ茶さのために、クラスの女子がデザインから起こして、夜なべをして作ったものらしい。素人しろうとが作ったにしては、生地も作りもしっかりしていて完成度は高い。

「冗じよう談だんは顔だけにしろ」

「だ、誰の顔が冗談よ！」

「お前だ」

「な、なんですって！」

「二言目からケンカをするな！　人は我が慢まんができる生き物なんだぞ！」

　空太が必死で止めに入る。その様子を大地が生温かい目で見守っていた。あくまで傍ぼう観かん者しやとして事じ態たいを楽しむ気のようだ。

「ポニーテール、発言は熟じゆつ考こうしてからにしろ。非ひ常じように遺い憾かんではあるが、そんなフリフリでひらひらの衣い装しようを着たら、僕ぼくは圧あつ倒とう的てきにお前よりもかわいくなるぞ」

「なっ！」

　まともに七海が顔を引きつらせている。

「想そう像ぞうするのもおぞましいが、神かん田だの視し線せんは僕ぼくに釘くぎ付づけになる。それでもいいのか、再考するんだな」

「か、神田君は関係ないでしょ」

　七なな海みの顔は少し赤い。

「さすがに俺おれだってお前に見み惚とれてたまるか！」

　それを無む視しして、龍りゆう之の介すけはノーパソを閉とじて立ち上がると、

「ポニーテールがいれば、僕が店番をする必ひつ要よう性せいはなくなったな」

　などと言って、さっさとカウンターの外に出た。

「あ、こら、赤あか坂さか、逃にげるな！」

　そう呼よびかけたところで止まる龍之介ではない。振ふり向きもせず、滑すべるような足取りで教室から出て行った。

「青あお山やま……赤坂、行っちゃったんだけど……」

「神田君のアホ」

「え!?　なんで!?」

「八つ当たり」

「堂々と言うな！」

　隣となりで大だい地ちが腹はらを抱えて笑っている。からっとした笑い声だ。

「毎度のことながら、神田たち面おも白しろすぎ」

　そこで大地が会話に参加してきた。

「おいおい、毎度ってどういうことだよ」

「よく授業中にやってるじゃん。神田と赤坂と青山のトリオ漫まん才ざい」

「漫才じゃねえ！」

「私を一いつ緒しよにしないで！」

　空そら太たと七海の叫さけび声が重なる。というか、隣の教室まで聞こえていたのか……。

「息もぴったりだ」

　すると、大地が腹はら痛いたいと言って笑い続ける。

「宮みや原はら君、笑いすぎ！」

　じろっと睨にらまれて、大地はわざとらしくすました表情を作る。でも、無理して笑いを堪こらえているのは、肩かたが震ふるえているからわかってしまう。

「神田君のせいだからね」

「理由を言ってくれますか？」

「知らない」

　ぷいっと七海がそっぽを向く。大地がまた笑っている。

　なんとなく、七海が手に持ったウェイトレスの衣い装しように目が行った。

「それ、青あお山やまも着きたの？」

「え？　あ、うん……着たけど、なんでそんなこと聞くの？」

　寮りようが一いつ緒しよなので七なな海みの私服は色々見ているけど、こんなひらひらした感じのは見たことがない。

「いや、そういうひらひらしたやつ、青山が着てるのちょっと見てみたいかなあと」

「えっ!?」

「それなら昨日店番したときの写真あるよ」

　大だい地ちがストラップで首から下げたデジカメを持ち上げた。

「な、なんで撮とってるの!?」

「そら、みんなの思い出を写真に収おさめるのも、実行委員のお仕事だから」

「見せてくれ」

　と空そら太たが伸のばした手よりも先に、

「ダメよ！」

　と言って、七海が大地の手からデジカメを奪うばった。

「なんか、時々、俺おれ、猛もう烈れつに青山に拒きよ絶ぜつされるけど、なんかした？」

「べ、別に拒絶してるわけじゃなくて……」

「わけじゃなくて？」

「そ、そんなに見たいなら、そ、その……どうせ、今から着き替がえるから……」

「え？」

「ち、違ちがうからね！　神かん田だ君に見せるためじゃなくて、一時間だけ店番を代わってあげようと思ってここにきたの。文化祭、全然見て回ってないでしょ？」

「お、まじ!?　さすが青山！　俺の味方は青山だけだよ！」

　興こう奮ふんした空太は、思わず七海の両手を持って上下に揺ゆすっていた。

「そ、そんなに喜ばなくても」

「あ、わ、悪い」

「い、いいけど、これくらい……」

　さっと手を離はなすと、七海はどこか居い心地ごこちが悪そうに視線を逸らしていた。

「店番、代わってくれるのはうれしいけど、ひとりは結けつ構こう大変だぞ」

「その点はご心配なく。俺も店番すっから」

　あっけらかんとそう言ってきたのは大地で、空太と七海が話している間に、もうウェイターの格かつ好こうに着替えていた。空太よりも背せが高いためか、よく似に合あっている。

「宮原君はいいよ。だいたい、クラス違うんだから」

「いんや、これも実行委員のお仕事だと思えば別に。それに、店員は最低ふたり配置するようにって決まり忘わすれちゃった？　ルールは守んないとダメだぞ。な？」

　大だい地ちが同意を求めるように、空そら太たの肩かたに手を置いてきた。七なな海みの弱点をよくわかっている。

「う、それを言われると……」

「んじゃ、俺おれと青あお山やまで店番決定な」

「ありがとう、宮みや原はら！　お前は恩おん人じんだよ。青山も！」

　大地には、熱ねつ烈れつな握あく手しゆで感かん謝しやを伝えておく。

「そんな感謝されると、ちと心が痛いたむな」

「なんでだよ」

「そら、下心があるから」

　そう言った大地の視し線せんは、着き替がえるためにカーテンで仕切られたバックヤードに消えた七海の背せ中なかを追っていた。

　つられてカーテンを凝ぎよう視ししていると、七海が顔を出して、真っ直ぐに目が合った。

「覗のぞかないでよ」

「あ、当たり前だろ」

　慌あわてて、空太は回れ右をした。同じように、七海に背中を向けた大地がおかしそうに肩を震ふるわせている。とんだ、とばっちりだ。

　背後でカーテンが閉しまる。少しすると、七海が着替えているであろう衣きぬ擦ずれの音が聞こえてきた。

　それにしても、先ほど大地は下心と言っただろうか。前はやりたくないと話していた実行委員をしているのも引っかかる。これは、もしかすると、もしかして……。

　空太の思考は、七海の声で遮さえぎられた。

「あ、そうだ、神かん田だ君」

「つまみ食いはしてないぞ」

「……そんなの疑うたがってない」

「じゃあ、なんだ？」

「あのさ。三み鷹たか先せん輩ぱいと、上かみ井い草ぐさ先輩のことなんだけど……」

　そこでバックヤードのカーテンが開かれた。

「もう振ふり向いてもいいよ」

　空太と大地が同時に、七海の方を向いた。

　黄色と黒を基き調ちようとしたウェイトレスの制せい服ふくは、肩やスカートはふわっと膨ふくらんでいるのに、ウエストはきゅっと引き締しまっていて、ものすごく女の子らしさを強調するデザインになっていた。

　それを七海が着ていると、ただ、かわいいだけではなく、ちゃんと真ま面じ目めな印象も残っていて、そのバランスはなんとも魅み力りよく的てきだった。

　空太は口をぽかんと開けたまま硬こう直ちよくし、感想を言うのをすっかり忘わすれていた。

「神かん田だ君、バカみたいに口開いてるよ」

「お、おお。なんか、青あお山やまが青山なんだけど青山じゃないみたいだ」

「感想はもっと簡かん潔けつに言ってほしいんだけど……」

　上うわ目め遣づかいで七なな海みが睨にらんでくる。

「……いいと思います」

「それだけ？」

「すごくいいと思います」

　すると、七海はくるりと背せ中なかを向けて、ひとりで小さく、よしっとガッツポーズをしていた。

　それを、隣となりにいた大だい地ちは複ふく雑ざつな表ひよう情じようを浮うかべて眺ながめていたけど、空そら太たも七海も気がついてはいなかった。

「あ、それで、青山。さっき言いかけてたことだけど。仁じんさんと美み咲さき先せん輩ぱいがどうとか」

　再ふたたび、空太に向き直った七海が手て招まねきをしてきた。誘さそわれるまま耳を貸かすと、七海が身を寄よせてきた。大地は気を利かせて、テーブルを拭ふきに行っている。

「三み鷹たか先輩と、上かみ井い草ぐさ先輩……何かあったの？」

「何かって？」

「……ここに来る途と中ちゆうに見たの」

「見たって何を？」

「ふたりが腕うで組んで歩いてるとこ」

「え!?」

「恋人のような雰ふん囲い気きで……だよ？」

「まじで？　俺おれ、なにも聞いてないけど？　見み間ま違ちがいじゃ？」

　七海が少し考え込こむ。

「遠目だったけど……あのふたりを見間違えるなんてこと、ないと思うし」

「そうだよな」

「神田君なら、何か知ってると思ったんだけど。上井草先輩と仲良しだから」

「俺は地球の未来のために、宇う宙ちゆう人じんとの相そう互ご理り解かいに努めてるだけです」

「ごめん……急にこんな話して」

「いや、いいけど……でも、そっか。あのふたりがね……」

　そう簡かん単たんな関係じゃないと思っていたから、ちょっと拍ひよう子し抜ぬけだ。でも、いい話なのは間違いない。仁に心しん境きようの変化があったということだろう。美咲の放つ才さい能のうという名の光に焼かれない方法を見つけたのかもしれない。

　それで、仁と美咲が一いつ緒しよにいられるのなら、本当に、これほどいい話はない。

　そう思いながら、空太は店番を七海と大地に任まかせ、浮かれた気分で教室を出た。




　　　　２




　目的地は最初から決めていた。

　美び術じゆつ科かが『森の作さく品ひん展てん』を開いている美術室だ。

　廊ろう下かを足あし早ばやに進んでいると、やけに周囲の視し線せんが気になった。なにやら、注目されている。

　ガラスに映うつった自分の姿すがたを見て、空そら太たは今さらのように、ウェイターの服ふく装そうのままだったことを思い出した。戻もどって着き替がえてから出直そうか。けど、どうせ一時間経たったらまたこの格かつ好こうにならなきゃいけない。だったら、このままでいいかと開き直り、空太は自分に集まる視線すら楽しみながら、美術室を目指した。

　階かい段だんを上り、長い渡わたり廊下を進む。その先が空太の目的地、普通教室とは別べつ棟むねにある美術室だ。

　果たしてましろはいるんだろうか。本当にキャットガールの格好をしているんだろうか。期待と不安に胸むねを躍おどらせながら、空太は渡り廊下を越こえ、美術室の前までやってきた。

　すぐにましろの姿は見つかった。

　ドア口の受付に『森の作品展とかとか』と描かかれた看かん板ばんを持ったキャットガール姿のましろが座すわっている。

「こ、これは!?」

　頭の中で、とかとかってなんだよと考えつつも、視線はましろに集中していた。

　ただし、空太が想像していたのとはだいぶ違ちがう。両手は肉球だが、猫ねこグローブを装そう着ちやくしているわけではない。猫耳はあるけど、猫耳ヘアバンドではない。首輪と鈴すずはついているけど、背はい徳とく感かんが漂ただよってくるような雰ふん囲い気きじゃない。露ろ出しゆつも殆ほとんどない。

　では、なんなのか。一言で表ひよう現げんするのなら、それは猫の着ぐるみだ。中身がましろだと即そく座ざにわかったのは、大きく開いた口の部分から、ましろのかわいらしい顔だけは出ているからだ。頭をかじられたような絵になっていて、それはそれで愛あい嬌きようがあっていいのだが、空太は落らく胆たんを隠かくし切れなかった。

「……お前、なにしてんの？」

　看板を持ったましろが顔を上げて空太を見た。

「ようこそいらっしゃいませ。ここは『森の作品展とかとか』です」

「だから、なにしてんだよ」

「ようこそいらっしゃいませ。ここは『森の作品展とかとか』です」

「街まちキャラか！」

「看かん板ばん娘むすめよ」

「それ意味違ちがうからね？　なに上う手まいこと言ったみたいな顔してんの？」

「空太こそ、なに？」

　ましろの視し線せんが頭から足元まで下がっていって、また顔まで戻もどってきた。

「うちのクラス、チョコバナナ喫きつ茶さをやってんの。そのウェイターだよ」

　的てき確かくな説明をしたのに、ましろは透すき通った瞳ひとみで、まじまじと空そら太たを見つめている。照れくさくなって、空太は視線を逸そらした。

　ましろの瞳には冷静でいられなくなる魔ま力りよくが秘ひめられている。その上、数ヵ月かけて世話を焼くのにも慣なれ、ましろに対する防ぼう御ぎよ力りよくも随ずい分ぶんと高まっていたのに、あの日、成なり田た空くう港こうの見学用デッキでの出来事のせいで、空太は着込んだ鎧よろいを脱ぬがされ、丸まる裸はだかの状じよう態たいにされているのだ。

　にゃぼろんの開発から解かい放ほうされた今となっては、気を紛まぎらわすこともできない。

　ましろの言動のひとつひとつが、空太の奥おく深ふかくまで容よう易いに食い込こんでくる。

　ただ目が合っただけでこれでは身が持たない。

「あのさ……お前……」

「……」

　ましろは無言のままだ。

「あ、あのとき、リタを見送ったあとでさ。なんて……」

「好きよ」

「ええっ!?」

　文字通り、飛び跳はねるように空太は全身で驚おどろきを示しめした。

「その格かつ好こう」

「……へ？」

　喜びがやってくる前に、空太のもとへは落らく胆たんがやってきた。

「空太、かわいい」

「……そうですか」

　せめて、かっこいいと言ってほしかった。

　全身で空太が脱力していると、外の騒さわぎを聞きつけたのか、美び術じゆつ室しつのドアが内側から開き、中から美み咲さきが出てきた。美咲は美咲で、ましろと似にたようなクマの着きぐるみを着ている。

「お〜！　こーはいくん、久ひさしぶりだね！」

　元気に挨あい拶さつしながら、美咲がベアナックルを放ってきた。無む防ぼう備びに突つっ立っていた空太の左ひだり頬ほおを痛つう烈れつに捉える。

「今け朝さも会ったでしょ！」

「もう六時間も離はなれ離れだったじゃん！」

　それはそうと、どうして、美咲がいるんだろうか。七なな海みの話では、仁じんとデートをしているはずだが……。

「あの、先せん輩ぱい、質しつ問もんが……」

「わかったよ、こーはいくん！　お詫わびに中見ていってよ！　は〜い、一名様ごあんな〜い！」

　美み咲さきのクマの手に、鮭さけを獲とるがごとくの大だい胆たんさで両手を掴つかまれ、空そら太たは森の作さく品ひん展てんに連れ込こまれてしまった。当然、空太の質しつ問もんなんか聞いちゃいない。後ろから、看かん板ばん娘むすめの仕事を放ほう棄きしたましろがついてくる。

「お前、外はいいのか？」

「看板娘は飽あきたからいいわ」

「椎しい名なのようなやつがいるから、最近の若わかいもんはとか言われるんだよ！」

「ましろん、もう交こう替たいの時間だから大だい丈じよう夫ぶだも〜ん！」

「だったら、そう言え！」

　ましろと美咲を同時に相手するなど、地球人には荷が重おも過すぎる。キャットガールの真相も判はん明めいした今、長なが居いをする理り由ゆうもないから、早々に退たい散さんした方がいいだろう。

　そんなことを思っていると、食しよく欲よくをそそるいい香かおりがした。ぐうとお腹なかが鳴る。ただし、鳴らしたのはましろだ。

「俺おれのお腹の出番を取るな！」

「まだまだね」

「なんで、勝ち誇ほこってんだよ！　お前も女子なら、少しは否ひ定ていしろ！　青あお山やまなら『わ、私じゃないからね』くらい言うぞ」

　いや、言わないかもしれない。でも、前にそんなことがあったときは、とりあえず、ごまかそうとはしていたはずだ。

「わたしじゃないわ」

「手て遅おくれです」

　美お味いしそうな香りに誘さそわれるまま、美び術じゆつ室しつの中を見み渡わたしてみる。森の作さく品ひん展てんと聞いて想そう像ぞうしていたのとは、なにやらだいぶ様子が違ちがっている。

　部屋全体は確たしかに森っぽく装そう飾しよくが施ほどこされ、壁かべには作品がかけられてはいるのだが、テーブルや座ざ席せきも配置されていて、客として訪おとずれた生徒が美味しそうにオムライスを頬ほお張ばっているのだ。店員らしき美術科の生徒たちは、全員、美咲やましろ同様、着きぐるみ姿すがたで接せつ客きやくをしている。これでは、森の作品展ではなく、着ぐるみ喫きつ茶さと言った方がしっくり来る。

　どこからこれだけの着ぐるみを集めたんだろうか。全部で十体はいる。なかなか壮そう観かんだ。

「美術科でなにしようかって話になったとき、一年生は『作品展』、二年生は『おしゃれな喫茶店』、三年生は『似顔絵』がいいって言って意見が全然揃そろわなかったんだよ。その上、あたしは『森』と『オムライス』と『着ぐるみ』は譲ゆずれない派はだったから、その全部を混まぜることにしたんだよね！」

「なんで、学年ごとに提てい案あんをひとつに絞しぼってるのに、先せん輩ぱいひとりで三つもわがまま言ってんですか！」

　どうやら、美術科では、一年生、二年生、三年生という三つの団だん体たいと、美咲個人が同どう格かくで扱あつかわれているらしい。できれば、そんな驚きよう愕がくの事実は知らずに生きていきたかった。

「ということで、今年の美び術じゆつ科かは『森の作さく品ひん展てんとかとか』に決定したんだよ！」

「とかとかの比ひ重じゆうがでかすぎるんですけど！」

　美み咲さきに案内されるまま、空そら太たは座ざ席せきについた。

　なぜだか、正面に、ましろも座すわっている。着きぐるみと向かい合っているのは、なんともシュールだ。ましろの無む表ひよう情じようが、それに拍はく車しやをかけている。

　一いつ旦たん、奥おくの厨ちゆう房ぼうに下がった美咲が、すぐにオムライスを皿に載のせて戻もどってきた。空太の目の前に、美お味いしそうな湯気が立つ。

「で、作品展と喫きつ茶さ店てんと、オムライスと森と着ぐるみはわかりましたけど、似に顔がお絵えは？」

「こーはいくんの好きな子を選んでいいよ。ご指名タイムだ！」

「は!?　ご指名って？」

「一番人気はあたしだよ！」

「誰だれか俺おれの質しつ問もんに答えてください！」

　隣となりのテーブルを見ると、客が注文したオムライスに、パンダの着ぐるみを着た生徒がケチャップで何か描かいている。似顔絵だ。別のテーブルでも同じように、ウサギの着ぐるみやライオンの着ぐるみが、ケチャップで器用に似顔絵を描いていた。

　これで状じよう況きようはわかった。誰に描いてほしいか、選べるわけだ。

「わたしが描くわ」

　問答無用で、ましろがケチャップを手に取る。

「こーはいくん、あたしとましろん、どっちを取るの！」

　ぐいぐいと美咲が顔を寄よせてくる。危あやうくキスでもしてしまいそうな距きよ離りだ。

「美咲先せん輩ぱい、近いって！」

　クマの頭を両手で挟はさんで、力いっぱい美咲を押おし戻もどす。

「あたしとこーはいくんの仲に、近いも遠いもないよ！」

　なかなか美咲も引かない。

　ここは早々に決めた方がいい。部屋中の注目を浴あびていて恥はずかしいし、無表情でじっと見み据すえてくるましろからのプレッシャーもなかなかだ。

　今にもケチャップを飛ばしてきそうな雰ふん囲い気きがある……と思ったら、狙ねらいを定めて本当に撃うってきた。

　直ちよく撃げきを受けて、空太の鼻の頭が赤く染そまる。それをよけるため身を翻ひるがえした美咲がやっと離はなれてくれた。

「顔に似顔絵描く気か、椎しい名なは！　斬ざん新しんだな！」

「違ちがうわ」

「なら、なんだよ！　びっくりするだろ！」

　ティッシュでケチャップを拭ふき取る。

「むしゃくしゃしてやった」

「お前は、暴ぼう走そうする近ちか頃ごろの若わか者ものか！　今では反省してるのか？」

「してないわ」

「しろ！」

　毎度のことだが、ましろの行動原理はさっぱりわからない。

「いや、やっぱり、いいや。そんなに描かきたいなら似に顔がお絵えは椎しい名なに頼たのむ」

「あたしのこと捨すてるなんてひどいぞ、こーはいくん！　もう一年以上も一いつ緒しよに住んでるのに！」

「冷たい視し線せんが気持ちよくなってくるとまずいんで、美み咲さき先せん輩ぱいはこれ以上、余よ計けいなこと言うな！」

「帰ったら仲良くしてあげるんだから、覚えてろ！　今日は朝まで付つき合ってもらうんだも〜ん！」

　最後まで大量の爆ばく弾だんを投下して、美咲は他の客からご指名されて、ひゃっほ〜とか言いながら走り去った。もうほんとに嵐あらしだ。あれはハリケーンとか、トルネードとか、そういう類たぐいの天てん災さいだ。天才だけに……。

　目の前のテーブルでは、ましろは黙だまってオムライスの上に似顔絵を描きはじめていた。真しん剣けんな眼まな差ざし。ケチャップを操あやつる手は、まるで絵筆を扱あつかうように滑すべらかで、空そら太たの顔を確認するようなこともなく、オムライスという名のカンバスに似顔絵を描いていく。

　ものの一分程度で、オムライスの上に、空太の似顔絵は完成した。本物の天才は、道具すら選ばないらしい。

「できた」

　なんというクオリティだろうか。とてもケチャップで描いたとは思えない。とてもオムライスの上に描かれたものとは思えない。本物の質しつ感かんと存そん在ざん感かん。まるで、そこに空太がいるようで……。

「ああ……確たしかにできたな。似顔絵を超ちよう越えつした肖しよう像ぞう画がが！　食しよく欲よくなくなるわ！」

「だいじょうぶよ」

「なにが!?」

「共食いという言葉があるわ」

「さてはお前、これ嫌いやがらせだな！」

　美咲に描いてもらっている隣となりのお客さんのオムライスにはかわいらしくアニメチックにアレンジされた似顔絵が笑顔を誘さそっていた。

「よく描けたのに」

　ましろが不満そうな顔を向けてくる。

「そのせいで食しよく欲よくがなくなってんだろうが！」

「食べないなら」

　これを食べるには、もう少し空くう腹ふくのスパイスが必要だ。

「わたしが空そら太たを食べてあげる」

　そのましろの発言に、周囲の客から「え!?」「なに!?」と驚おどろきの声が上がった。

「言い回しを考えろ！　それじゃ、俺おれが何かされちゃうみたいだろ！」

「なにかって、なに？」

「そ、それは……」

　空太はましろに迫せまられる絵を想そう像ぞうして口を噤つぐんだ。

「だ〜、なに考えてんだ、俺！」

　頭を揺ゆすって、煩ぼん悩のうを振ふり払はらう。

　なおも疑ぎ問もんを投げかけてくるましろの視し線せんに耐たえ切れず、空太はとにかくオムライスをがつがつと胃い袋ぶくろに流し込こんだ。

　あっという間に皿は空っぽになって、空太が水を飲んで一息吐つくと、他の客の似に顔がお絵えを描かき終わった美み咲さきが戻もどってきた。

「あたしのお手て製せいのオムライスで、こーはいくんの胃袋は鷲わし掴づかみにされちゃったね！」

　美お味いしいと思ったら、そういうことか。さくら荘そうの中で一番料理が上う手まいのは仁じんだが、美咲はその仁に次ぐ実力者だ。

「胃袋？」

「そうだよ、ましろん！　恋れん愛あいには大事な三つの袋ふくろがあるんだよ！」

「それ、結けつ婚こん生せい活かつにはでしょ！　堪かん忍にん袋ぶくろ、給料袋、お袋っていう」

　初耳なのか、ましろは首を傾かしげている。

「違ちがうぞ、こーはいくん！　恋愛は、胃袋！　手袋！　そして、きん……」

「だ〜！　それは言っちゃダメ！」

「巾きん着ちやく袋ぶくろ？」

「おお、よく知ってるね〜、ましろん！　というわけで、最初は胃袋を掴つかむのが肝かん心じんなんだよ！」

　せっかく、七なな海みがくれた休きゆう憩けい時じ間かんなのに、ここにいるのはちっとも体にやさしくない。店番よりも圧あつ倒とう的てきに体力を消しよう耗もうするし、心が磨すり減へっていく。オムライスは平らげたのだから、早々に退たい散さんした方がよさそうだ。

「ご馳ち走そう様さまです」

　お代を美咲に払はらって席を立つ。これ以上のトラブルに巻まき込まれる前に、空太はそそくさと美び術じゆつ室しつから出て行こうとした。

　すると、どうしたことか、ましろがついてきて、ドアの前で腰こしのベルトを引っ張ぱられた。

「ど、どうしたんだ、椎しい名な？」

「今日は店番おしまい」

「あ、そうなのか」

「うん」

「お疲つかれさん」

「……」

「え〜っと……」

「…………」

「い、一いつ緒しよに見て回るか？」

「うん」

　ましろが着きぐるみの大きな頭で頷うなずいた。

　それから、ましろが衣い装しようを脱ぬぐまで外で待っていようと思い、空そら太たは廊ろう下かに出た。なのに、今度もまた、ましろがぴたりとついてくる。

「お前、その格かつ好こうで来るのか？」

「うん」

「そんな真っ直ぐな目で、肯こう定ていするな！」

「どこかおかしい？」

「全体的におかしいよ！」

「かわいいのに」

「いいから、それを脱ぎなさい。みんなの視し線せんが釘くぎ付づけになっちゃうだろ！」

　しぶしぶといった様子で、ましろが頭部の被かぶり物を外す。それから、チャックを下ろせとばかりに、空太に背せ中なかを向けてきた。

　促うながされるまま、肩かたが出るところまでチャックを下ろした空太の手がぴたりと止まった。白くて綺き麗れいな背中が見えている。肩けん甲こう骨こつの滑なめらかなラインが、薄うっすらと浮うかび上がっている。なぜ素す肌はだなんだろうかと疑ぎ問もんに思いつつも、空太は冷静にチャックを上まで持ち上げた。

[image: ]

　ついで、着ぐるみの頭をましろにかぶせた。

「どうかしたの？」

「どうかしてんのは、お前だ！」

「ひどいわ」

「なんで、生まれたままの姿すがたで、猫ねこの皮を被ってんだよ！」

「心配ないわ」

「なにが？　どうして!?」

「パンツははいてる」

「それ一いち枚まいですべてを解かい決けつできるほど、パンツは万ばん能のうじゃねえ！」

「わたしは信じてる」

「信じるな！　つうか、上は？　まじで何も着きてないの？」

「上って？」

「胸むねのあたりのことだよ！」

「最近、少しふくらんできた」

「だ、誰だれがそんな極ごく秘ひ情じよう報ほうを暴ばく露ろしろと言った！　……って、ほんとに？」

　こくんとましろが頷うなずく。

「サイズは秘ひ密みつ」

「もっと前から秘密にしとけ！　俺おれ、どうかしちゃいそうだよ！」

「空そら太た、怒おこってばかり。わたしにやさしくない」

「めちゃくちゃやさしいと思いますけど!?」

「さては倦けん怠たい期きね」

「それは反はん抗こう期きって言いたいのか？」

「そうとも言うわ」

「そうとしか言わないんだよ！　なんだよ、倦怠期って……マンネリ化したカップルか！」

「空太のその感じは、少し見み飽あきた」

「なんで、ピークの過すぎたお笑い芸人みたいに言われてんだ、俺」

「正念場ね」

「その上から目線が腹はら立たつな！」

「わたしは、そうでもないわ」

「もういい……もういいです。いいから、制せい服ふくにでも着き替がえてこい」

　すると、ましろが頂ちよう戴だいと言いたそうな顔で、両手を差し出してきた。

「なに、この手？」

「着替え」

「制服どこやったんだよ！」

「ないわ」

「……え？」

「ないわ」

「どういうこと？　なくしたの？」

「持ってない」

　学校にいるくせに、制服がないとはどういうことだろうか。例えば、運動部はジャージで登校してジャージで帰る生徒がいる。実じつ際さい、制服姿すがたが記き憶おくにないクラスメイトが何人かいる。それと似にたようなケースだったら、どうしようか。

「……お前、どうやって学校にきた」

　恐おそる恐る、空そら太たは真相に近づいていく。

「歩いて」

「そうじゃねえ！」

「美み咲さきと一いつ緒しよにきた」

「どんな格かつ好こうで？」

「これ」

　と言いながら、ましろがどうだと言わんばかりにくるりと回った。

「……着ぐるみで登校したのか」

「そうよ」

「ほんと恐こわいもんなしだな！　なんでもありかよ！」

「なに言ってるの？」

「ここまで来ると、俺おれがおかしいのかもしれないって気になってくるなあ、おい！」

　クラスの出し物の当番があるから、今け朝さはましろとは別々に登校したのだ。それが間ま違ちがいだったらしい。いや、美咲にましろを任まかせたのが、そもそも誤あやまりだった。

「空太」

「なんでしょうか」

「脱ぬぐ？」

「ぜひ、その格好でお願いします」

　何かを言う気力もなくし、空そら太たはウェイターの格かつ好こうで、ましろは猫ねこの着きぐるみ姿すがたで、文化祭を見て回ることにしたのだった。

「あ、そういや、美み咲さき先せん輩ぱいに仁じんさんとのこと聞き忘わすれたな……ま、あとで聞けばいっか」
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　去年の文化祭では、ちょっとした憧あこがれだった。

　いろんな出し物を、女子と一いつ緒しよに見て回るというのは……。

　カップルを羨うらやましく思い、遠くから眺ながめては、来年こそはと誓ちかったものだ。

　それが今叶かなっている。

　文もん句くなしにかわいい女子と屋台で買い食いをしながら、大学の中央並なみ木き道みちを空太はゆっくりと歩いていた。

　たこ焼きを食べたいと言われたら長い列に並ならび、お好み焼きを食べたいと言われたら買いに走り、焼きそばを食したいと言われたら、財さい布ふの中身を確かく認にんした。

　そして、今はたい焼きを買い、座すわって食べられる場所を探さがしているところだ。

　たい焼きの美お味いしそうな香かおりが、紙袋の中から漂ただよってくる。それを堪たん能のうしていると、唐とう突とつに、右手がぬくもりに包まれた。

「な、何事!?」

　全身で驚おどろいてから右手を見ると、ましろと手を繋つないでいる状じよう態たいだった。着ぐるみのふさふさした手だ。

「空太が迷まい子ごにならないように」

「なるとしたら椎しい名なだろ！」

「素す直なおが一番よ」

「別に強がってませんけど!?」

　声が裏うら返がっているのは、緊きん張ちようしているからだ。

「…………」

「な、なんだよ。急に黙だまるなって」

「なんか」

「なんか、なんですか？」

「繋いでみたくなったの」

「……っ！」

　淡たん々たんとした口調で、ましろはいつも通りの無む表ひよう情じようだから、それがどういう意味かわからなくて、空太は頭を抱かかえたい気持ちでいっぱいだった。でも、たい焼きとましろの手で、両手は埋うまっていたからそれすらもできず、空太は無意味に地面を強く踏ふみ締しめながら歩いた。

　動どう悸きも早くなって、少し息苦しい。

　文化祭を女子と過すごすという憧あこがれは、想そう像ぞうしていたのとはだいぶ違ちがっていて、楽しいだけではいられないらしい。

　全部隣となりをふらふらと歩く大きな猫ねこのせいだ。

「なんで着きぐるみ相手に俺おれは……」

「お願いしたのは空そら太たよ」

「選せん択たく肢しがそれひとつで埋うまってたんだよ！」

　今さら文もん句くを垂たれても仕方がないのはわかっている。わかっているけど、文化祭を普ふ通つうに女子と見て回るくらいのこと、神様だって許ゆるしてくれてもいいんじゃないだろうか。

　これではほんとに飼かい主だ。

「空太、疲つかれたわ」

「そんなもん着てるからだろ！」

　並なみ木き道みちの脇わきにある丸太のベンチにましろを座すわらせ、空太もその隣に腰こしを下ろした。買ってきたたい焼きをましろに渡わたす。

「熱いから気をつけろ」

　無言でましろがたい焼きを頭からかじっていく。猫の着ぐるみと妙みようにマッチしていておかしい。力の抜ぬけた笑みを浮かべながら、空太も自分の分のたい焼きを口に運んだ。

　冷たい風が足元を過すぎていく。十一月にもなれば、冬の気配は色いろ濃こく、うだるように暑かった夏がものすごく懐なつかしく思えた。

　前の並木道を行き交う人々の話し声がざわざわと耳を騒さわがし、屋台に人を呼よび込こむためのトランペットの音も聞こえてくる。演えん奏そうが本ほん格かく的てきなのは、吹いている男子学生が、専せん攻こうしている楽器だからだろう。

　曲が終わると、周囲から拍はく手しゆが沸わき起こり、それも止むと雑ざつ踏とうだけが残った。

　空太は最後に残ったたい焼きの尻尾しつぽの部分をよく噛かんで味わい、ゆっくりと飲み込こんだ。ましろはまだ食べている。小さな口をもごもごと動かしながら……。

「あのさ、椎しい名な……お前、あのとき……リタを見送ったあと、なんて言ったんだ？」

　ましろの顔を見られず、空太は正面を向いたままで言い切った。

　今度こそちゃんと聞けた。

　けど、ましろからの返事はない。

　薄うすい氷の上を歩くような慎しん重ちようさで、空太は静かに顔を横に向けた。

　すると、なぜだか、ましろの顔がすぐ目の前にあった。距離は十センチ程度。しかも、まだ近づいてくる。自然と目はましろの唇くちびるに注がれた。そして、声も上げられず、空太は反はん射しや的てきに目を瞑つぶった。

　その直後、唇の端はしっこをぺろりと舐なめられた。

　背せ筋すじが跳はねて、空そら太たはベンチから転がり落ちた。

「なっ、なっ！　なにしてんだよ！」

「あんこついてた」

「魂たましい的てきなものが飛び出るかと思ったぞ！」

「出たら、戻もどす」

「どうやって!?」

「腕うでの力で」

「そんな細い腕で腕わん力りよくに頼たよろうとするな！　だいたい、あんこがついてるなら、言ってくれたら自分で取るし！　そ、それに取ってくれるにしても、手があるだろ！　手が！」

「猫ねこの手は貸かせない」

「誰だれが面おも白しろいことを言えと言った！」

「たい焼きを持つのに忙いそがしいわ」

　両手で大切そうに持ったたい焼きを突つき出してきた。

「そういうとこ、自覚しろよ！　これ以上、俺おれをもてあそぶな！」

　そんな空太の心中などお構かまいなく、ましろは半分かじったたい焼きを差し出しながら、

「食べる？」

　と聞いてきた。

「言ってる側から、そういうことするなって」

　脱だつ力りよくしながら、空太はベンチに座すわり直した。なるべくましろから距きよ離りを取った隅すみっこの方に……。

「空太にしかしないわ」

「なっ！」

　ましろの何なに気げない一言で、空太の顔は一いつ瞬しゆんで赤くなった。血が上るのを自覚すると、心は動どう揺ようし、鼓こ動どうは高鳴っていく。汗あせが全身から噴ふん出しゆつして、気の利きいた言葉など、ひとつも出てこない。

　たい焼きを持ったましろが、肩かたが触ふれ合うくらいまで近づいてきた。その目が、食べてほしいと言っている。

　これ以上振ふり回されるのもしゃくなので、空太は意地になって差し出されたたい焼きに無言で食いついた。程ほどよく冷めたたい焼きの味はよくわからなくて、空太は何かから逃にげるように、とにかく急いで咀そ嚼しやくして飲み込こんだ。

　その間、ずっとましろの視し線せんを感じていた。

「胃い袋ぶくろ、掴つかまれた？」

「は？」

　美み咲さきが余よ計けいな話をしたせいで、またましろが変なことを言い出した。

「あのな……男子の胃い袋ぶくろを掴つかむってのは、手料理でやるんだよ。このたい焼きがどんだけ美お味いくても、椎しい名なが作ったものじゃないからダメなの。これで掴まれたら、俺おれは屋台のおっさんに心奪うばわれちゃうだろ！」

　毎回のことだが、言動が唐とう突とつ過すぎる。

　一体、空そら太たの胃袋を掴んでどうする気なんだか。

　それに、胃袋は掴まれてなくても、別の何かもっと大事なものを、空太はましろに掴まれている気がする。もちろん、それをましろに言ったりはしないけど。

「手料理……」

　ましろがぼそっと不ふ吉きつな単語を口にしていたけど、墓ぼ穴けつを掘ほるのは嫌いやなので、空太は追つい及きゆうしないでおくことにした。

　少しの間、特に何を話すでもなく、ただましろと並ならんでベンチに座すわっていた。憧あこがれていた女子と過すごす楽しい文化祭とは、だいぶ違ちがう気はするけど、これはこれでいいかもしれないと思いながら。

　同時に、成なり田た空くう港こうでのことを、二度もスルーされてしまい落らく胆たんもしていた。さすがに何度も聞き直すのは辛つらい。こうなってしまった以上、しばらくは同じ質しつ問もんを口にできそうにない。せっかく、がんばって聞いたのに、これではまた我が慢まんの日々だ……。

　しばらくして、ふと人の気け配はいを感じた。二メートルほど離はなれた隣となりのベンチに、いつのまにか、ひとりの男性が座っていた。年ねん齢れいは三十歳さいぐらい。ジーンズにパーカーというラフな着きこなしで、目の前を通り過すぎていく人の流れを、どこか懐なつかしそうな顔で眺ながめている。

　その穏おだやかな佇たたずまいには、なんとなく見覚えがあった。

　空太の視し線せんに気づいたその男性が、ゆっくりと横を向いた。

　目が合った瞬しゆん間かん、空太は、

「あっ」

　と声を上げていた。ましろは怪け訝げんな顔をしている。

　今、視し界かいに収まっている人物と顔を合わせるのは、これで二度目だ。

「おや？　君は確たしかどこかで……」

　向こうも覚えていてくれたようだ。

「藤ふじ沢さわ和かず希き……さん」

　前回会ったのは二ヵ月ほど前。ゲーム企き画かくオーディションのプレゼンのときだ。藤沢和希は審しん査さ員いんとして、空太の前に座っていた。

「ああ、そうか……君、ゲーム作ろうぜのプレゼンで」

「あ、は、はい。そういうのわざわざ覚えてるものなんですか？」

「現げん役えき高校生は結けつ構こう珍しいですからね。でも、そうですか。スイコーの生徒さんだったんですね。僕ぼくの後こう輩はいということですか」

　和かず希きがうれしそうに人ひと懐なつっこい笑みを浮うかべている。

「お隣となりに座すわっているかわいらしい猫ねこさんは彼女ですか？　羨うらやましいですね」

　空そら太たはましろと顔を見合わせた。

　それから、即そく座ざに、

「違ちがいます！」

　と和希に事実を伝え、ましろには、

「飼かい主とか言うなよ？」

　と耳打ちをしておいた。

　わかったと頷うなずいたましろは少し考えてから、

「空太がお世話になっています」

　と言いながら、和希にぺこりと頭を下げた。

「だ〜、お前、なに言ってんだ！」

「違った？」

「違うわ！　お世話と言えば、俺おれがお前にしてることじゃん！」

「さすがにプレゼンのときとは印象が違いますね」

　和希がおかしそうに笑っている。恥はずかしさに空太は口を噤つぐんだ。これ以上、余よ計けいなことは言わないようにと、ましろに念ねんを押おしてから。

「藤ふじ沢さわさんは、どうして学校に？」

　特とく別べつ講こう演えんで文化祭に来ることは知っていたけど、それは三日前の土曜日の日につ程ていだったはずだ。聞きに行きたかったのに、にゃぼろんの開発が終わらずに泣く泣く諦あきらめたからよく覚えている。

「講演会の打ち上げが、後夜祭に合わせて大学の食堂で行われるんです。メディア学部時代にお世話になった教きよう授じゆに『絶ぜつ対たいに顔を出せ』と言われたら、逆さからえないじゃないですか。あの人のおかげで、卒業できたようなものですからね」

　昔を懐かしむ和希の表ひよう情じようはやわらかく、空太は名前の知らないやさしさをそこに感じた。それは、いつの日か、自分もそんな風に笑いたいと思わせるあたたかさに満ちていた。

「その後は、どうですか？　ゲーム作ろうぜへのエントリーは続けていますか？」

「月に一度は出してますけど、結果は……」

　にゃぼろんの制せい作さくをしながらも、空太は九月、十月ともに企き画かく書しよをエントリーしていた。九月は、派は手でな演えん出しゆつと戦せん闘とうが楽しめるリズムアクションバトルゲーム。十月は、ネットワーク上の地球を協力して育てる庭にわ系けいゲーム。どちらも自信作ではあったけど、結果は無情にも落選。通知書には、

　──今回はご縁えんがなかったものとご理り解かいいただきますようよろしくお願いします

　と事じ務む的てきな文章が綴つづられていた。

　八月に作った人生で最初の企画書がプレゼンテーションまで行ったので、今度も通ると考えていた空そら太たは、その通知が届とどいて数日は、現げん実じつを受け入れられなかった。

　書しよ類るい審しん査さは通つう過かするものと考え、プレゼンの準じゆん備びを進めていたくらいだ。

「僕ぼくが言うのもなんですが、あれ、審査厳きびしいですからね」

　あっけらかんと和かず希きが言う。

「僕も学生時代は随ずい分ぶんと企き画かく書しよを書いたものです。ある人に教えられました。人と同じ努力をして、人より先に行こうなんておこがましいって。それからは、毎日ひとつずつネタ出しをするなんてこともしてました」

「毎日……ひとつずつ!?」

「もちろん、その殆ほとんどが新しん鮮せん味みにかけて、何かの真ま似ねだったり改良だったりと、企画としては弱いものばかりでしたけどね。九きゆう割わりは自分でボツにしましたし、残りの一割も、ゲーム作ろうぜで合ごう格かくをもらったやつ以外は、ダメでしたから」

　それだけやってようやく、無数の企画書の中からひとつだけが認みとめられ、開発にこぎつけたというわけか……。

　今もヒット商品を生み出し続けるクリエイターですらそうであったのなら、自分はもっとやらないとダメだ。月一程てい度どじゃ全然足りない。週一でやろうとして、無茶な目標かもしれないと怖おじ気けづいている場合じゃなかった。

　もっとやっている人がいることを忘わすれてはいけない。にゃぼろんの開発の中で、妥だ協きようなくとことんまでやろうとするましろや美み咲さき、龍りゆう之の介すけの姿すがたを見てきたのに、いつも肝かん心じんなところで線を引いてしまっている。

　これで十分だと思ったところがスタート地点で、たぶん、その先まで行くことが、努力という言葉に相応ふさわしい行こう為いなんだ。

　それを身を持ってましろが教えてくれたんじゃないか。

「あの当とう時じは、企画を作るのがただただ楽しくてね。だから、バカみたいにやっていたっていうだけなんですけど」

「今は……その、どうですか？」

「仕事は楽しいですよ。色々なことに慣なれてきて、それを退たい屈くつだと思うことはあるにせよ」

「……それは、ちょっと俺おれにはわかんないです」

「ははっ、そうでないと困こまります。君はまだ若いんですから。それにしても……」

「はい？」

「君は聞かないんですね」

「え？」

「どうすればクリエイターになれますかと」

「あ、すいません」

「別に謝あやまることじゃないですよ。聞かれても、僕は答えないことにしていますし。土曜日もその質しつ問もんが一番多おおくて困りました」

「どうして、答えないんですか？」

「別に意地悪のつもりではありませんが……何かを作りたいという衝しよう動どうや欲よう求きゆうは、自らの中から生まれてくるもので、人にコツを教わるものではないと僕ぼくは思ってるんです。確たしかに、企き画かく立りつ案あんの技ぎ術じゆつや、バランス調整の考え方という点では、教えることはできます。でも、その人が何を作りたいと思っているのかは、僕の知るところではありません」

「そう……ですね」

「それに、作りたいものがあって、やりたいという衝動と欲求を強く持っている人は、勝手に動き出していますから。君のように」

「いえ、俺おれはそんなんじゃ……」

　たまたま、周囲にはっぱをかけてくれる仲間がいて、置いていかれるのが恐こわくて急に走り出しただけだ。今はまだ、ましろの創そう作さく意い欲よくや、美み咲さきのエネルギッシュな部分、七なな海みの努力に引っ張ぱられているだけなんだろう。

　だからこそ、いつまでも恵めぐまれた環かん境きように甘あまえていてはいけない。きちんと自分のペースを見つけて、自分の足で、自分の力だけで走れるようにならないと。

　今は、みんなが作った大きな流れに乗っているだけだ。これからは流れを作れるようになっていきたい。

「僕も含ふくめ、今、クリエイターという仕事についている全員に共通して言えることがひとつだけあります」

「それは？」

「途と中ちゆうでやめなかった……ということ。動機や経けい緯いは違ちがっても、その点だけは同じなんですよ」

「……やめなかった」

「そして、途中で諦めずに走り続けるには、ちょっとしたコツがあります」

「コツ？」

　それはなんだろうと考えても、空そら太たの頭には何も思い浮うかばなかった。

「遠くのゴールだけを見ないで、途中に小さなゴールをいくつも作ってあげることです。たとえば、三ヵ月後、半年後、一年後、三年後くらいの間かん隔かくで、少しがんばれば届とどきそうな現げん実じつ的てきな目標を設せつ定ていして、それをひとつずつ実現しながら、最終的なゴールを目指した方が、途中で何度も達成感を味わえますからね。それに、期き限げんを設定した方が、人間、計画的になるので、スケジュールの管理が上手になると思いますよ。ちょっと夢ゆめのない話に聞こえたかもしれませんが……」

　そう言って、和かず希きは曖あい昧まいに笑った。

「と、説教くさいことを言ってしまいましたね。申し訳わけない」

　空太は大きく首を横に振ふって否ひ定ていした。

「貴き重ちようなお話で、感かん謝しやしてます」

「それはよかったです。あ、そうだ。話は変わりますが、千せん石ごく千ち尋ひろさんという先生をご存ぞん知じありませんか？　スイコーで美び術じゆつを担たん当とうされているとか」

　和かず希きが口にした名前が意外すぎて、空そら太たは即そく座ざに反はん応のうできなかった。

　代わりに、ましろが、

「知ってる。さくら荘そうで一いつ緒しよよ」

　と静かに答えた。

「これは驚おどろきましたね。学校だけではなく、さくら荘の後こう輩はいでもあったわけですか」

　わずかに苦笑を覗のぞかせながら和希が微笑ほほえむ。

「え？　藤ふじ沢さわさんも、さくら荘だったんですか？」

「はは、あの頃は若わかかったんでしょうねえ。よく大学の講こう義ぎに潜もぐり込こんでいましたっけ。しかし、あの真ま面じ目めな千石さんがさくら荘の担たん当とう教きよう師しとは……」

「へ？　真面目？」

　空太の知る千尋には最も縁えんのない言葉だ。もしかして、同どう姓せい同どう名めいの別人の話をしているんだろうか。いや、さすがに、どこにでもいるような名前じゃないか。

「あの、藤沢さんと千尋先生って……」

「同級生……という表ひよう現げんでいいんですかね。僕ぼくにとっては、学生時代の憧あこがれの女の子ってやつです」

「え!?」

　驚いた空太の横で、ましろも口を開けている。

「いや、お恥はずかしい」

　なんという世間の狭せまさだろうか。それにしても、まさか、千尋が……。

「そうだ。ひとつお願いしてもいいですか？」

「あ、はい。なんでしょうか」

　和希は名めい刺しを一いち枚まい取り出すと、その裏うら面めんにケータイの番号を書いて空太に渡わたしてきた。

「千石さんに渡してください」

「なんなら、今、呼よびましょうか？」

　言いながら、空太はケータイをポケットから取り出した。

「せっかくの申し出ですがやめておきます。どうせ、向こうは会いたくないと思っているでしょうしね」

「そ、そうですか」

「その名刺も恐おそらく破やぶり捨すてられると思いますけど、君は気にしないでください。一いち応おうの悪あがきです」

　この様子だともしかして、今も千尋のことを……。だとしたら、会わせない方がいいかもしれない。たぶん、想そう像ぞうしているのとだいぶ違ちがう感じに育っている。

　真ま面じ目めだった千ち尋ひろはものぐさになり、未いまだに二十九歳さいと二十二ヵ月とかのたまい、合コンのたびに、大だい魔ま王おうのようなメイクをして出かけていく姿すがたなど見たら、幻げん滅めつするに決まっている……。思い出は綺き麗れいなままの方がいいだろう。いや、逆ぎやくに、現げん実じつを見せて、目を覚ましてもらった方がいいんだろうか。

　空そら太たが結けつ論ろんを出す前に、和かず希きは、

「では、僕ぼくは挨あい拶さつに回らないといけないところがあるから、ここで」

　と言って立ち上がった。

「お話しできてうれしかったです。ありがとうございます」

　空太の声に和希は軽く手をあげて応こたえ、すぐに人の流れの中に消えていった。

「それにしても、あの千尋先生が……真面目？」

　やはり、信じられない。

「空太……」

「どうした？」

「大変」

「どこがどんな風に？」

　たい焼きを食べ終わったましろは、内うち股また気ぎ味みに太ももを擦すり合わせている。

「トイレか？」

　こくんと小さく頷うなずいた。

「んなもん、さっさと行ってこい！」

「ひとりでは無理よ。脱ぬげないもの」

　ましろが背せ中なかに手を回すが、チャックに届とどかない。

「だ〜！　この時間までどうしてたんだよ！」

　事じ態たいの深刻さを把は握あくした空太は大声で叫さけんだ。

「美み咲さきがいたから」

　とにかく、トイレに移い動どうだ。




　空太はましろの手を引いて、一番近くにあった美び術じゆつ学がく部ぶの建物に連れ込んだ。

　廊ろう下かを小走りで進み、女子トイレの目の前まで移動する。

　問題はここからだ。

「空太、きて」

　迷まようことなく、ましろが空太をぐいぐいと引っ張ぱってくる。

「待て待て！　俺おれを逮たい捕ほさせる気か！」

　数人の学生が遠とお巻まきに「なんだ揉もめ事か」という視し線せんを投げかけてきて、空太から逃にげ場を奪うばっていく。

　さすがに女子トイレに入るわけにはいかない。男子として……というか、人としてやっちゃいけないことだ。

　でも、ましろは着きぐるみの中で、パンツ一丁。外で脱ぬがすわけにもいかなかった。

　女子トイレの前で言い合う空太とましろに、ますます不信の目が集まってきた。

「な、なんでもないですよ」

　乾かわいた笑い声を上げて必死にごまかす。

「と、とにかく、ここはまずい！　こっちにこい！」

　もっと人の目が少ないトイレを探さがそう。まずはここの二階だ。ましろの腕うでを引いて二階に上がる。その階は大学生が使うアトリエになっていて、文化祭期間中は開かい放ほうされていないため、急に人の姿すがたはなくなった。

　ここなら大だい丈じよう夫ぶそうだ。

　女子トイレの前でましろから頭部の被かぶり物を預あずかり、中に誰だれもいないのを確かく認にんした後に侵しん入にゆう。入り口付ふ近きんで、空そら太たは着ぐるみの背中のチャックを腰こしの辺りまで下ろした。そこまで下げれば、あとは自分で手が届くはずだ。

　ましろが個室の扉とびらを閉しめたところで、空太は誰にも見られないよう慎しん重ちように女子トイレから出た。

「ふ〜、危あぶない危ない」

　そう安心した瞬しゆん間かん、背はい後ごから肩かたを掴つかまれた。

「いっ！」

「あんた、そういう趣しゆ味みがあったのね」

　振ふり向くと、さくら荘そうで一いつ緒しよに暮くらしている美び術じゆつ教きよう師し、千せん石ごく千ち尋ひろが立っていた。目元に力を感じる濃こいメイクで、今日も必死に年ねん齢れいをごまかそうとしている。

「って、先生か……助かった〜」

　安あん堵どしたのもつかの間、千尋がケータイを出して、三つのボタンを押した。『１』と『１』と『０』だ。

「なんで通つう報ほうしようとしてんですか！」

「市民の義ぎ務むよ」

「他の義務は果たしてないくせに、そこだけ真ま面じ目めにならないでくださいよ！」

「なによ、女の敵てき」

「違ちがいますって！　これも、椎しい名なのせいで」

「なにそれ？　罪つみが帳消しになる魔ま法ほうの言葉？」

「元はと言えば、先生が椎名の世話をはなから放ほう棄きしたせいでしょ！」

　そこで、ましろがトイレから出てきた。

「……」

　千ち尋ひろと目を合わせても特に何も言わない。一いち応おう、ふたりは従い姉と妹こ同士なのだが、年ねん齢れいが離はなれているせいか、どことなく距きよ離りを感じる。単に、ましろに愛想がないだけかもしれない……。

「空そら太た、して」

　背せ中なかを向けてきたましろのチャックを、腰こしのあたりから一気に引き上げた。

「先生、こんな場所で何を？」

「あんたは、大好きなケモノプレイってわけね」

　空太の言葉を無む視ししてまじまじと千尋が着きぐるみ姿すがたのましろを見ている。

「教きよう師しらしく言葉を選んでください！」

　そこに、甘あまったるい声が割わり込こんできた。

「千尋ちゃ〜ん、置いてかないでよ〜」

　廊ろう下かの奥おくから近づいてきたのは、現げん代だい国こく語ごを担たん当とうしている白しろ山やま小こ春はるだ。千尋とは高校時代からの腐くされ縁えんらしく、普ふ段だんも一いつ緒しよにいるのをよく見かける。

「あれぇ、神かん田だ君に椎しい名なさんじゃない。ダメよ〜、文化祭だからってハメを外して、こんなところで繁はん殖しよく行こう為いをしたら」

「小春先生もなに言ってんの！」

「毎年、盛もり上がっちゃって、使ってない教室で変な気分になる生徒がいるから、こうして私たちが見回りしてるんだからぁ」

「……まじですか？」

　一応、千尋に確かく認にんしてみる。

「まじよ。ったく、あんたらが盛さかってるから、私の仕事が増ふえるのよ。やるなら、場所を選びなさいよね」

「もうほんと、先生は言葉を選んで！」

　ましろはわかっているのかいないのか、何も言わずに瞬まばたきだけを繰くり返している。

「あ、そだ、先生」

　和かず希きのことを思い出し、空太は財さい布ふにしまっておいた名めい刺しを千尋に差し出した。

「これ、先生にって」

　訝いぶかしげな顔で千尋が受け取る。名前を認にん識しきした瞬しゆん間かんに、眉まゆがぴくりと動いた。一瞬、表ひよう情じようがやわらぎ、でも、すぐに険けわしくなった。

「どこで会った？」

「並なみ木き道みち沿ぞいのベンチですけど」

「そこって、大学卒業直前に、和希君から千尋ちゃんが告白された場所だぁ」

　和希は思い出に浸ひたりにやってきたんだろうか。だとしたら、邪じや魔まをしてしまったのかもしれない。

「小こ春はるは余よ計けいなこと言わなくていいのよ。神かん田だも詮せん索さくするんじゃないわよ」

「わかってますって。藤ふじ沢さわさん、後夜祭のときに、講こう演えん会かいの打ち上げを食堂でするって言ってたので、行けば会えると思いますけど……」

　千ち尋ひろの顔色を窺うかがいながら、言葉を選ぶようにして空そら太たは伝えた。

「あっそ。だったら、食堂には絶ぜつ対たいに近づかないことにするわ」

　言いながら、千尋は和かず希きの名めい刺しを幾いく重えにも破やぶり、紙ふぶき状じよう態たいになった四角い紙切れを、トイレの脇にあったゴミ箱に放り込こんだ。

「……藤沢さんの言った通りになってるし」

「はあ？」

「いや、たぶん、破り捨すてられるだろうって」

「さすが和希君ねぇ。千尋ちゃんのことよくわかってるじゃない」

　からかう口調で小春が、千尋に肩かたをぶつける。

　その小春の額ひたいを、千尋が小こ突づいた。ごつっと重たい音がするほどに強く。

「いた〜い！」

　大げさじゃなく本当に痛いたいのだろう。小春は目の端はしに涙なみだを溜ためて痛がっている。

「もう素す直なおじゃないんだからぁ、千尋ちゃん」

「あんたは黙だまってなさい」

「ほんとは和希君に会いたいくせにぃ」

「黙れって言ってんのよ」

　それにも小春はくじけない。

「夏の同どう窓そう会かいで会うチャンスあったのにさ。千尋ちゃん欠席にしちゃうし。結けつ構こう、男前になってるよ、和希君」

「同窓会だから、仕事だから……そんな口実がないと会いにこられないような心が貧ひん弱じやくな男に、私は興きよう味みがないだけよ」

「今、千尋ちゃんが言ったのも、会わないようにしている口実じゃないのよぉ」

「あんたねえ」

「昔はいい感じだったんだから、そろそろ意地張はるのやめたら？」

「小春、それ以上言ったら、熱々のたこ焼きを口に放り込こむわよ」

　そう言って、大おお股また歩きで、千尋が離はなれていく。

「もう……いつまでも子こ供どもみたいな恋れん愛あいしちゃってさ。素直じゃない三み十そ路じの女なんか、かわいくないだけなのにねぇ？」

　小春が目で同意を求めてくる。

「はあ……」

　空太は曖あい昧まいに返事をするしかなかった。

　廊ろう下かの角を曲がって、千ち尋ひろの姿すがたが見えなくなる。

「千尋ちゃん、学生時代はず〜っと絵一ひと筋すじだったのよぉ」

「って、なんで、ごく自然に昔話をはじめようとしてんですか！」

「神かん田だ君も、椎しい名なさんも聞きたいでしょ？　初々しい恋こいの話を」

　興きよう味みがないと言えば嘘うそになる。でも、本人不ふ在ざいのところで聞いてもいいものなのかは少し悩なやみどころだ。それに、小こ春はるは見回りの仕事をしなくていいんだろうか。

　そんなことを考えていると、

「聞きたい」

　と、意外なことにましろが即そく答とうした。

「さすが椎名さん、女の子はコイバナで盛もり上がらないと」

「俺おれ、男なんですけど」

「あの頃は、和かず希き君もゲーム作るのに手て一いつ杯ぱいで、お互たがいに意い識しきしてるのわかってるのに、全然前に進まなくてねぇ。ふたりとも根は真ま面じ目めというか、臆おく病びようというか……」

　ましろを見ると、じっと小春の話に耳を傾かたむけていた。

「それぞれ、目標もあったから。千尋ちゃんは画家になる。和希君はゲームを作る。恋れん愛あいしてる余よ裕ゆうなんてなくて、結局、夢ゆめを追い求め、手すら繋つながずに卒業しちゃったのよぉ」

　千尋が画家を目指していたというのは、はじめて聞いた気がする。

「卒業後は、和希君の方はすぐにゲーム会社を立ち上げて、どんどん夢を現げん実じつにしていった……。でも、千尋ちゃんは画家になるのを諦あきらめて、美び術じゆつの先生になったの」

　諦めた……その言葉を聞くと、体が妙みようにそわそわしてくる。

「千尋ちゃんは、気にしてるのよねぇ」

「何をですか？」

「和希君に言われたこと」

「それって？」

「『千せん石ごくさんの絵が好き』ってさ……。和希君も酷ひどいこと言うわよねぇ。あの日の千尋ちゃんの慌あわてようといったら、今も忘れられないわぁ。『小春、どうしよう……私、あっそとか答えちゃった』なんて、かわいいこと言ってた。一ひと晩ばん中じゆう、相談に付つき合わされたんだから」

「なんか信じられない話ですね」

　あの千尋が……。でも、信じられなくても、千尋にも十代の頃があったんだ。最初から、大人だったわけじゃない。そういうことを経けい験けんして、今があるんだから。

「なのに、今は美術の先生。千尋ちゃん、絵を描かくのは大学を卒業してすぐに止めちゃったの。いい歳としして、プライド高いんだから。今さら、和希君には合わせる顔がないと思ってるのよぉ？」

　その気持ちは、なんかわかる気がした。もし、この先、自分が何も成し得なければ、ましろの側にはいられなくなるんじゃないだろうか。心が見えない力に押おし潰つぶされて、絶ぜつ対たいに耐たえ切れなくなる。

　今でさえ、天才画家にして、漫まん画が家かデビューを果たしたましろとの差に胸むねが苦しくなり、眠ねむれない夜があるのだから。

　突とつ然ぜん、ポケットの中でケータイが振しん動どうした。

　メールの受信だ。差出人は七なな海み。

「あ、しまった」

　時計を見れば、もう休きゆう憩けいをもらってから一時間が経けい過かしている。

　──早く帰ってくること。逃にげたらひどいんだからね

　すぐに返信のメールを打つ。小こ春はるは、言いたいことを吐はき出して満足したのか、じゃあねと言って、千ち尋ひろが消えた廊ろう下かの先へと、小走りで向かった。

　──すぐ戻もどる！

　手短に返信を済すませた空そら太たは、ましろを連れて持ち場に戻ろうと足早に歩き出した。




　　　　４




　大学の中央を通る並なみ木き道みちを行きとは逆ぎやくに進み、空太とましろは高校の校こう舎しやを目指していた。着きぐるみに注がれる視し線せんにも、気がつけば慣なれていて、もうそれが普ふ通つうの状じよう態たいだと思うようになっていた。

　とは言え、わざわざ目立つ必要もないので、空太はメインストリートを避さけ通用口の方へと向かった。文化祭期間中は開かい放ほうされていないため、さすがに人通りは少ない。

　高校の敷地まで戻ってきたところで、少し前を歩く男女の背せ中なかが目についた。歩き方や肩かたの感じに見覚えがある。男の方は仁じんで、その腕うでに組み付ついている女子は美み咲さきだった。仁は制せい服ふくで、美咲は私服に着き替がえている。

「あれ、仁さんと美咲先せん輩ぱいだよな？」

「そうね」

　ましろも同意したところを見ると見み間ま違ちがいじゃない。

　休憩をもらうときに、七海が言っていた通りだ。でも、なんだろう。この違い和わ感かんは。

　空太は見間違いかもしれないと思い、確たしかめるために植え込こみの陰かげに身を隠かくしながら、ふたりとの距きよ離りを詰つめた。

　カップルを尾び行こうするウェイターと猫ねこの着ぐるみ。客観的に見ると、さぞシュールなことだろう。

　仁と美咲は高校の校舎へとは向かわず、途と中ちゆうで道を外れてどんどん人ひと気けのない裏うら手ての方へと行ってしまう。そっちにあるのは確か園芸部の花か壇だんだ。

　七海からは早く戻ってこいと言われているが、気になって空太はついていった。

　花か壇だんには仁じんと美み咲さき以外は誰だれもいない。

　倉庫小屋の陰かげにましろと一いつ緒しよに隠かくれ、ふたりの様子を窺うかがう。

　十五メートルほど離はなれた花壇の前で、仁と美咲が並ならんで花を見ている。

「どうして、こんなとこに……」

　そう言えば、千ち尋ひろと小こ春はるが、ハメを外して繁はん殖しよく行こう為いがどうとか言っていたか……。

　まさか、ふたりに限かぎって。

「こーはいくん、かくれんぼするならあたしも混まぜてほしいも〜ん」

　突とつ然ぜん、耳元で聞こえた声に、空そら太たは悲鳴を上げそうになった。慌あわてて、自分で自分の口を両手で押おさえる。

　身を寄よせてきたのは、美咲だった。

「美咲先せん輩ぱい、脅おどかさないでくださいよ……って、え!?」

「どうかな、この服、似に合あう？」

　空太の驚おどろきはスルーされ、美咲がウェイトレスの格かつ好こうでくるりと回った。それは、空太のクラスで使っている衣い装しようだ。

「なんで、先輩がそれを？」

「チョコバナナを食らい尽つくしてあげようと思って、こーはいくんのクラスに行ったら、ななみんが貸かしてくれたの」

　七なな海みとのやり取りの一いつ切さいは省しよう略りやくされていたけど、空太はあえて追つい及きゆうはしないでおいた。聞くときっと頭が痛いたくなる。

「どうだ、こーはいくん！　かわいいか！」

「かわいいです」

「かわいいわ、美咲」

「……じゃあ、仁も喜んでくれるかな」

　小声になった美咲がしおらしいことを言う。いつも自信満々なくせに、どうして、仁のことでは、これほどか弱くなるんだろう。

「って、その仁さんだよ」

　ここに美咲がいると言うことは、仁と一緒にいるのは当然美咲ではないということになる。

「仁がどうかしたの？」

「あ、いや、なんでもないです！」

　他の女子と一緒にいるところは、美咲に見せない方がいい。そう思ったのに、顔を上げた美咲がじっと遠くを見てしまっていた。その方向には仁がいるのだ。今も花壇の前で、美咲……ではない誰だれかと一緒にいる。一体、何者なんだろう。

　その答えは、美咲が教えてくれた。

「……お姉ねえちゃん」

　そうだった。美み咲さきにはふたつ上の姉がいたのだ。仁じんの元カノでもある姉が……。でも、その姉が何をしにきたんだろうか。何か話をしているようだが、ここからでは聞こえない。すると、美咲が花か壇だんに身を隠かくしながら近づいていく。

「あ、先せん輩ぱい！」

　仕方なく、空そら太たもましろを連れて後を追った。

　じっと物もの陰かげから目を凝こらしていると、美咲の姉、風ふう香かが口を開いた。

「人気のないところに連れてきて、仁は何をするつもりかな」

　美咲よりもずっと落ち着いた声こわ音ねだ。表ひよう情じようも美咲より大人っぽい。でも、よく似にていて、未来の美咲を見ているような感覚だった。

「もう、いいだろ。今日は散々俺おれを振ふり回したんだ。会いにきた理由を教えてくれない？」

「幼おさななじみが用もないのに、会いにきたらいけない？」

「ちょっと顔を合わせずらいだろ。俺をふったとき、なんて言ったか覚えてる？」

「忘わすれるわけがない」

「そうかな。言った方は案外忘れるもんでしょ、こういうのって」

「あんなに自分の言葉で人を傷きず付つけて、あんなに自分も傷付いたのは、最初で最後だから一生忘れないと思う」

　その言葉は、以前に仁から聞かされている。

　──仁にとって、私は美咲の代用品でしかないのね。美咲を傷つけるのはこわいから、ずっときれいなままで側に置いておきたいから、抱だくのは私なんでしょ

　仁は一いち字じ一いつ句く忘れられないと言っていた。本当の最後に言われた、

　──言い訳わけぐらいしてよ

　という一言と一いつ緒しよに、胸むねに刻きざまれてしまったのだと。

「私、仁には本気だったよ」

「俺も本気だったよ」

　じっとふたりを見み据すえる美咲が唇くちびるをきつく結んでいる。

「だったら、やり直さない？」

「……」

「お互たがい、少しは大人になったでしょ？」

「…………」

「今度は上う手まく行くと思うの」

「風香の冗じよう談だんは、笑えないな」

「仁がずっと緊きん張ちようしてるからなごませてあげようかと思ったのに、残念」

「……俺は風香に頭があがらないんだよ。緊張もするって」

「そんな捨すて犬みたいな顔しないでよ。私がいじめてるみたい」

「当たらずとも遠からずだろ？」

「ま、いいわ。仁のそんな顔を見て、少しは気も晴れたから」

「ひどいね。で、今日はなにをしに？」

「大学、大おお阪さかの方を受けるんだって？　おばさまに聞いたわよ」

　その言葉に、空そら太たの全身が緊きん張ちようした。すぐには美み咲さきの顔を見ることができなかった。心しん臓ぞうがきつく締しめ付つけられていく。仁じんの外部受験のことを美咲に知らせたいと思っていたのに、いざその場面がやってくると、心は怖おじ気けづいていた。

　恐おそる恐る首を横に向けて、美咲の横顔を確認する。すると、想像していたのとは違ちがう感かん情じようが空太を待っていた。美咲は瞬まばたきを繰くり返しながら、何を考えているのか読み取れない透とう明めいな瞳ひとみで、じっと仁と風ふう香かを見み据すえている。
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　てっきり、感かん情じよう的てきになって飛び出していって、仁を問い詰めると思っていたのに、そんなことはなかった。表面上はものすごく冷静で、それがかえって空太を不安にさせた。

「うちの親に話すと全部筒つつ抜ぬけだもんな」

「どうして、大阪なの？」

「文芸学部は、水すい明めい芸術大学より充実してる。だからだよ」

　嘘うそは言っていないのかもしれない。でも、一番の理由が美咲と距きよ離りを置くことにあることを空太は知っている。そして、そんなことは風香もお見通しなんだと思った。

「言い訳わけは昔よりも上手になったんだ」

「容よう赦しやがないね」

　仁じんが肩かたと鼻で力なく笑った。

「私と付つき合ってた頃は、いつもすぐに黙だまっちゃって、嘘うそが下へ手ただったのに」

「なら、風ふう香かに鍛きたえられたんだろうな」

「それ、うれしくないんだけど？」

「男の成長には、いつも、魅み力りよく的てきな女性の力が必要ってほんとなんだな」

「それ以上、くだらないこと言ったら、殴なぐるよ」

　仁は両手をあげて降こう参さんのポーズを取る。

「憎にくたらしい性せい格かくなんだから。それで？　なんで、美み咲さきには言わないの」

「時期がきたら言うさ」

「時期っていつよ！」

「……今日はそれを言いにきたのか」

　一いつ瞬しゆんだけ風香が言葉に詰まる。仁の言葉が図星だった証しよう拠こだ。それでも、すぐに風香は元の勢いきおいを取り戻もどした。

「誰だれのために、仁と別れたと思ってるの」

　空そら太たの隣となりで美咲が喉のどを鳴らした。両手の拳こぶしを握にぎって、何かにぐっと耐たえている。そんな美咲を見るのははじめてのことで、空太の不安はますます膨ふくれ上がった。

「お互たがいのためだろ……それは」

「ほんと、生意気なこと言うようになった」

「俺おれも来年は大学生だからね。受かればだけど……子こ供どものままじゃいられない」

「落ちればいいのよ」

「がんばれって励はげますところだと思うけど、ここは」

「落ちればいいのよ」

「そういや、俺、風香のそういうとこに憧あこがれたんだったな」

「ほんと、逃にげるのは上う手まくなった」

「……」

「仁」

　真しん剣けんな表ひよう情じようで風香がその名を呼よんだ。

「ん？」

「…………」

　風香は何かを言おうとして口を開き、結局何も言わずに閉とざした。

　その代わりに、

「帰るから駅まで送って」

　と言いながら、返事を待たずにひとりで先に歩き出した。

「仰おおせのままに」

　わざとらしく演えん技ぎした仁じんが、風ふう香かの背せ中なかを追いかける。

　ふたりは空そら太たたちが身を隠かくした植え込こみのすぐ前を通り抜ぬけて、きた道を戻もどっていった。その間、空太の腕うでを美み咲さきが強い力で掴つかんでいた。赤く跡あとが残るくらいに……。

　仁と風香の姿すがたが見えなくなっても、美咲はなかなか解かい放ほうしてくれなかった。

「……美咲先せん輩ぱい？」

「…………」

「先輩？」

　静かに美咲の両手から力が抜けていく。ゆっくりと美咲は立ち上がった。服についた土を払はらいながら、空太とましろも続いた。

「…………」

　美咲はなおも無言で、じっと、ふたりが話していた花か壇だんを見つめている。

　その背せ中なかに、空太は

「先輩……その、ごめんなさい」

　と話しかけた。

「……」

「俺おれ、知ってたんです。仁さんが、外部……大阪の大学を受けること……」

「こーはいくん」

　掠かすれた声がした。美咲のものだ。

「な、なんですか？」

「あたし……仁に気づいてもらえるようがんばるよ」

「え？」

「もう、いやだもん……」

　そう言って振ふり向いた美咲の目に、じわっと涙なみだの雫しずくが溜たまった。

「仁の隣となりにいるのが、あたしじゃないなんて……もう耐たえられないよ、こーはいくん！」

　目の端はしから一ひと筋すじの涙が零こぼれ落ちる。何も言葉を返せなかった。

「忘わすれてたよ……。仁とお姉ちゃんが付つき合うことになって、あたし、ものすごく後こう悔かいしたんだよ。なんで、大好きだってこの気持ちを、言わなかったんだろうって……」

　ましろが肉球の手で、美咲の涙を拭ぬぐい、頭をやさしく撫なでた。

「美咲……泣かないで」

「ありがと、ましろん」

　美咲がましろに抱だきつく。

「あ、あの……先輩？」

「なあに？」

　鼻をすすりながら、美み咲さきが湿しめっぽい声を出した。

「えっと、仁じんさんが大阪の大学行くって」

「うん、言ってたね」

「……言ってたねって、それだけですか？」

　ましろから離はなれた美咲は、園芸部の花か壇だんにあった植物の葉っぱで盛せい大だいに鼻をかんでから、

「それ以外に何かあるの？」

　と不思議そうな目で空そら太たを見てきた。

「え、いや、だって、仁さん、受かったら大阪の大学に行っちゃうんですよ？　毎日、会えなくなるんですよ？　いいんですか、それでも？」

「こーはいくん、人類の文明をバカにしたらダメだよ！　大阪なんて新しん幹かん線せんで三時間あれば着つくじゃん。飛行機ならもっと早いし、毎日だって会いに行けるんだも〜ん！」

「…………」

　空太は文字通り、開いた口が塞ふさがらなかった。

　宇宙人を侮あなどっていた。距きよ離りと時間とエネルギーの概がい念ねんが、人類とは違ちがうらしい。だとしたら、なんのために、空太は言わずに黙だまっていたのだろう。なんのため、仁は言う機会を見計らっているのだろう……。これは仁に教えてあげた方がいいかもしれない。幼おさななじみでも、美咲のこの感覚は予想できていないのだから。

　ついでに、美咲と距離を置きたいのなら、火星の大学に行くしかないですよと、アドバイスをしておこうか……。きっと、泣いて喜んでくれるに違いない。

「今日からあたしは『ラブアタック大作戦』を決行するよ！」

　立ち上がって、美咲が拳こぶしを突き上げた。

　その無む尽じん蔵ぞうの前向きさに、空太は苦笑いを浮うかべるしかなかった。でも、まあ、これでこそ美咲だし、その行動力で仁と幸せになってほしいと心から思う。

「俺おれも協力します。できることあったら言ってください」

　仁の気持ちはわかっている。美咲は気づいていないのかもしれないけど、仁は誰だれよりも美咲のことが好きなのだ。でも、デートをしたり、付つき合ったり、恋人同士にはなれない理由がある。美咲の才さい能のうが眩まぶしすぎるから。今、近づくと、その光に焼かれてしまうから。自分の影かげが暗くら闇やみよりも濃こくなっていくから……。

　それをふたりでなら乗り越こえられると信じたい。

　ひとつの答えを示しめしてほしい。希望があることを教えてほしい。それがあるのなら。

　絶ぜつ望ぼうしかないのだとしたら、それは仁や美咲……空太にとってもあんまりだ。

「ありがと、こーはいくん！　あたしはやるよ！」

「それでこそ美咲先せん輩ぱいです」

「美み咲さき、ファイト」

「というわけで、早速後夜祭から仁じんを誘さそうよ！」

　そう高らかに宣せん言げんして、美咲は空に拳こぶしを突つき上げたのだった。
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　グラウンドの方から、大おお勢ぜいの人の気配が力強く伝わってきていた。燃もえ盛さかるキャンプファイヤーが星空を照てらしている。

　校こう舎しや裏うらのゴミ捨すて場に、大量のバナナの皮を捨すてた空そら太たは、夕方でもないのに、赤く染そまった空をぼんやりと眺ながめていた。

　すでに後夜祭がはじまっているのに、ひとりでこんな場所にいるのは、一時間という約束で七なな海みからもらった休きゆう憩けい時じ間かんを、大おお幅はばにオーバーしてしまったため、その罰ばつとして実行委員の仕事を手伝わされているからだった。

　最後の生ゴミを、きちんと分別して積み上げておく。

　これで終しゆう了りようだ。重じゆう労ろう働どうを課せられた体は汗あせばんでいたけど、手を止めるとすぐに引いていった。日が沈しずむと大気は冬の顔を覗のぞかせてだいぶ冷たい。

　一息吐ついたところで、ポケットの中でケータイが振しん動どうした。

　メールの着信だ。

　送信相手を見た瞬しゆん間かん、空太は「やっぱりきたか」と思った。

　はるか海を越こえてイギリスから届とどいたメールを開く。


　──まったく龍りゆう之の介すけはどういう神しん経けいをしているんですか！　百枚近くも背はい景けいを描かいたというのに、それに対して『よくやった、ほめてやろう』だけなんて非ひ常じよう識しきにもほどがあります！　はじめてくれたメールがこれでは私の気が収おさまりません。もちろん、別に、龍之介に何か言ってほしくてにゃぼろんの制せい作さくに参加したわけではありませんけど……。もう少し、こう、言い方というものがあるではありませんか！　ほんとにあの人は最低ですね！　今度、日本に行ったら、女の子の扱あつかい方というものを、私が体に教え込こんであげます。今から楽しみにしておくよう空太から伝えておいてください。リタ・エインズワース



　読み終えたところで、中立の立場の空太は複ふく雑ざつな表ひよう情じようを浮うかべた。

　龍之介の素そっ気無い態たい度どが完全に裏うら目めに出てしまっている。これでは、リタの闘とう志しに火をつけただけだ。

　ひとまず、

　──ちゃんと伝えておくよ

　と返信をして、空太はケータイを閉とじた。

　フォークダンスの曲が流れ出すと、校こう舎しやの向こう側にあるグラウンドからどよめきが起こった。

「はじまったか」

　少し物悲しさを含ふくんだメロディだ。それは曲調のせいではなくて、これを聴きくとお祭りが終わってしまうことを体が知っているせいなんだろう。なんせ、空そら太たはこの街で生まれ、今日まで毎年のように、水すい明めい芸術大学とその付ふ属ぞく高こう校こう、さらには赤レンガ通りの商店街が協力して開いてきた文化祭を見てきたのだから。

「今年も終わっちゃうんだな」

　例年とは違ちがう文化祭になったと思う。にゃぼろんの開発に追われ、実じつ質しつ参加できたのはほんの一部だけど、それを後こう悔かいはしていない。今もまだ耳に残っている。観客がくれた割われんばかりの拍はく手しゆが。あたたかい声せい援えんが……。

　体はもう一度あれを味わいたいともう渇かわきはじめていた。

　上うわ履ばきのままゴミ捨すて場までこられるようになっているすのこの上を歩いて、空太は校こう舎しやの中に戻もどった。仕事が終わったことを教室にいるであろう七なな海みに報ほう告こくしなければならない。

　キャンプファイヤーを盛もり上げるため、校舎の中は廊ろう下かも教室も消灯されていて、薄うす暗ぐらい闇やみになっている。頼たよれるのは、グラウンドの真ん中に焚たかれたキャンプファイヤーと、非ひ常じよう灯とうくらいだ。

　階段を上がって、二年の教室がある二階に向かう。

　殆ほとんどの生徒がグラウンドに集まっているから、誰だれともすれ違わなかった。

　壁かべを隔へだてて聞こえてくるフォークダンスの曲は、映えい画がに出てくる古いラジオの音に似にていて、なんだか無人の校舎内を歩いていると、物語のワンシーンを演えんじているような気分になった。

　今日は色々なことがあった。朝からクラスの出し物である『チョコバナナ喫きつ茶さ』で店番をして、七海に一時間だけ休きゆう憩けいをもらい、着きぐるみ姿すがたのましろに会って、ふたりでプチデートをして……途と中ちゆうで、藤ふじ沢さわ和かず希きにも偶ぐう然ぜん会えた。詳くわしいことまではわからないけど、千ち尋ひろとの関係には素す直なおに驚おどろいた。まさか、そんなところで人が繋つながっているとは思わなかったから。仁じんと美み咲さき、それに姉の風ふう香かのことでは緊きん張ちようの連続だった。不安も感じたし、焦あせりもした。美咲のポジティブさには驚きを通り越こしてものすごく呆あきれた。リタからのメールもさっき届いた。本当に色々なことがあった一日だった。

　さすがにこれ以上のイベントはもう起こらないだろう。

　自分の教室の前に着ついた空太は、ドアに手をかけた時点で動きを止めた。

「青あお山やま！」

　と中から緊張した人の声がしたから。

　ドアの隙すき間まから覗のぞくと、ウェイトレスの衣い装しようをたたんでいる七海の前に、空太と元同室だった宮みや原はら大だい地ちが立っていた。

「あ、もうすぐ終わるから、宮原君は先に後夜祭行って。クラス違ちがうのに、片かた付づけまで手伝ってもらったら悪いし」

「そうじゃなくて。話があるんだ」

　さすがに見るべきじゃないと思い、空そら太たは覗のぞくのをやめた。できれば、ここから離はなれていきたい。でも、下へ手たに動けば物音で気づかれるかもしれない。そうなったら、邪じや魔まをすることになる。空太が動くに動けずにいると、大だい地ちは声を震ふるわせながら、さらに続けた。
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「俺おれ、青あお山やまのことが好きだ」

「……」

　その言葉に、空太まで緊きん張ちようした。もしかして、そうかもしれないとは思っていたけど、本当にそうだったとは……。

「実行委員に立りつ候こう補ほしたのも、実は青山が目当てでさ。クラス違ちがうけど、実行委員やれば、口実色々できると思って」

「……」

「一いつ般ぱん寮りように神かん田だがいた頃さ……一いつ緒しよに猫ねこの世話とかしてただろ？　そのときから、ずっと青山のことばっか考えてた」

　七なな海みは何も言わない。どうしてるのか気になって、中の様子を見ると、七海は俯うつむいたままじっと耳を傾かたむけていた。

「前から……好きだった」

「うん」

　やっと七なな海みが声を発した。空そら太たは息を止めながら、無む意い識しきに喉のどを鳴らしていた。

「もう、俺おれ、最近、それしか考えられなくて、変な妄もう想そうもいっぱいしてて……」

「え？　も、妄想って!?」

「ああっ！　俺、なに、余よ計けいなこと言ってんだ。その……青あお山やまと遊園地でデートしてる自分とか想そう像ぞうして、なんか、ごめん、勝手に」

「他には？」

「動物園とプール、それに海も……って、もう勘かん弁べんして！」

　両手を合わせて大地が七海に頭を下げている。それに思わず、七海が吹ふき出した。

「あ、ひでぇ、人の告白を笑いますか」

「ご、ごめん。そんなつもりじゃなくて……宮みや原はら君、真っ直ぐだなって思って」

「それはバカと同どう義ぎ語ご？」

「違う違う！」

　七海の硬かたい表ひよう情じようが崩くずれたのをきっかけに、大だい地ちの緊きん張ちようはすっかりほぐれている。

「必死に否ひ定ていしてるよ、青山……バカにされてるよ、俺」

「もう、そういう言い方しないでよ。私は率そつ直ちよくな意見を言っただけなんだから」

「じゃあ、率直ついでに返事を聞かせてよ」

　その瞬しゆん間かん、七海が表情を曇くもらせたのが遠とお巻まきにもわかった。

　当事者じゃなくても胸むねが痛いたむ。空太はドアから身を引いて、静かに耳を塞ふさいだ。

「ごめん」

　それでも、七海の声ははっきりと聞こえた。

「あ〜、ダメか〜」

　大地が体に溜ためてきた想おもいを全部吐はき出すように唸うなった。

「こうなることはわかってたんだけどな。でも、言わないままでいるのは、もう辛つらかったからさ」

「宮原君……ごめん」

「二度も言わなくてもいいのに」

「あっ……ごめ……じゃなくて、その……」

「いいよ。俺の方こそ困こまらせてごめん。そんな悲しい顔、見たかったわけじゃないんだけど。でも、これで水泳部の練習にも打ち込こめるかな」

「宮原君……」

「まじで気にしないで。廊ろう下かですれ違ちがったときに、ちょっと変な感じになるかもしれないけど、そのときはごめん。先に謝あやまっとく」

　冗じよう談だんのように言って、大地は大きな声で笑った。

「さ〜て、お言葉に甘あまえて、先に後夜祭行こうかな」

「うん……」

「青あお山やまも、後夜祭、参加しろよ？」

　それに七なな海みは答えない。

　ドアの方に大だい地ちが近づいていくる。その気け配はいを察さつ知ちした空そら太たは、上うわ履ばきを脱ぬいで、足音を立てないように、階かい段だんのところまで逃にげた。二階と三階の踊おどり場に隠かくれて、何か言葉にならない想いを叫さけびながら階段を駆かけ下りていく大地を見送った。

　──告白

　その言葉を心の中で噛かみ締しめる。思い浮うかんだのは、ましろの顔だった。

　空太は少し待ってから、七海のいる教室に戻もどった。

「ゴミ捨すて終わったぞ」

　なるべく自然な態たい度どで、たたんだ衣い装しようをしまっていた七海に声をかけた。

「随ずい分ぶん遅おそかったね」

「そ、そうか？」

「それにタイミングもバッチリ」

　疑うたがいの眼まな差ざしで七海が見ている。空太はあっさり降こう参さんして両手をあげた。

「ごめん。盗ぬすみ聞きするつもりはなかった」

「うん」

「それに、誰だれにも言わない。約束する」

「……そんなのわかってるよ」

　気のない返事をした七海は、窓まど際ぎわに移い動どうすると、端はしっこに寄よせてあった机つくえに寄よりかかるようにして座すわった。それから、キャンプファイヤーに照らされた夜の空を見上げる。

「すごく緊きん張ちようした」

「青山は、余よ裕ゆうあるようにも見えたけど」

「はじめてってわけでもないから」

「え？」

「その驚おどろきは失礼。と言っても、中学を卒業するときに、一度だけだけど……」

　肩かた越ごしに振ふり向いた七海がわざとらしく不ふ機き嫌げんな顔をして睨にらんでいる。

「宮みや原はら君……話しやすいし、悪いところなんて何もないのに。何が違ちがうんだろう」

　すぐに前を見た七海が、どんな顔をしているのかはわからない。

　空太も窓際に移動して、七海の隣となりの机に同じように寄りかかって座った。

「自分を好きになってくれる人を、好きになれたら楽なのにね」

　ふたりだけの教室に、その言葉はゆっくりと広がっていき、しばらくの間、余よ韻いんを楽しむように、空太も七海も無言で夜の空を見ていた。

「……」

「…………」

「青あお山やまって、好きなやついるのか？」

　思わず口から零こぼれ落ちていた。言ったあとで自分でも驚おどろいた。

　横を見ると七なな海みと目が合った。

　どうせはぐらかされるに決まっている。

　けど、七海の答えは、

「いるよ」

　だった。

　その直後、窓まどの向こうに花火が上がり、花開くたびに空そら太たと七海を明るくて照らした。七海が真っ直ぐに空太を見ている。不思議な力に吸すい寄よせられるように、空太は目を逸そらせなかった。

　連続で打ち上がった花火が消えると、空も教室も薄うす暗ぐらい闇やみに閉とざされた。

「ちゃんと、聞こえた？」

「あ、ああ」

「でも、念ねんのためもう一度言っとくね」

「え？」

「好きな人ならいるよ」

　再ふたたび、花火が連続で上がると、もう七海は空太を見てはいなかった。

　七海がうっとりと夜空に咲さく大輪の花に見み惚とれている。綺き麗れいと呟つぶやいている。空太はその横顔を見ていた。

「楽しかったお祭りも終わっちゃうね」

　前を向いたままで、七海がそうもらした。

「さっきね。後こう輩はいの女の子に声かけられたんだ。『にゃぼろん、面おも白しろかったです』って」

「俺おれも店番してるときに言われたよ。ほんと、びっくりした」

　それにものすごくうれしかった。

「うん……だから、私はもっとがんばろうって思った。あんな風に、目を輝かがやかせて言われたら、勇気わいてきちゃうよ」

「だよな。俺も月一でやってた企き画かく書しよの制せい作さく、週一でやろうと思ってる」

「私も神かん田だ君に負けてられないな」

「でも、無理して倒たおれるのは、なしだからな」

「神田君の方こそ倒れないでよ？　自分ひとりの体じゃないんだから」

「誤ご解かいを招まねくような言い方をするな」

　それには答えずに、七海は跳はねるように机つくえから離はなれながら、

「後夜祭、行こうか」

　と言ってきた。

「ん？　あ、ああ」

「ほら、早く！　終わっちゃうよ」

　すぐに動き出せなかった空そら太たの手を握にぎって、七なな海みが走り出す。

「あ、おい、青あお山やま！」

　教室を出て、階かい段だんを駆かけ下りる。何度呼よんでも七海は立ち止まらないし、繋つないだ手を離はなしてはくれなかった。

　文化祭の最終日。ほんとに色々なことが起こる一日だった。その最後に、空太は、七海の手が思っていたよりずっと小さかったことを知った。乾かん燥そうした冷たい風が、繋いだ手のあたたかさを教えてくれた。

　もうすぐ冬がやってくる。春から数えて四番目。一年の終わり。望んでも望まなくても、その最後の季節はもうそこまできている。

　けど、そんな冬の訪おとずれを、空太はすぐに忘わすれた。

　グラウンドに出てきた空太と七海を、さくら荘そうの面々……美み咲さき、仁じん、龍りゆう之の介すけ、それにましろの四人が待っていてくれたから。

「全員揃そろったところで、にゃぼろんの打ち上げをするんだも〜ん！」

　そう宣せん言げんした美咲が打ち上げ花火に火をつける。

「打ち上げってそういう意味!?」

　今さら驚おどろいたところでもう遅おそい。グラウンドの真ん中から本ほん格かく的てきな打ち上げ花火が夜空に上っていく。そして、爆ばく音おんと共に、頭上で花開いた。

　その後の展てん開かいは、語るまでもない。

「こら！　またさくら荘か！」

　怒いかりの形ぎよう相そうで体育教きよう師しが迫せまってくる。

「さて、逃にげるか」

　そう言った仁はもう走り出していた。ましろの手を引いて、慌あわてて空太も駆け出した。自分で走ろうとしないましろの存そん在ざいを腕うでに感じながら、空太はふと思った。

　──今度、企き画かくオーディションで書しよ類るい審しん査さを突とつ破ぱしたら、空港でのことをましろと話そう

　そのときには、今よりも自信を持って、ましろと向き合える……自分の中のましろへの想おもいと向き合えると思ったから……。




　十一月九日。

　この日のさくら荘会議の議事録にはこう書かれている。


　──花火、綺き麗れいだった。書記・椎しい名なましろ

　──だから、議事録は日記じゃねえ！　追記・神かん田だ空そら太た

　──たい焼きがおいしかった。　追記・椎しい名なましろ

　──人の話を聞け！　追記・神田空太

　──で、『銀ぎん河が猫ねこにゃぼろん』制せい作さくの反省会はいつやるんだ？　追記・赤あか坂さか龍りゆう之の介すけ

　──大成功だったのに、反省会って必要なのか？　追記・神田空太

　──あらゆるプロジェクトは、反省会によって完結します。反省会のないプロジェクトなどトマトのない昼食と同じですよ、空太様。追記・メイドちゃん
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　透すき通った秋の青空を泳ぐいわし雲ぐもを、空そら太たは学校の屋上からぼんやりと眺ながめていた。その両手には、ほうきとちりとりが握にぎられている。

　やさしい日差しは心地良くて、絶ぜつ好こうの昼ひる寝ね日和びよりといった感じなのに、鼻から吸すい込こむ空気は冷たく、季節は冬の色に染そまりつつあった。

「……気持ちのいい天気だな」

　文化祭が終わって今日で十日。十一月十九日。あと一ヵ月と少しで今年が終わる。

　準じゆん備び期き間かんを含めると約二ヵ月もあったお祭りの余よ韻いんは薄うすまり、そろそろ近づいてきた期末試験のことで憂ゆう鬱うつになる頃だ。それにもかかわらず、お昼休みの屋上は、幸せオーラに包まれていた。

　右を見ても、左を見ても、文化祭で急きゆう増ぞうしたカップルが仲なか睦むつまじく昼食を取っている。彼女のお手て製せいのお弁べん当とうに喜ぶ彼氏。あ〜んとされてだらしない顔をしている男子。ほっぺたについたご飯はん粒つぶを取ってもらっているやつまでいる。

　その中にいて、うんざりした表情の空太だけが明らかに浮いていた。もちろん、好き好んで屋上にいるわけじゃない。今の季節、屋上がカップル専せん用よう区く域いきであることくらいは、空太も知っている。文化祭への無む断だん出しゆつ展てんの罰ばつとして、生徒会から屋おく上じよう清せい掃そうを言い渡わたされていなければ、足を運ぼうなどとは絶ぜつ対たいに思わなかった。

　さくら荘そうの住人が空太しかいないのは、六人を一いつ緒しよにするとまた問題を起こす危き険けん性せいが高いという理由で、清せい掃そう場ば所しよと時間をばらばらにされているせいだ。

　ふたりずつで担たん当とう場所が分かれており、空太は龍りゆう之の介すけとこの時間に屋上の清掃をするよう言い付つけられているのだが、残念なことに龍之介の姿すがたはない。今頃、どこかでメイドちゃんのバージョンアップでもしているんだろう。

　ちなみに、七なな海みとましろは文化祭実行委員が使っていた空き教室担当で、美み咲さきと仁じんは中庭の清掃を割わり当てられている。

　空太はため息を吐つきながら、どこからか舞まい込こんだ枯かれ葉はを、ちりとりに放り込んだ。ざっと屋上を見回したところ、もう大きなゴミは見当たらない。

　掃除としては、だいたいこんなものだろう。

　誰だれも座すわっていないベンチを独ひとり占じめして、空太は仰あお向むけに寝ね転ころがった。

「本当にいい天気だな……」

　視し界かいいっぱいに青空が広がる。その大きさに飲み込まれてしまいそうだ。

　そんな錯さつ覚かくに抗あらがうように、空太はそっと目を閉とじた。

　ゆっくりと呼こ吸きゆうを繰くり返していると、すぐにカップルたちの会話は気にならなくなった。空の音だけが耳元に残っている。

　しばらくそうしていると、遠くから人の声がしたような気がした。ひとりやふたりじゃない。津つ波なみとなって押おし寄よせる大おお勢ぜいのざわめきだ。でも、それは耳が捉とらえたものではなくて、頭の中で鳴っているのだと空そら太たは即そく座ざに理り解かいした。

　あの日、にゃぼろんの公開日に体が記き憶おくした三百人の感かん情じよう。観客たちの歓かん声せいや拍はく手しゆが耳の奥おくに張はり付ついていて、思い出すたびに快かい感かんが背せ筋すじを駆かけ上がってくる。

　はじめて味わう興こう奮ふんだった。自分の作ったもので、三百人の観客が喜んでくれたのだ。認みとめてもらえたような気がしたし、作ることを許ゆるされたような気もした。睡すい眠みん時じ間かんを削けずってまでやった甲か斐いがあったと思ったし、単たん純じゆんに自信にも繋つながった。

　誰だれかを楽しませることが、自分にもできるんだと思えたから。

　ずっとほしがっていた結果を、望んでいた以上の形で掴つかみ取ったのだ。

「あれ……ほんとにすごかったな」

　もう一度……いや、この先何度でもあの興奮を味わいたい。

　だからこそ、空太は文化祭が終わった直後から、『ゲーム作ろうぜ』にエントリーをするための企き画かく書しよ制せい作さくに没頭した。

　文化祭期間中に、ゲームクリエイターの藤ふじ沢さわ和かず希きと話をする機会があって、今のままじゃダメだと思わされたのも大きな理由だ。毎日ひとつ企画を考えていたという和希の言葉は衝しよう撃げき的てきで、刺し激げきにもなったし、焦あせりにもなったけど、もっとがむしゃらにやってもいいんだと応おう援えんされたような気もした。

　文化祭の直後から集中して作った企画書は、三日後には完成した。手て応ごたえは十分で、間ま違ちがいなく今までで一番いいアイディアだと思えた。書類としてのクオリティも高かったと思う。企画書中の絵え素そ材ざいはましろに頼たのんで作ってもらい、そのおかげもあってか、出来上がったときには奇き妙みような達成感すらあった。それは自信と言い換かえてもいい。だから、すぐにエントリーした。

　そして、応おう募ぼから約一週間が経けい過かし、その結果は昨日届とどいている。

　制せい服ふくのポケットから、空太は結果通知書の封ふう筒とうを取り出した。もう中身は確かく認にんしてある。

　不合格。書類選考落ち。落選。

　これで企画書の段だん階かいで切られるのは、三回連続だ。プレゼンテーションまで行けたのは、はじめに作った企画書だけで、その後は足あし踏ぶみが続いている。

　自信があっただけに、不合格の通知を見たときは、簡かん単たんには信じられなかった。

　果たして、何がダメだったんだろうか。事じ務む的てきな言葉が羅ら列れつされた結果通知書を何度眺ながめてみても、その答えは書いていない。

「はあ……」

　これでは、ましろにあの日のことを聞くわけにもいかない。自分で決めたルールを、空太は律りち儀ぎに守っていた。

　だから、ため息だって出る。

　文化祭で作った『銀ぎん河が猫ねこにゃぼろん』では、あんなにも観客が喜んでくれたというのに、企き画かくオーディションの方は上う手まくいってくれない。何が違うんだろうか。

「人生って難むずしいな……」

「これからの寒い季節、屋上はカップル専せん用ようだぞ。そんなとこで人生考えてると、死にたくなるからやめとけよ」

　目を開けると、仁じんがすぐ脇わきに立っていた。

「仁さんもひとりじゃないですか」

「俺おれはいいんだよ。空そら太た狙ねらいだから」

　冗じよう談だんを言いながら、仁は隣となりのベンチに座すわると、購こう買ばいの紙かみ袋ぶくろからコロッケパンを取り出してかぶりついた。

「今日は美み咲さき先せん輩ぱいお手て製せいのお弁べん当とうじゃないんですか？」

「現げん在ざい逃とう亡ぼう中ちゆうなの。ここ最近、妙みようにやる気出してるからな、あいつ」

「……」

　その原げん因いんを知っている空太としては、口を閉とざすしかない。

「で、たそがれちゃってどうしたよ？　文化祭で燃もえ尽つきちゃったか？」

「違ちがいます。これです」

　身を起こしてから、空太は手を伸のばして仁に企画オーディションの結果通知書を手て渡わたした。一度は受け取った仁だが、封ふう筒とうの中身は見ずに空太に返してきた。代わりに、コロッケパンを頬ほお張ばる。

「まことに残念ながら、今回はご縁えんがなかったか」

「今回も、ですけどね」

「自信満々だったのに、これじゃあ、辛つらいよな」

「……今回はいける気がしてたんですよ」

「これ以上はない自信作だったのか？」

「そこまでは言わないですけど……いける気がしてたんです」

「ふ〜ん」

　気のない返事が返ってくる。仁はどこを見ているのかわからない顔で、紙パックのコーヒー牛ぎゆう乳にゆうを飲んでいた。

「俺、にゃぼろん作って、勘かん違ちがいしてたのかもしれません」

「そうか」

「あれだけの人が喜んでくれて、盛もり上がって、俺ってすげぇって自うぬ惚ぼれた部分もあったんだと思います」

「にゃぼろんの完成度は、十分すごいと思うぞ」

　それは空そら太ただってそう思っている。

「だけど、そのすごさって、俺おれの作り出したものじゃないんですよ」

「そらまた、後ろ向きな意見だな」

「一いち応おう、俺としては、冷静な分ぶん析せきのつもりです」

「なるほど。で、それで何がわかった？」

「美み咲さき先せん輩ぱいは……すごいです」

　あの戦せん闘とうシーンの迫力は、制せい作さく前まえに空太が想そう像ぞうしていた次元のはるか上を行っていた。絵としての表ひよう現げん力りよくは当然として、躍やく動どう感かんの伝わってくるモーションの作り込こみ、それらを彩いろどるエフェクトとカメラワークによる演えん出しゆつ……どれも徹てつ底ていされていて、どこにも妥だ協きようはなかった。

「あいつ、春にましろちゃんがさくら荘そうにきてから、ずっと言ってたんだよ。さくら荘で何か作りたいって。夏に青あお山やまさんも合流して、俄が然ぜんやる気だったからな」

「それに、わかってたけど、椎しい名なも……すごすぎて」

「あのふたりは別べつ格かく。気にすんな」

「赤あか坂さかがいなかったら、あのバランスと完成度も実じつ現げん不ふ可か能のうでしたよ」

「なら、あの三人は別格だ」

「もちろん、仁じんさんや青山もいたからできたことで……」

「それって『自分だけはいなくてもよかった』って言いたいのか？」

「そこまでは思いたくないですけど……実じつ際さい、そうかもしれません。少なくとも、俺のポジションは他の誰だれかでも結果は同じだったと思います」

「自分じゃなきゃダメなことなんて、そうそうないんじゃないのか。そんなに特別じゃないぞ、俺たちは」

　たぶん、仁の言っていることは正しい。正しいけど『自分だからこそできた』という達成感をほしがってしまう気持ちを諦あきらめるのは難むずかしい。どうやって諦めればいいのかもわからない。たったひとつでありたいと強く思うし、思ってしまう。それは間ま違ちがいなんだろうか。

「ま、それがわかっても、自分は特別だと思いたいよな。俺もそうだし」

　言い終えると同時に、仁は飲み干ほしたコーヒー牛ぎゆう乳にゆうの紙パックを握にぎり潰つぶした。

「あの日の歓かん声せいと拍はく手しゆが、自分に向けられていたって、俺は勘かん違ちがいしてたんですね……」

　だからこそ、自信を持てた。今度こそ企き画かくオーディションで書しよ類るい審しん査さを突とつ破ぱし、プレゼンだってなんとかなるような気がしていた。

「せっかく天てん狗ぐになってたのに、不ふ合ごう格かく通つう知ちが来て現げん実じつを突つきつけられてしんどいってわけか」

「あんま、はっきり言わないでください」

「似にたようなこと……俺もあったな」

　仁が昔を懐なつかしむように自分を鼻はなで笑っている。

「美咲と最初に作ったアニメの評ひよう価かを自分の評価だと思い込こんで、痛いたい目ぇ見たんだよな」

「仁じんさん」

「俺おれは美み咲さきの足を引っ張ぱってただけなのに」

「……」

「けど、その勘かん違ちがいのおかげで、やる気になったのも事実なんだよ。あの快かい感かんを知らなかったら、俺は本気で脚きやく本ほん家かを目指そうとは思わなかっただろうからな。次は自分の実力で、あれをもう一度味わいたい」

「俺もです」

「そのために、空そら太たはエントリーを繰くり返しているんだろ」

「そうですけど、前に進んでる感じはしないし、手て応ごたえがないんですよ。俺、これでいいのか、どうすればいいのか、全然わかんなくて……考えると余よ計けいにわからないんです」

「行き詰づまっているわけか」

「はい」

「しかも、その間に、ましろちゃんはどんどん前に進んで焦あせるよな」

「な、なんで椎しい名なが出てくるんですか」

「そんなの空太もよくわかってんだろ？」

「……」

「今月からだよな。連れん載さいスタートするの」

　頷うなずくように、空太は目を閉じた。

　明日の十一月二十日に発売される漫まん画が雑ざつ誌しで、ましろは連載をスタートさせる。内ない容ようはシェアハウスに住む芸大生六人を中心としたドタバタの群ぐん像ぞう劇げき。さくら荘そうがモチーフになっている。発売日には一いつ緒しよに買いに行く約束を空太はましろとしていた。

「何度か美み咲さきとアニメを作って気づいたことがある」

　あくびを噛かみ殺すと、仁はさっきまで空太がしていたように、ベンチに寝ね転ころがった。

「失敗は成功のもとだって、誰だれかに言われたことあるけど、あれ、嘘うそなんだよ」

「え？」

「失敗から学べることって、同じ失敗をしない方法だけで、成功するための手順や手しゆ段だんを身につけられるわけじゃない」

「……それは」

　そうかもしれない。でも、だったら、どうやって成功に近づけばいいというんだろう。

「成功の仕方は、成功から学ぶしかないんだよ、空太」

「そんなのどうやって？」

「成功するしかないだろうな」

「矛む盾じゆんしてますよ、それ」

「勝ってるやつは勝ち続ける。つまり、そういうことだろ？」

「それ、結局は、一度目の成功を掴つかむまでは、やっぱり失敗を繰くり返してでも、少しずつ前に進んでいくしかないって話じゃないですか」

　それでは辛つらすぎる。

「自分の失敗を忘わすれようとするんじゃなくて、どうして失敗したのかをきちんと分ぶん析せきして、向き合うことができれば、大きな経けい験けん値ちにはなるんだろうけどな」

　そして、それはすごく難むずかしいことだと、空そら太たはもう知っていた。書類選考で落選を食らった企き画かく書しよに関しては、その後、データをなかなか開けずにいる。

　見直さなければならないとは思っている。振ふり返ることの大切さは、龍りゆう之の介すけが言い出した『銀ぎん河が猫ねこにゃぼろん』の反省会をやってみてよくわかった。実じつ際さいに起こった問題点を各自列挙し、その原げん因いんを全員で話し合いながら分析……その上で考え出された改かい善ぜん策さくは、とても有ゆう効こうなものに思えたから。

　たとえば、キャラクターの服ふく装そうに関するミス。回想シーンは冬場なのに、ましろがアップしてきた猫ねこ子この絵は、春先を思わせる涼すずしげな格かつ好こうをしていたことがあった。もう色もついて、完成している状じよう態たいで間ま違ちがいに気づいたため、そのシーンは丸ごと描かき直しになってしまった。似にたようなパターンで、昼と夜を間違えている場合もあった。

　それに対して、

「なら、発注表には『服装』と『時間帯』の項こう目もくを設もうけるべきだろうな。ついでに、『場所』も特定しておいた方がいいのかな」

　と仁じんが発言し、

「一度、口頭で発注者は担たん当とう者しやに説明した方が正しく伝わると思います」

　と七なな海みが付つけ加え、

　──そして、担当者は、必ず発注表の『服装』『時間帯』『場所』の項目を確かく認にんした後、作業を行なうようにすべきだ

　と龍之介がまとめた。

　こんな感じで、にゃぼろん制せい作さくにおける全部の問題点について、きちんと話し合いが行なわれたのだ。その議事録は膨ぼう大だいな量になっている。

　──次回、何らかの制作を行なう場合は、この反省会の議事録をまず確認することだ。そうするだけで、同じミスは高こう確かく率りつで回かい避ひできる

　長時間に及およんだ反省会の最後は、龍之介がそう締しめ括くくった。おかげで、空太は反省会の重じゆう要よう性せいを明確に理り解かいできた。

「過か去このミスを振ふり返るのは、未来の準じゆん備びをすることでもあるんだな……」

「勉強になったね、こーはいくん！」

　けど、それと同じことを自分の企画書に対してひとりで行なうのは難しい。全部の作業を自分でやっているから、なかなか客観的にはなれない。特に企画内ない容ようの良い点、悪い点の分析は困こん難なんだ。納なつ得とくできる結けつ論ろんを導みちびき出せず、結局、自分には才さい能のうがないのだと、気持ちが追い詰つめられてしまう。

「で、空そら太たさ」

　さっきまでの軽い口調から、仁じんは急に深しん刻こくな声を出した。

「な、なんすか？」

　静かな声で聞き返す。

「なんで、周りにはイチャイチャしているカップルしかいないってのに、俺おれたちだけ男ふたりで、恥はずかしい会話をしてんだろうな」

「仁さんはいいじゃないですか。六人も恋こい人びとがいるんですから！　毎まい晩ばん、イチャイチャし放題でしょうよ！　俺の知らない大人おとなの世界までいっちゃってるくせに！」

「お前、六人と付つき合うのはしんどいんだぞ？」

「だったら、ひとりに限げん定ていしてください！　自じ業ごう自じ得とくだ！」

「それは無理だ」

「一いち応おう、理由を聞いておきますけど、なんで？」

「愛が地球を救うんだぞ、空太」

「もういいです。聞いた俺がバカでした」

「お前、たぶん、勘かん違ちがいしているから言っとくけど」

「いえ、俺の仁さんに対する認にん識しきに間違いはないと思います。女の敵てきにして、男の敵め！」

「彼女がいるからって、毎日エッチし放題ってわけじゃないからな？」

「そ、そうなんですか？」

「ま、空太も早く彼女作れよ。あと一ヵ月もすればクリスマスだし」

「……そうですね」

　もうそんな時期になったのだ。

　去年のクリスマスは、美み咲さきが運んできたでっかいもみの木を、さくら荘そうの庭に植えるのを手伝わされて大変だった。その後、近所の子こ供どもたちを集めて、サンタクロースの衣い装しように身を包んだ美咲と一緒に、空太はトナカイの着きぐるみを着るはめになったのだ。またその季節がきたわけだが、不思議と今年は去年と同じクリスマスにはならない予感があった。

　美咲は仁とふたりきりで過すごしたいと思っているんじゃないだろうか。

　そうなれば、他のさくら荘の面々はどうするんだろうか。

　そんなことを考えていると、屋上のドアが開いて知った顔がやってきた。ましろと七なな海みだ。目が合うと、ふたりは空太と仁のもとまでやってくる。

「どうした？」

「ましろが教室に神かん田だ君を訪たずねてきたから、連れてきたの」

　そのましろは空太をじっと見たまま動かない。

「椎しい名な？　なんか用か？」

「用はないわ」

「は？」

「え？」

　空そら太たと七なな海みの声が重なった。

「用事があるからきたんだろ？」

「用はないわ」

「いや、意味がわかんないんだけど」

　苦い顔をする空太の心しん境きようなどお構かまいなく、ましろは無言のまま肩かたが触ふれるほど近くに座すわり、持ってきたお弁べん当とうを広げて食べはじめた。ちなみに、そのお弁当は、今け朝さ、空太が六時半に起きて作ったものだ。

「明日の約束、念を押おしにきたとか？」

「約束？」

　ましろがわからないという顔をする。

「雑ざつ誌しの発売日だろ」

「……あ、そうね」

「あ、そうねってお前な……今、忘わすれてただろ」

「覚えてたわ」

「嘘うそを言うな！」

　用もないのに空太を探さがしにきて、挙あげ句く、はじめて連れん載さい漫まん画がが載のる雑誌の発売日を忘れるなんて、今日のましろはどこかおかしいんじゃないだろうか。

「青あお山やま……どういうこと？」

「私に聞かないでよ」

　不満そうに口を尖とがらせた七海も、向かいのベンチに座ってお弁当を食べはじめる。

　いつにも増まして意味がわからない。

　すると、屋上のドアがけたたましく開け放たれた。屋上に集ったカップルと、空太たちの視し線せんを一身に集めたのは、スイコーが世界に誇ほこる宇う宙ちゆう人じん……美み咲さきだった。

「こーはいくん、発見！」

　美咲はわき目もふらず、すぐさま空太たちを見つけてロックオン。スカートを翻ひるがえし、大きな胸むねを弾はずませながら駆かけ寄よってきた。

　そして、空太には目もくれず、ベンチに寝ねている仁じんにお弁当の包みを差し出す。

「はい、仁、今日のお弁当だよ！」

「…………」

「……って、あれ？」

　仁じんの反はん応のうがない。深い寝ね息いきを立てている。

「どうしよう、こーはいくん！」

「いや、起こせばいいでしょ」

「千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンス到とう来らいだよ！」

「言っている意味がわかりません」

　七なな海みも箸はしをくわえたまま美み咲さきの言葉に首を傾かしげている。

　けど、空そら太たや七海の疑ぎ問もんに、美咲が答えてくれるはずがない。いつもと違ちがい、少し緊きん張ちようした面おも持もちで、美咲はじっと仁の寝顔を見つめていたかと思うと、その身に覆おおいかぶさるようにして唇くちびるを接せつ近きんさせていく。

　垂たれる髪かみを片手で押おさえる仕草は、ちょっと色っぽい。

　そんな美咲の唇が仁の唇に触ふれる寸すん前ぜんで、仁は目を覚まし、乱らん暴ぼうな手つきで美咲の顔面を押し返しながら起き上がった。

「お前、真昼間から、なに、襲おそおうとしてんだよ」

「夜まで待てないんだもん！」

「待っても襲うな。身の危き険けんを感じるから、今日は鈴すず音ねさんとこだな」

　鈴音さんとは、確たしかレースクイーンだったはずだ。一体、どこで出会ったんだろう。空太の人生の中で、レースクイーンと接せつ点てんがあったことなど一度もない。

「はい、仁。今日のお弁べん当とう」

「サンキュ」

　キスの未み遂すい事じ件けんなどなかったかのような自然な態たい度どで、仁が弁当を受け取っている。美咲も鈴音の話など耳に入っていなかったようだ。見ている空太の方がドキドキしているんじゃないだろうか。それは七海も同様らしく、仁と美咲を観察するのに夢む中ちゆうで箸が止まっている。

「そういや、さっき仁さん……」

　コロッケパン食べてませんでしたか、と言おうとしたのに、

「あ、そうそう。空太、企き画かくオーディションの結果で落ち込こんでるから、ましろちゃんと、青あお山やまさんは慰なぐさめてあげてね」

　という仁の声に遮さえぎられてしまった。

「ちょっ、なに言ってんですか！」

　そんな抗こう議ぎが、仁に届とどくはずもない。

「空太」

　声に誘さそわれて横のましろを見ると、バランというらしい緑の仕切りを箸でつまんで、空太に差し出してきていた。

「これあげるわ。元気出して」

「出るか！　ってか、食えるか！　だいたい、その弁当を作ってるのは俺おれだ！」

　空そら太たは屋上の掃そう除じをする前に、ましろと同じメニューの弁べん当とうをひとりで先に食べたので、ありがたみがまるでない。

「神かん田だ君、これ、食べる？」

　七なな海みが楊よう枝じに刺さした鶏のつくねを口元に持ってきた。

「あ、いや……」

　このまま食べたら、周囲にいるカップルと同じような感じになるのではないか。そう空太が躊躇ためらっていると、横から身を乗り出してきたましろが、鶏のつくねにパクリと食いついた。

「あっ、ましろ！」

　さっと身を引いたましろは、表ひよう情じようを変えずにもぐもぐと口を動かし、ごくんと飲み込こんだ。

「七海、美お味いしいわ」

「あ、ありがとう……って、そうじゃない！　私は神田君に……」

「空太のものはわたしのものよ」

「いいや、違ちがうぞ！」

　なにかとんでもないことを言ったので、勢いきおいよく突つっ込んでおく。

「わたしが空太のもの？」

「もっと違うわ！」

「神田君のどあほ……」

　なにやら口を尖とがらせて、七海が抗こう議ぎしてくる。

「展てん開かいが不ふ条じよう理りすぎて、納なつ得とくできないんだけど！」

「いや〜、実に愉ゆ快かいな展開だなあ」

　他ひ人と事ごとだと思って、仁じんが適てき当とうなことを言う。

　その仁は、美み咲さきからもらった弁当箱を開けたところだった。

　ご飯の上に、シャケのフレークでハートマークが描えがかれ、その中心に、鶏のそぼろで堂々と『スキ』の文字が躍おどっている。

　そのストレートな告白に、空太は飲みかけていたペットボトルのお茶を噴ふき出し、七海はご飯を喉のどに詰つまらせていた。

「きったねえな」

　平然とした様子で仁が指し摘てきしてきた。空太が意味深な視し線せんを向けても、仁はどこ吹ふく風で、告白など眼がん中ちゆうにない感じで箸はしを動かし、おかずを食べて、ご飯を咀そ嚼しやくしては、美咲の想おもいを物理的に飲み込んでいった。

「空太、そんなに見つめられると、恋こいに落ちそうなんだけど」

「バカ言わないでください」

「最近の若者は、先せん輩ぱいに対する口の利きき方がなってないね」

　そんな仁のお弁当を、ましろがじっと見ている。

「どうしたの、ましろちゃん。食べたいおかずでもあった？」

　ふるふると首を横に振ふる。それでも、目線は外さない。箸はしを口にくわえたまま、何か考え込こんでいる様子だった。いや、単にぼ〜っとしているだけかもしれない。

　仁じんはお弁べん当とうを食べ終えると、蓋ふたをして包みを元に戻もどした。

　美み咲さきが何か期待をするような目を仁に向けている。気づいているはずの仁は一切反はん応のうしない。

　その妙みような緊きん張ちよう感かんに、空そら太たの方がそわそわしてしまう。

「空太、トイレなら行ってこいよ」

「違ちがいますよ！」

「青あお山やまさんも、我が慢まんしない方がいいよ？」

「わ、私も違います！」

「膀ぼう胱こう炎えんになってからじゃ遅おそいのに」

　それだけ言って、仁が先にベンチから立ち上がる。

　そして、もう戻もどるわ、とだけ言って屋上から出ていってしまった。

　昼休み終しゆう了りよう五分前を知らせるチャイムが鳴る。

「あ、予よ鈴れいだ。ましろん、あたしたちもいこっか！」

「わかったわ」

　美咲に促うながされてましろが席を立つ。

「知っているか、こーはいくん！　今日、美び術じゆつ科かの午後の実習は、全学年合同で写生大会をするんだよ！」

「いや、知らないですけど」

「あたし、ましろんには負けないぞ！」

「美咲には負けない」

　妙なテンションでふたりが午後の授じゆ業ぎように向かった。それから少し遅おくれて、空太は七海が弁当箱を片かた付づけるのを待って、一いつ緒しよに校こう舎しやの中に戻った。

　階かい段だんを下りながら、七海に話しかける。

「結局、椎しい名なはなにしにきたんだ？」

「さあ」

　七海はどうも素そっ気無い。ずっと前を向いている。

「なんか、青山、機き嫌げん悪わるい？」

「……別に」

「ならいいんだけど」

「……うん」

「椎名、最近、おかしくない？」

　ましろのことだから、用事もなく空太を訪たずねて来るのは、ぎりぎりでありそうな気もするけど、さすがに自分の連れん載さい漫まん画がが載のる雑ざつ誌しの発売日を忘わすれたりはしないだろう。もし、空そら太たがその立場にいたら、発売日当日まで、その記念すべき日のことばかりを考えてしまうはずだ。

「神かん田だ君にはわからないんだ」

「え？　青あお山やまにはわかるのか？」

「わかるけど、教えてあげない」

「そんな意地悪なこと言うのは、青山さんらしくないと思います」

「私、そこまでお人よしじゃないから」

　空太を置いていくような足取りで、七なな海みがすたすたと教室に戻もどっていく。

　それを、空太は慌あわてて追いかけた。

「あ、おい、青山！　待ってくれ！」

「待たない」

「なんか、時々だけど、青山って俺おれに意地悪じゃない？」

「知らない」

　少し頬ほおを膨ふくらませて、ふてくされたような顔をする。

「ほら、それ」

　指し摘てきをしても、七海は威い嚇かくするように睨にらんでくるだけで、何も答えてはくれなかった。




　　　　２




　十一月最後の日曜日、空太は朝から新しい企き画かく書しよをまとめる作業を進めていた。

　今月からは毎週必ず企画書をエントリーしているので、十一月だけで、これが四つ目の企画になる。すでに前の三つはエントリー済ずみ。ふたつは不ふ合ごう格かくの通知が届とどき、ひとつはまだ結果待ちの状じよう態たいだ。

　文字の打ち込こみが終わったところで、空太は一休みしようと机つくえを離はなれ、横向きにベッドに倒たおれ込んだ。昼ひる寝ねをしていた猫ねこが喉のどを鳴らして文もん句くを言っている。捕つかまえて持ち上げると、茶トラのつばさだった。再ふたたび、にゃ〜と鳴くので、下ろしてあげたら、空太のお腹なかに乗っかってきて、そこで昼寝の続きをはじめた。

　体の真ん中が猫の体温でぽかぽかする。心地良さに目を閉とじかけたところで、ノックもなくドアが開いた。

「空太」

　おかげで、眠ねむ気けはどこかに旅立っていった。つばさを起こさないように、お腹の上からベッドの端はしっこに空くう輸ゆうして身を起こす。

「椎しい名な、あのさ」

「なに？」

「俺おれが着き替がえの途と中ちゆうで、パンツを脱ぬいでいたらどうする気だったんだよ！」

「ノックする」

「遅おそいわ！」

「そうとは限かぎらないわ」

「ほう、そのわけを聞こうか」

「すぐ人に答えを聞くのはよくない」

「要するに、椎しい名なは適てき当とうなこと言ってるんだな？」

「そうとは限らないわ」

「もういい！　で、どうした？」

「できたわ」

　ましろが後ろに隠かくしていたＡ４の用紙を空そら太たに見せてきた。

　それは空太が今まとめている企き画かく書しよ用ようの絵え素そ材ざいだ。画面レイアウトと、雰ふん囲い気きを伝えるためのイメージボートの二点が揃そろっている。今け朝さ、朝食を食べている最中に頼たのんだばかりだというのに、もう描かいてきてくれたらしい。

　内容は空太が下へ手たな下書きをして伝えた通り……というよりも、まったく別物のすばらしいクオリティに仕上がっている。

「どう？」

「完かん璧ぺきすぎる……ありがとな」

「うん」

　ましろから用紙を受け取り、空太は早速画が像ぞうをスキャンした。あとは企画書に貼はり付ければ、それで完成となる。

「そういや、椎名、原げん稿こうはいいのか？　十二月発売号の締しめ切りが明日だって、今朝言ってたろ？」

「だいじょうぶ」

「椎名のことだから、あんま心配はしてないけどさ。手伝ってくれるのは、ほんと時間あるときだけでいいからな？　原稿優ゆう先せんしろよ？」

「美み咲さきに頼むの？」

「そこまで急いでないから、別に待てるって」

「うん。わかった」

「おう」

「…………」

　まだ、何か用事があるんだろうか。ましろは黙だまったままで、空太の部屋からなかなか出て行こうとしない。

「椎しい名な？」

「あのね」

「腹はらでも減へったのか？」

「怒おこらないと約束して」

「それは無理だ」

「どうして？」

「お前がそう切り出すときは、とんでもないことを言おうとしている証しよう拠こだ」

「ごく普通のことよ」

「だったら、変な前置きはしないで言え！」

　すると、ましろがわずかに目線を逸そらした。それでも、すぐに決心がついたのか、空そら太たの目を真っ直ぐに見つめてきて、

「お弁べん当とうを作りたい」

　と言ってきた。

　知っている言葉なのに、その意味がわからず、空太は無言で瞬まばたきを繰くり返す。

「今、なんとおっしゃいましたか？」

「お弁当を食べたい」

「別のことを言うな！」

「お弁当を作りたい」

　どうやら気のせいでも、空耳でも、幻げん聴ちようでも、空太の頭がおかしくなったわけでもなかったらしい。確たしかに、ましろはこう言ったのだ。

　──お弁当を作りたい

　と……。

「いいか、椎名。俺おれは今からとても大切な話をしようと思う」

「なに？」

「やめておけ」

　ゆっくりと、はっきりと、空太は一音一音吐はき出した。

「どうして？」

「世界の終末的な大だい惨さん事じが起こることが目に見えているからだよ！」

「たとえ、世界が滅ほろんでもお弁当を作りたい」

「そんな覚かく悟ごは捨すててしまえ！」

「無理よ」

「なぜだ!?　漫まん画がの題材にするのか？　それで必要なのか？」

　だとしたら、説得は不ふ可か能のうだ。空太が人類の犠ぎ牲せいになるしかないかもしれない。そう考えるとぞっとするけど……。

「漫まん画がは関係ない」

「なら、なんで!?　どうして、椎しい名なはそんな試練を俺おれに与あたえようとしているんだ！」

「…………」

「なぜ、黙だまる」

「とにかく、お弁べん当とうを作りたい」

「俺の弁当に不満なのか？　料理の腕うでを上げろっていうメッセージ？　そうならそうと言ってくれ！　仁じんさんに料理習うからさ！」

「それも違ちがう」

「だったら、なぜだ！」

「…………」

「そして、なぜ、再び黙る！」

「お弁当を……」

「椎名、いいか、よく聞け。人類にはすばらしい可か能のう性せいが秘められている。いずれは火星にだって有ゆう人じん探たん査さができる時代がくるだろう。だが、だからと言ってできないこともあるんだ。人に翼つばさは生えない。それを受け入れろ。俺たちもう高校生なんだからさ」

　と空そら太たが熱心に説得を試みていると、１０１号室の前の廊ろう下かをおしゃれに着き飾かざった仁が通りかかった。今から外がい泊はく先さきにでも行く気だろうか。

「面おも白しろそうだから、教えてあげたらどうだ？」

　ついでに、無む責せき任にんなことまで言ってくる。

「せめて、面白そうって本音は隠かくしてくださいよ！」

「ましろちゃん、絵は上う手まいんだし、きっと手先は器用だろ？　案外、料理との相あい性しようはいいんじゃないか？」

「それ、本気で思ってます？」

「うっかり空太がだまされてくれたら儲もうけものくらいに思って口にした」

「だったら、仁さんが椎名に料理を教えてあげてくださいよ！」

「手取り足取り腰こし取とり？」

「ボディタッチは禁きん止し！」

「あんまり独どく占せん欲よくが強いと、嫌きらわれるぞ。ま、どっちにしても、俺、これから留る美みさんと待ち合わせあるから」

「とにかく、空太来て」

　ましろが腕うでにしがみ付ついてきて、空太をぐいぐいと引っ張ぱり部屋から連れ出そうとする。

「わっ、バカ、腕に抱だきつくな！」

　動どう揺ようして足をもつれさせた空太は、ましろに振ふり回されるままキッチンまで引っ張り出されてしまった。

　そんな空そら太たのことを、後ろからついてきた仁じんがにやにやと眺ながめている。

「仁さんは、デートでしょ！　早く行ってください」

「ん？　待ち合わせまでまだ時間あるから」

　とか言って、観戦する気満々の仁は、キッチンの棚たなから取り出したエプロンを、ちゃっかりましろに着きせている。

「はい、これでよし」

　背せ中なかの紐ひもを結んで装そう着ちやく完かん了りよう。でも、なんだろうか、この感じ。ピンクのエプロンが妙みように似に合あっていない。いや、かわいいはかわいいけど、ありえない絵を見ているようで違い和わ感かんがある。

「どう、空太？」

「脱ぬげ」

「お〜、まさかの大だい胆たん発言だな」

「そういう意味じゃなくて！　椎しい名なと料理の組み合わせは絶ぜつ対たいにやばいですって！」

「わたしはやる気よ」

「そのやる気が恐こわいんだよ！　俺おれにはやらかす気にしか思えない！」

　そこへ、二階から七なな海みが下りてきた。

「もう、さっきから騒さわがしいけど、なにしてるの？」

　これから養成所に行くんだろう。肩かたから着き替がえの入っている大きなバッグを提さげていた。

「椎名が世界を滅ほろぼそうとしているのを阻そ止ししてんの」

「なにそれ？」

「あ、そだ。青あお山やまさん」

　流れをぶった切って、仁が七海に声をかけた。

「なんですか？」

　少し警けい戒かいした面おも持もちで、七海が聞き返す。

「これ、お芝しば居いのチケットなんだけど、よかったら誰だれかと見に行って」

　そう言って、二枚の紙切れを仁が七海に差し出す。

「あ、これ、有名な。全然取れないってよく聞くのに……」

「らしいね、留る美みさんからもらったんだけど、都合つかなくなっちゃって。さすがに別の人を誘さそっていくわけにもいかないからさ。あげるよ」

「いいんですか？」

「うん。やるのは来月だから、誰か誘さそっていっといで」

「公演日は……二十四日!?」

　クリスマスイブか、とチケットを見ていた七海がぽつりともらした。その後、顔を上げた七海と目が合ったけど、一いつ瞬しゆんで逸そらされた。

「と、とにかく、ありがとうございます。私、養成所があるので……」

　少し慌あわてた様子で、七なな海みが出かけていく。その背せ中なかを空そら太た、仁じん、ましろの三人で見送った。

「初うい々ういしいね〜」

　なにやら、しみじみと仁が感想を口にしていたけど、空太にその意味はわからなかったし、深く考えている余よ裕ゆうもなかった。弁べん当とうを作りたいと言い出したましろをどうにかするのが、今、空太に与えられた使命であり、試練なのだ。

「空太」

「はい、なんですか？」

「わたし」

「おう」

「料理」

「なんで、片かた言ことになってんだよ！　てか、ほんとに本気なのか？」

　じっとましろが見つめてくる。その透すき通った瞳ひとみに晒さらされると、やっぱり鼓こ動どうが早くなってしまう。それでも、目を逸らすのは負けた気がするので、がんばって受け止める。

「まじ本気よ」

「……お願いだから、誰だれか、夢ゆめだと言ってください」

「自分のことは自分でしないと」

「お前だけはそのセリフを口にしてはいけないルールなんだよ！」

「そんなの知らない」

「あ〜、そうですか」

　これはもう諦あきらめるしかないか。

「てか、ほんとに原げん稿こうはいいのかよ？　にゃぼろんの制せい作さくもあったから、予定よりも遅おくれてるんじゃないのか？　それに……なんか、最近さ……」

「最近、なに？」

「いや……なんでもない……」

　以前に比くらべるとましろが漫まん画がの執しつ筆ぴつに割さく時間が減へったような気がする。にゃぼろんの制作をしていた頃は、そのせいだと思っていたけど、文化祭が終わってからも、ペースが上がっているようには見えなかった。代わりに、考え事でもしているのか、何もせずにぼ〜っとしていることがある。

　時間がある限かぎり……いや、本来、漫画を描かく時間じゃなくても、手を動かして、原稿を描くことに集中していたましろの姿すがたをここ最近は見ていない。

　あらゆる日にち常じようの雑ざつ事じを空太に押おし付けて、漫画を描くためだけに生きている。それが空太の知っている椎しい名なましろだったのに、やはり、何かが違ちがっている気がした。

　夏休みの頃のましろなら、お弁当を作りたいなどと絶対に言い出さなかったはずだ。

　だから、唐とう突とつなましろの発言に、実じつ際さいのところどう対たい処しよすればいいのか、空太はわからなくなっていた。

　今の方が普ふ通つうと言われればそうだし、今後を思うと、料理に興きよう味みを持ってくれたことは、歓かん迎げいすべきことなのかもしれない。この先もずっと、誰だれかの世話になれるとは限かぎらない。永えい遠えんにさくら荘そうにいられるわけでもない。もちろん、空そら太たとだって、学校を卒業すれば離はなれ離ばなれになってしまうのだから。

「空太？」

　我われに返ると、ましろの顔が目の前にあった。体温まで伝わってきそうな至し近きん距きよ離りだ。

「うわっ、だから、お前、近いって！」

　慌あわてて一歩下がると、空太は深しん呼こ吸きゆうをしながら、ついでにため息もひとつ落として覚かく悟ごを決めた。料理をしたいのなら、教えてあげようと。

「じゃあ、まずは手を洗あらって」

　空太の指し示じにわかったと答えたましろは、流し台の蛇じや口ぐちを捻ひねって丁てい寧ねいに手を洗あらいはじめた。ハンドソープで両手を泡あわだらけにしている。空太の視し線せんに気がつくと動きを止めて、顔を横に向けてきた。

「なに？」

「ちゃんと洗うんだぞ」

「うん」

　再ふたたび、ましろが手を洗うことに専せん念ねんする。果物を洗っているアライグマのように熱心だ。

　空太は冷れい蔵ぞう庫こを開けて、食材をチェックした。献立こんだては簡かん単たんなやつにしたい。賞しよう味み期き限げんが近づいてきている卵たまごと、アジの切り身がたくさんあった。

「卵焼きにアジのフライってところか？」

　後ろから冷蔵庫を覗のぞき込こんでいた仁じんが勝手にメニューを決めている。

　でも、それならさほど難むずかしくないので悪くはない。

「あとは適てき当とうにサラダで色を整えれば、なんとかなるだろ」

　仁のアドバイスに従したがい、空太はレタスとキュウリ、それとミニトマトを冷蔵庫から取り出した。難なん易い度どと危き険けん度どの低いお弁べん当とう作づくりが、今日の目標だ。

「手、洗ったわ」

　水でキラキラと光る両手を、ましろが見せてきた。いつ見ても、ましろの指は白くて細くて、強く握にぎったら壊こわれてしまいそうだ。

「できれば、やらせたくないけど、卵焼きを作るぞ」

「卵焼きを作る」

「別に繰くり返さなくていいけどね！」

「卵焼きを作る」

　どうやら、ましろは気合い十分なようだ。この場合、それが問題なのだが。

「いいか、卵たまごを割わるぞ。よく見とけよ。こうやって、ボウルの縁ふちに軽く卵をぶつけて、ひびを入れるんだ。そこから、両手でふたつに割る」

　お手本として、両手で卵を割ってみせる。銀のボウルの中に、生卵がつるんと落ちた。仁じんならこれを片手でやるのだが、空そら太たはできないし、そんな高度なテクニックをましろにやらせたら、無数の生卵が握にぎり潰つぶされ、犠ぎ牲せいとなってしまうだろう。

「どうせ、上う手まくいかないと思うけど、やってみ」

　何を考えているのかわからない顔で、ましろが卵をひとつ握る。持っているだけでも、今にも落とすんじゃないかという不安が股また下したに駆かけ上がってきた。

「空太」

「もう一度、手本見せた方がいいのか？」

「包丁は？」

「卵を割るのには使いません！」

「包丁、使いたい」

「レベルをあげてからじゃないと包丁は装そう備びできません！」

「料理は包丁よ」

「料理は愛あい情じようみたいに言うな！　したことないくせに！」

　空太がそう叫さけぶと天てん井じようの方から、どたどたと大きな動物が暴あばれているような物音がした。その気け配はいはすぐに階かい段だんを駆かけ下りてきて、空太のいるダイニングに飛び込んできた。謎なぞの生物の正体はもちろん美み咲さきだ。

「盛もり上がってるね、こーはいくん！」

　その姿すがたを見るなり、空太はげんなりして、

「いや、美咲先せん輩ぱいほどじゃないです……」

　と言い返した。

　それもそのはず、プレゼントを配って歩く謎のじいさんが出しゆつ没ぼつする季節には一ヵ月早いのに、美咲はサンタクロースの衣い装しように身を包んでいたのだ。ミニスカートから覗のぞく生足に、視し線せんが吸すい寄よせられてしまう。

「お〜、ましろん、エプロンかわいいね！」

　イエ〜イとか言いながら、ハイテンションで美咲が親指を立てる。

「うん」

「お前も、否ひ定ていしないのな」

　かわいいのは事実だけど……。

　そんなことを思っていると、唐とう突とつに美咲が、

「整いました！」

　と叫んだ。それから、唖あ然ぜんとする空太をよそに、

「『ましろん』とかけまして、『ウスバカゲロウの一生』と解ときます！」

　と続ける。

「仁じんさん……なにがはじまったんですか？」

「なぞかけだろ」

「なんで？」

「それは知るか」

　もう慣なれっこなのか、仁に動じた様子はない。

「さあ、こーはいくん！　答えをどうぞ！　『どちらも、ほにゃららである』って感じに答えてね！」

「どちらも『はかないもの』であるとかだったら怒おこりますよ。俺おれが責せき任にんを持って、ちゃんとはかせてますからね？」

「おお、やるな、こーはいくん！　では、次のお題は『はかないもの』で！　う〜ん、整いました！　『はかないもの』とかけまして『ドラゴン』と解きます！　さあ、どちらもほにゃららである！　答えをどうぞ！　どどん！」

「ドラゴンって赤あか坂さかのことですよね？　なら、どちらも『むれません』ってこと？」

「こーはいくん、ほんとに成長したね。もう、あたしに教えられることはないよ！　今日からは、こーはいくんが、さくら荘そうの代表を名乗っていいから！」

「名乗りたくないし！　つうか、美み咲さき先せん輩ぱいって代表だったの？」

「あれ？　空そら太た知らないのか？　一いち応おう、美咲が寮りよう長ちようってことになってんだぞ」

　それ以前に、寮長なんてものが存そん在ざいしていたことに驚おどろきだ。

「……なんで、仁さんじゃないんですか？」

「俺、一年の七なな割わりは外がい泊はくだから」

「そのふしだらな日々から脱だつ却きやくするために、さくら荘にいるんだと思いますけどね」

「じゃあ、ちょっと行ってくるね」

　会話の途と中ちゆうなのもお構かまいなしに、美咲はダイニングを出て行こうとしている。しかも、サンタクロースの格かつ好こうで。

「行くって、どこ行く気だ？」

　念のためといった感じで、仁が背せ中なかから声をかけた。

「市役所だよ！」

　それだけ言い残すと、美咲はダッシュで飛び出していった。玄げん関かんの扉とびらは開けっ放しのようで、冷たい風が吹ふき込こんでくる。

「……市役所ってなんで？」

「サンタクロースの集会でもあるんだろ。じゃあ、俺も出かけるか」

　円えん卓たくに腰こしを落ち着つかせていた仁も、美咲のあとを追うように出かけていく。ガラガラと扉を閉しめる音がする。それが当たり前なのだけど、ほっとした。

　空そら太たとましろだけになったダイニングは急に静かになった。

　ましろが、空太の肘ひじを突つ付ついてくる。

「包丁」

「どんだけ、包丁に恋こい焦こがれてるんだよ……」

「夜も眠ねむれないほどによ」

「あ〜、はいはい、わかった。包丁使おうな」

　キュウリを切るくらいなら、いくらましろでもできるだろう。いや、できてほしいという願望だろうか、これは……。

　まな板を用意して包丁を二本取り出す。空太がキュウリを斜ななめに切っていく。

「空太と同じに切ればいいの？」

「これこそ、やらせたくないけど……じゃあ、まずは包丁を持って……」

　ましろが包丁を握にぎる。でも、なんか持ち方がおかしい。

「なぜ、逆さか手てに持つ」

「違ちがうの？」

「それ、人を襲おそうときの持ち方だよ！　わ〜、刃は先さきをこっちに向けるな！」

「この方が手に馴染むわ」

「お前はなにを料理する気だ！」

「されたい？」

「恐こわいこと言うな！　てか、やっぱりなしだ！　椎しい名なに料理は無理！　危き険けんすぎる！　ノーモアホウチョウ！」

「それは許ゆるさない」

　再び、ましろが刃先を空太に向けてくる。

「脅きよう迫はくするな！」

「してないわ」

「だったら、包丁は普ふ通つうに持て！」

　結んだ唇くちびるを不満に歪ゆがめながらも、ましろは包丁の持ち手を変えた。これでようやくスタートラインだ。

「ほら、空いている手でキュウリを持て……絶ぜつ対たいに手は切るなよ？」

「わかってる」

「包丁を持ってない方は猫ねこの手だぞ。こうだ、こう」

　軽く握った手をましろに見せる。

「猫の手ね」

　ましろの白くて細い指がキュウリを押おさえつける。ゆっくりと包丁が下ろされて、キュウリを切っていく。なんか、めちゃくちゃ危あぶなっかしい。見ていられない。今すぐ止めたいし、叫さけびたい衝しよう動どうが込こみ上げてくる。

　一枚、二枚とましろがキュウリをささぎりにする。包丁を使う横顔は真しん剣けんで、それでいて少しうれしそうにも見えた。

　切ったキュウリを、ましろが空そら太たの口元に持ってくる。

「早さつ速そく、つまみ食いかよ」

「食べて」

「はいはい」

　一枚のキュウリをよく噛かんでから空太は飲み込んだ。

　すると、ましろは空太の腹ふく部ぶを凝ぎよう視ししてくる。

「なんだ？　透とう視し能のう力りよくにでも目覚めたのか？」

「胃い袋ぶくろ、掴つかまれた？」

「これで胃袋掴まれたら、俺おれはキュウリ農家の人に掴まれたことになるね！」

「料理は奥おくが深い」

「今日、入り口に立った人間の言うことじゃねえ！」

「…………」

　じっと空太を見つめてきたかと思うと、ましろは再び包丁を持って、一いつ心しん不ふ乱らんにキュウリを切りはじめた。

「おい、椎しい名な」

「…………」

　だいぶテンポは遅おそいけど、一定のリズムでキュウリを切っていく。眼まな差ざしは真剣で、その横顔に、空太は目を奪うばわれてしまった。

　その瞬しゆん間かん、包丁とまな板が奏かなでる一定のリズムが止まった。

「あっ」

　代わりに、ましろの声が割わり込んできた。

「どうした？」

　ましろが右手の人差し指を、ぱくりとくわえ込む。どういう使い方をしたのか、包丁を持っている方の指を切ったらしい。
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「バカ！　お前、ちょっと見せてみろ！」

　ましろの右手首を掴んで、力強く引き寄よせる。人差し指の第二関節の少し下くらいに、切り傷きずがぱっくりと口を開けていた。傷口から伝う血の雫しずくが、手首を掴んだ空太の手まで垂たれてくる。

「……！」

　ましろがケガをした……それも、指を切ったという事実は、空太の中の不安をかき立てるには十分過すぎた。

　一いつ瞬しゆんで血の気けは失せた。恐きよう怖ふが足元から這はい上がってくる。立ち尽つくす自分を叱しつ咤たするように、空そら太たは声を張はった。

「ちょっと待ってろ！」

　足をもつれさせながらダイニングを飛び出した途と端たん、管理人室から出てきた千ち尋ひろにぶつかった。勢いきおいを殺せずに、空太は廊ろう下かに千尋を押おし倒たおしてしまう。

「ちょっと、あんた、なに発はつ情じようしてんのよ」

「せ、先生！　大変なんです！」

「生徒に押し倒されるこの状じよう態たいも、そこそこ大変よ」

　千尋の口調にはまったく緊きん張ちよう感かんがない。

「す、すいません」

　慌あわてて立ち上がり、千尋のことも引っ張ぱり起こす。

「椎しい名なが指ケガして！」

　その一言で、千尋の表ひよう情じようは一変した。

「ましろはどこ!?」

「キッチンです」

　それ以上、空太から詳くわしいことは聞かずに、千尋はダイニングに向かう。空太もすがるような気持ちで追いかけた。

　千ち尋ひろがましろの指のケガを確かく認にんしている。その背せ中なかに、空そら太たは言い訳わけでもするように、

「料理教えてたら、包丁で切っちゃって……」

　と伝えた。

「神かん田だ」

「は、はい！」

「管理人室から救急箱持ってきて」

「いや、でも、病院に！」

「出血の割りにたいしたことないから、さっさと取ってきなさい！」

「あ、はい！」




　包帯でぐるぐる巻まきにされた右手の人差し指を、ましろは不思議なものを見るような目で眺ながめている。

「はい。これでオッケーね」

　千尋はダイニングテーブルの席から立ち上がると、救急箱を閉とじた手で、空太の頭を思い切り叩たたいてきた。

「いってっ！　なにすんですか！」

「腹はらいせに決まってんでしょ」

「……その、すいません」

「なに、素す直なおに謝あやまってんのよ。気持ち悪い」

「じゃあ、今言った『すいません』は取り消します」

　今度はおでこを千尋に小こ突づかれた。

「ましろ、二、三日は右手使うんじゃないわよ」

　千尋の忠ちゆう告こくに、ましろが少し考え込こむ。

　そう言えば、十二月発売号に載のる原げん稿こうの締しめ切りが、明日だと言っていたはずだ。

「お前、それで漫まん画が描けるのか？」

「描けない」

「原稿、大丈夫かよ？　もう終わってるのか？」

　ましろが首を左右に振ふった。

「あと扉とびら絵えが残ってる」

「とりあえず、担たん当とう編へん集しゆうに連れん絡らくしなさい。十二月発売号って出るのいつ？」

「二十日、だよな？」

　空太が聞くと、今度は深く頷うなずく。

「二十日ね……今日が二十八日だから、本当にやばい締め切りまでは、まだ余よ裕ゆうがあるはずよ。昔の同級生が何人か出しゆつ版ぱん社しやで働いてるけど、発売一週間前に入にゆう稿こうしても、ちゃんと載のるみたいだからね。ま、とにかく、さっさと連れん絡らくはするのよ。明日は、間に合わないんでしょ」

「わかった」

　ましろが席を立って、二階に上がっていく。気になって、空そら太たもましろの部屋まで追いかけた。原げん稿こうのプリントアウトやネームに埋うもれた床ゆかから、ケータイを発はつ掘くつして、ましろに手て渡わたす。

　ひとつずつ目で確かく認にんしながら、ゆっくりとましろは担たん当とう編へん集しゆうさんの電話番号をアドレス帳から呼よび出し、無感動に通話ボタンを押おした。

「綾あや乃の。指、ケガした」

「なんですってぇ！」

　部屋から出て行こうとしていたのに、綾乃の声は空太の耳にまで届とどいた。それで、とりあえずは冷静になれたのか、さすがにその先の声は聞こえてこなかった。

　電話は五分ほど続き、時折、ましろが「うん」と相あい槌づちを打っているだけで、殆ほとんどどんなやり取りがなされているのかはわからなかった。

「わかった。……ごめんなさい」

　小さな声でそう言って、ましろはケータイを閉とじた。

「なんだって？」

「『自覚が足りない』だそうよ」

「俺おれが言われてるみたいに言うな！」

「『明日お説教をしに行くから、覚かく悟ごしておきなさい』だそうよ」

「言っとくけど、怒おこられるのはお前だからな！」

「うん」

　傷きずが痛いたむのか、ましろが包帯で固定された右手を見ている。

「椎しい名なさ」

「なに？」

「料理は諦あきらめろ……また、こんなことあったら大変だろ」

「……」

　以前、指をケガできないからと、体育を休んでいることすらあったのだ。それだけの価か値ちがましろの指先にはある。今は芸げい術じゆつ家かとしてではなく、漫まん画が家かとしてではあるけど、雑ざつ誌しに連れん載さいを持てば、指をケガするなんて許ゆるされることじゃない。これからだってときに、そんなことでましろに躓つまずいてほしくない。

　どんどん遠くに行ってしまうのは恐こわいけど、どこまでも遠くに行ってほしいと思う気持ちが空太の中には確たしかに存そん在ざいしているのだ。自分にはないものを持っている椎名ましろの才さい能のうに魅みせられてしまったからこそ……。

「しない方がいい？」

「え？」

「空そら太たはわたしに料理してほしくない？」

「ケガは今日の一度だけで十分だ」

「そうじゃない」

「なにが、そうじゃないんだよ」

「わたしは……」

「……」

「わたしは……」

「椎しい名な？」

「……わたしは、わからない」

「なんだよそれ」

「もういい」

　何を思ったのか、ましろは空太の背せ中なかを押おして、部屋から追い出した。

「あ、おい！」

　理由を聞くヒマもなく、ばたんとドアは閉とじられてしまう。

「椎名？」

「…………」

　声をかけても返事はなかった。

「ったく、なんなんだよ」

　やはり、最近のましろはどこかおかしい気がする。その胸むな騒さわぎを抱かかえたまま、空太は考えても仕方がないと思い直し、一階に下りることにした。
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　翌よく日じつの月曜日、帰りのＨＲで期末試験の日につ程ていが発表された。時期は、十二月の二週目を丸々使った五日間。

　教室内で嘆なげきの声が上がったのは、試験三日目の水曜日に、数学と物理が重なっていたからだ。

　その中にいて、空太は配られた試験の日程表を見つめたまま、まったく別のことを考えていた。

「起立……礼……」

　日直のショックを隠かくし切れない号令で、帰りの挨あい拶さつを済すませる。

　ガタガタと机つくえと椅い子すが、掃そう除じのために後ろに下げられていく。

「はあ……来たか。この時期が……」

　空そら太たのため息は試験勉強が憂ゆう鬱うつだからでなく、きっと今回も０点を連発し、追試になるであろうましろのことを考えていたからこそもれたものだった。

「幸せ、逃にげるよ」

　隣となりの席の七なな海みが机つくえを動かしながら、声をかけてきた。

　その横に並ならんで、空太も机を下げる。

「安心してくれ。俺おれの幸せポイントは最初から空っぽだ」

　自分で言ってて虚むなしくなり、空太はもう一度、はあとため息を吐ついた。

「そうだ。神かん田だ君」

「ん？」

　顔を上げると、七海が少し緊きん張ちようした面おも持もちで空太を見ていた。何か言おうとして、躊躇ためらっている様子だ。

「なに？」

「うん……その、話があるんだけど……」

　七海の声は口の中でこもって聞き取りにくかった。いつもはっきり発音する七海らしくない。

「ちゃんと聞いてるから、いつでも言ってくれ」

「……ここだと、ちょっと」

　机の移い動どうを終えた七海が廊ろう下かの方を見るので、空太はわかったと言ってから教室を出た。

　階かい段だんの脇わきにある自じ販はん機きのところまで移動する。今は、意外と人がいない。

「それで、話って？」

「あ、あのね……」

　俯うつむいた七海の顔が赤い。

「お、おう」

　それにつられて、空太も緊きん張ちようしてきた。

「言いにくいんだけど、お願いがあるの」

　妙みような空気に、生なま唾つばを飲み込こんだ。

「その……今日、買い出し当番代わってくれない？」

「……は？」

「だ、だから、買い出し当番代わってほしいの。このあと、掃そう除じがあって、バイトのシフトも早くて……学校から直ちよく接せつ行かないと間に合わないから」

「お願いって、それ？」

「そうだけど」

「それ言うの教室でもよくない？」

「よくない」

　七海はむっとした表ひよう情じようを浮うかべている。反はん論ろんしたら噛かみ付つかれそうだったので、空太は曖あい昧まいに返事をしながら、七なな海みの差し出してきた買い出しのメモを受け取った。

「埋うめ合わせは絶ぜつ対たいにするから。ごめん……ありがと」

「いいよ。これくらい。商店街寄よって帰るだけだし」

「あ、でも……絶対にお礼はするから。覚かく悟ごしておくように」

「……なんで、いいことしたのに、俺おれ、おどされてるの？」

「少し、美み咲さき先せん輩ぱいを見習おうと思って」

「青あお山やま……ほんと、お願いだから、宇う宙ちゆう人じんに転てん職しよくするのはやめてね！　青山はさくら荘そうにおける、俺の心の拠より所なんだから」

「なっ!?　か、神かん田だ君、急になにゆーてんの……ウチ、今日、掃そう除じ当とう番ばんやから……」

　なぜか、耳を真っ赤にした七海が教室に逃にげ帰っていく。その背せ中なかを眺ながめながら、

「どうしたんだ、青山のやつ」

　と空そら太たは呟つぶやくのだった。




　七海と別れたあと、空太は教室で鞄かばんを回かい収しゆうしてから、ましろを迎むかえに美び術じゆつ室しつに足を運んだ。美術室にはましろだけが残っていて、すでに実習の後あと片かた付づけは終わっていた。

「椎しい名な、帰るぞ」

「うん」

　ドア口から声をかけ、教室内のましろに近づいていく。

　イーゼルに立てかけられた画用紙の絵を見て、空太は素そ朴ぼくな疑ぎ問もんを口にした。

「お前、指、もう大丈夫なのか？」

　昨日、包丁で切った右手の人差し指には、クマのキャラクターが描かかれたバンソウコウが貼はられている。

「痛いたくも痒かゆくもないわ」

「そういうセリフを吐はくやつは、最終的に主人公に負ける運命なんだぞ」

「口ほどにもないわね」

「なにがだよ！　俺がって意味か？　どういう目で俺を見てんだ！」

「…………」

「いや、わかったから、そんな透すき通った目で俺を見るな」

「なんで？」

「て、照れるからだよ！」

「それ、なんていう病気？」

「勝手に俺の持病を作るな！　いいから帰るぞ！　お前、今日、担たん当とう編へん集しゆうさんが来るんだろ？　何時だ？」

「学校が終わる頃に来るって」

「だったら、すぐ帰らないとまずいだろ！」

「うん。急いで、空そら太た」

「急ぐのはお前だ！」

　今日も絶ぜつ好こう調ちようにずれているましろを連れて美び術じゆつ室しつを出ると、空太は下げ駄た箱ばこに向かった。

「……買い出しは寮りように戻もどってからだな」

　まずはさくら荘そうに、ましろを連れて帰らなければ。

「なに？」

「独ひとり言だよ」

「わたしがいるのに」

「どういう意味だ！」




　一階に下りると、下駄箱の前で仁じんと鉢はち合あわせた。

　空太とましろを見るなり、

「今日もふたりは仲良しで妬やけてくるね」

　とか言ってきた。

　とりあえず、それは無む視しして、靴くつに履はき替かえるようましろを促うながし、空太も下駄箱を開けて靴を取り出した。

「空太が大人おとなになってしまって、俺おれは寂さびしいよ」

　下駄箱を挟はさんだ向こうから、仁のふざけた声が聞こえてくる。

「一年以上もさくら荘にいれば、嫌いやでも精せい神しんは鍛きたえられるんですよ」

　何か言い返してくるかと思ったが、仁からの返答はない。

　上うわ履ばきを下駄箱にしまって少し待つと、靴に履き替えたましろがやってきた。なのに、仁は出てこない。

　不思議に思って、三年生の下駄箱を覗のぞき込こんだ。

「仁さん？」

　声をかけてもぴくりともしない。仁は上履きのままで、封ふう筒とうから取り出した手紙のようなものを見ていた。

「そ、それって!?」

　仁が手紙を封筒にしまう。

「も、もしかして、ラブレターってやつですか？」

「ま、そういう類たぐいのものだな」

　その遠回りな肯こう定ていは気になるが、まさか、下駄箱にラブレターを入れるなんて文化が実じつ在ざいしているとは思わなかった。あれは、フィクションの中にだけ存在する幻まぼろしなんだと空太は思っていたのに。

「気になるなら、見るか？」

「え？　いや、俺おれが読んだらまずいでしょ」

「ましろちゃんも興きよう味みあるみたいだし、誰だれにも言わないならいいよ」

　仁じんの言う通り、空そら太たの背せ中なかから顔を覗のぞかせて、ましろがラブレターを凝ぎよう視ししている。

「じゃ、じゃあ、ちょっとだけ」

　白い封ふう筒とうを受け取る。ハートマークのシールで留められた口を開き、中から手紙を取り出して開く。その瞬しゆん間かん、空太は「は」と口を開け、そのまま硬こう直ちよくした。

　薄うすっぺらの紙に、氏名、住所、本ほん籍せき、父母の氏名などが書かれていて、ご丁てい寧ねいに捺なつ印いんまでされている。

　ふたつの氏し名めい欄らんに『三み鷹たか仁』と『上かみ井い草ぐさ美み咲さき』の名が記されたその用紙の冒ぼう頭とうには、はっきりと『婚こん姻いん届とどけ』と刻きざまれていた。

　昨日、美咲が市役所に行くと言っていたのは、これをもらいに行くためだったらしい。

　丁寧に折りたたんで封筒に戻もどし、空太は婚姻届を仁に返した。

「ご結けつ婚こん、おめでとうございます」

「おめでとう、仁」

「冗じよう談だんきついぞ、ふたりとも」

　さすがの仁も顔が引きつっている。熱ねつ烈れつなアプローチもついには、この段だん階かいにまで到とう達たつしていたとは。恐おそるべし、宇う宙ちゆう人じん。その持ち前の行動力とアグレッシブさを恋れん愛あい方ほう面めんに全力で投じる今の美咲は、仁への愛に生きるモンスターと化している。

「俺、しばらくさくら荘そうには帰らないから、よろしくな、空太」

　疲つかれた背せ中なかでそう語って、仁じんはひとり先に昇しよう降こう口ぐちから出て行った。

「……美咲先せん輩ぱい、やりすぎだろ」

　けど、そこまでしても、仁は美咲の気持ちを受け流している。正面から向き合うことを避さけ続けている。仁の回かい避ひ能のう力りよくもまたすごい。

「こーはいくん！」

「おわっ！」

　考え事をしていると、突とつ然ぜん、背中にやわらかい生き物が負ぶさってきた。たまらずに空太は膝ひざから崩くずれた。

「だ〜、離はなれてください、美咲先輩！」

　空太が悲鳴を上げても、首に両手を絡からめた美咲は離れてくれない。背中に押おし当てられたふくらみの存そん在ざい感かんは凄すさまじく、首くび筋すじにかかる吐と息いきともあいまって、理り性せいなんかどっかにいってしまいそうだ。その上、甘あまくてとろけそうないい香かおりがする。

「仁、何か言ってた？」

「え？」

「下げ駄た箱ばこの愛の手紙だよ！　こーはいくんも読んでたでしょ？」

「……ああ、って、見てたんですか？」

「うん、そこの下駄箱の陰かげからね！」

　空そら太たを突つき飛ばすように、元気に美み咲さきが飛び起きる。膝の埃ほこりを払はらいながら、空太も立ち上がった。

「驚おどろいてはいたみたいですけど……」

「わたしも驚いたわ」

　ましろが自分の感想を口にする。

「う〜ん……これでもダメかぁ」

　珍めずらしく美咲が沈しずんだ声を出した。

「仁じん、どうして、本気だってわかってくれないんだろう……」

　すでに見えなくなった仁の背せ中なかを追うように、美咲が遠くを見み据すえている。

「気持ち伝えても……いつも冗じよう談だんにされちゃうんだよね……」

　何も言えず、空太は下した唇くちびるを軽く噛かんだ。

「よし、次はもっと大だい胆たんに行ってみよう！　お〜！」

　美咲が拳こぶしを天上に突つき上げる。

　次は一体何をする気だろうか……。婚こん姻いん届とどけの時点で、もはや究極まで行ってしまっている気がするのだが……。

　その美咲は、

「クマがくまった〜。くまってら〜」

　とか、謎なぞの歌を歌いながら、元気に走り去っていった。

　静けさだけが昇しよう降こう口ぐちに取り残されている。

「椎しい名な」

「ん？」

「俺おれたちも帰るか」

「うん」




　七なな海みに頼たのまれた買い出しは後回しにして、空太はいつもの通学路をましろとふたりでさくら荘そうまで帰ってきた。

　少し緊きん張ちようした手つきで、外の郵ゆう便びん受うけを開ける。そろそろ『ゲーム作ろうぜ』の結果通知が届とどいてもいい頃だが、中身は空っぽだった。

　落らく胆たんと安あん堵どを同時に感じていると、誰だれかの足音がすぐ後ろで止まった。

「こんにちは」

　空太が振ふり向いた先にいたのは、ましろの担たん当とう編へん集しゆうをしている二十代半ばの女性、飯いい田だ綾あや乃のだった。印象のやわらかいベージュの膝ひざ丈たけスカートに、上は揃そろいのジャケットを着きていて、肩かたから大きめのトートバッグを提さげている。軽くウェーブのかかった髪かみが、お辞じ儀ぎにあわせてふわりと膨ふくらんだ。

「あ、こんにちは」

　綾あや乃のと会うのはこれで三度目だ。夏に一度と、にゃぼろん制せい作さく中ちゆうに一度、さくら荘そうを訪たずねてきたので面めん識しきはある。いつもは穏おん和わな印象の綾乃だが、今日はさすがに表ひよう情じようが硬かたい。

「綾乃……」

　ましろは少しばつが悪そうにしている。

「えっと、立ち話もなんですから、中にどうぞ」

　空そら太たが先頭に立って、ましろと綾乃をさくら荘に促うながす。玄げん関かんで靴くつを脱ぬぎ、綾乃にはお客さん用のスリッパを出した。

「ありがとう」

「打ち合わせ、どうします？　広い方がいいんでしたら、ダイニング、使ってもらってもいいですけど」

　空太がそう声をかけても、綾乃は無言でましろの右手を見ていた。

「あ、なんか、もう殆ほとんど治ったみたいです」

　ましろが何も言わないので、代わりに空太がフォローをしておく。

「そう。では、原げん稿こうも確かく認にんしたいので、椎しい名なさんの部屋でもいい？」

「……わかったわ」

　ましろに続いて、綾乃が階かい段だんを上がっていく。それを空太は一階で見送った。仕事の話であれば、空太が口出しすることじゃないし、同席するのもおかしい。

　しばらく時間もかかるだろうから、先に買い出しにでも行ってこようか。そう思い、空太が制服から私服に着き替がえようと自室に戻もどると、ポケットの中でケータイが鳴った。

　ディスプレイに表示されているのは実家の番号。たぶん、妹の優ゆう子こだ。

「はい」

　と空太が電話に出ると、ものすごい勢いきおいで、

「クリスマスプレゼントはお兄にいちゃんを所しよ望もうするよ！」

　と、案あんの定じよう、妹の優子がまくし立ててきた。今さら、声を聞き間ま違ちがえるはずもないし、そもそも、空太のことをお兄ちゃんと呼よぶのは、宇う宙ちゆうにたったひとり、妹の優子しかいない。今日も寂さびしくなって、電話してきたんだろう。

　なかなか兄あに離ばなれをしない妹を成長させるため、少し意地悪をしてやろうと思い、

「どちらにおかけですか？　たぶん、間違ってますよ」

　と空太は鼻を摘つまんで声こわ色いろを変え、大人のような口調で応おう対たいした。

「え!?　あ、す、すいません！　すいません！　ごめんなさい！」

　慌あわてた様子で、何度も謝あやまってから優ゆう子こが電話を切る。

　しばらく待ってもかけ直してこない。今日は諦あきらめたのかと思ってケータイを閉とじようとしたところで、また鳴った。

「ん？　何か用か、優子」

「どうしよう、お兄にいちゃん！　怪かい奇き現げん象しようだよ！　登録してある番号からお兄ちゃんに電話をかけたのにね、今、違ちがう人のところに繋つながったんだよ？」

「ふ〜ん、不思議なこともあるんだな。たぶん、電話線の中に住んでいる妖よう精せいさんが、仕事をミスったんだろ」

「お兄ちゃん、妖精さんにちゃんと仕事するように言っておいてよ」

「わかった。今度言っとく」

「って、そんな嘘うそにはだまされないんだからね！　よくよく考えたら、さっきのアレ、お兄ちゃんだよ！」

「あ、ばれたか」

「優子だって、オトナのシャカイがギマンに満ち溢あふれていることくらい、もう知ってるんだから」

「そうか、優子は大人おとなになったんだな。で、今日は何の用だ？」

「驚きよう愕がくの事実が発覚したんだよ、お兄ちゃん」

「まじか！　それは驚おどろいたな」

「まだ何も言ってないよ〜！　お兄ちゃんと離はなれ離ばなれになって、もう一年と八ヵ月も経たつのに、お兄ちゃんから優子に電話をかけてきたことはないんだよ？　ただの一度も！　さっきそのことに気づいたからお説教をしようと思ったの！」

「だって、用ないから」

「ガーン！　ないなら作ってよ！」

「電話代がもったいない」

「最近、お兄ちゃん、冷たい」

「そういう話ならまた今度にしてくれるか？　今、張はり込こみ中で手が離せないんだ」

「何を張り込んでるの？」

「『それを言うなら、取り込み中でんがな！』って突つっ込んでこい！」

　大丈夫だろうか、この純じゆん粋すいさ。いや、鈍どん感かんさというべきなのか……。来年から高校一年生になるはずなのだが、精せい神しん年ねん齢れいがだいぶ幼おさない気がする。

「とにかく！　お兄ちゃんが冷たいから、私の心はキンキンに冷えてるんだよ。だから、クリスマスプレゼントはお兄ちゃんを熱望だ！」

「熱望だ！　って、なんか、キャラ変わってるぞ、お前。つうか、俺おれをもらってどうする気だ」

「素す敵てきな夜を過すごすの！」

「親父に聞かれると面めん倒どうだから、あまり大きな声で、そういうこと言わないようにな。てか、クリスマスに帰るのはちょっと無理だと思う」

　百パーセントの確かく率りつで、ましろは期末試験で０点を取りまくり、追試になるだろう。そして、夏休みのとき同様、追試に合ごう格かくするまで、空そら太たの冬休みはなくなるはずだ。

　追試自体は、模も範はん解かい答とうを丸暗記させるだけなので、殆ほとんど労力はかからないが、学校に送り迎むかえする人員が必要なことは確たしかだ。

「お正月は？　冬休みは帰ってくるでしょ？」

「ん？　ああ……そうだな。どうしようかな」

　福岡の実家に帰るのはやぶさかではないのだが、それを行うにはとてつもなく大きな問題がひとつある。いや、とてつもなく大きな荷物を持っていかなければならなくなる、というべきか。

　あれは、夏休み……実家に帰ろうという旨むねを、千ち尋ひろに伝えたときのことだ。

　──あんた、帰省するなら、ましろも連れて行きなさいよ

　と真顔で言われている。世にも恐おそろしいことに、あの目は冗じよう談だんではなく完全に本気だった。

「お兄にいちゃん？　聞いてる？」

「ああ、悪い。ちょっと人生について考えてた。てか、猫ねこの世話もあるから、帰るのは難むずかしい気がするな」

「その言い訳わけは夏に聞いたよ！」

「いや、冬になっても状じよう況きようは変わらないだろ」

「大だい丈じよう夫ぶだよ！　猫はコタツで丸くなるから」

「妹よ。意味がわからないぞ」

「とにかく！　冬休みは絶ぜつ対たいに帰ってきてよ！　帰ってこなかったらケッコンだよ！」

「そこはゼッコウだろ！　つうか、血の繋つながった兄妹だからな、俺おれたち！」

「実は繋つながってなかったって、設せつ定ていがもうじき出てくる予定だもん！」

「俺はお前の育て方を大きく間ま違ちがえてしまったようだ……すまん、妹よ」

「約束だからね！　帰ってきてよ？」

「前向きに検けん討とうしておくよ。じゃあ、な」

「あ、ちょっ……」

　ケータイを閉とじて通話を終了する。

「……妹よ。お前はどこに行こうとしているんだ」

　とは言え、年末年始くらいは実家で過すごしたいとも思う。どうしたものか……。問題はやはりましろだ。いや、ましろもイギリスに帰って、新年はご両親と過ごしたりするのかもしれない。遠い海の向こうには、友人のリタもいるのだ。

「あいつ、漫まん画がの連れん載さいがあるからな……」

　それを考えると難むずかしい気もする。今年の年とし越こしはさくら荘そうになりそうだ……。

「ま、椎しい名ながどうするか聞いてから決めればいいか」

　そう思い、空そら太たはさっさと着き替がえを済すませた。

　優ゆう子この相手をしていたせいか、結けつ構こう時間が経たっている。商店街のお店は夕方の五時か六時には閉しまるので、のんびりもしていられない。

　ハンガーにかけた制せい服ふくのポケットから、七なな海みが書き出した買い出しのメモを取り出し、部屋を出る。

　玄げん関かんで靴くつを履はいていると、二階から綾あや乃のがひとりで下りてきた。ましろがやってくる気け配はいはない。

「お説教はもう終わったんですか？　椎名は？」

「原げん稿こうを描かきはじめてしまいました……」

　綾乃が少し困こまった顔をしているのは、言いたいことを全部言えないうちに、ましろが集中モードに入ってしまったからだろう。

「あいつ、指、ほんとに大だい丈じよう夫ぶでした？」

　学校でも午後の実習では筆を握にぎっていたようなので、そうだと信じたいが、描くことに関しては、どんな無茶だってやりかねない。

「その点はしつこく確かく認にんしたから、大丈夫だと思うけど。痛いたみも、違い和わ感かんもないって言ってはいたから」

「そうですか……」

「恐こわい編へん集しゆうが、無理やり描かかせてると思ってる？」

「あ、いや、そういう意味に聞こえたんなら、ごめんなさい」

　さっきのが冗じよう談だんだと言うように、綾乃はやわらかい笑みを浮うかべると、スリッパを脱ぬいで、パンプスに履はき替かえた。

「あれ？　もう帰るんですか？」

「あの様子だと、今日中に原稿は上がるでしょうからね」

「そうですか」

「……」

　考え事をして視し線せんを戻もどすと、綾乃がじっと空太を見ていた。

「な、なんですか？」

「空太君、今、少しいいかな？」

「え？　俺おれですか？」

「いくつか、聞いておきたいことがあるんだけど……あ、そんなに構かまえなくていいわ」

「だったら、俺、これから商店街に買い物に出るので、駅までの道でもいいですか？」

「うん。それで十分」




　緩ゆるやかな坂道を綾あや乃のと並ならんで歩く。意外と綾乃は歩くのが早い。これは、ましろの遅おそさに慣なれたせいで、そう感じるだけだろうか。

「率そつ直ちよくな意見を聞かせてほしいのだけど」

「はあ」

「ここ最近の椎しい名なさんを見て、空そら太た君はどう思ってる？」

「どうって……」

「たとえば、綺き麗れいになったとか、かわいくなったとか、抱だき締しめてしまいたいとか、感じたことを聞かせてくれるとありがたいのだけど」

「俺おれに何を言わせたいんですか……」

「冗じよう談だんはさておくとして」

「……真顔で冗談言うのやめてください！　思わず、本音を答えそうでしたよ！」

「う〜ん、失敗だったなあ。もうちょっと引き伸のばせば、高校生のリアルな本音が聞けたかもしれないのに」

「それも冗談ですよね？」

「あ、これは、本気」

　これが大人おとなの余よ裕ゆうというやつだろうか。掴つかみ所がなくて困こまる。

「でも、最近の椎名は、ってどういうことですか？」

「う〜ん、そうねえ」

　唇くちびるをつんと上に向けて、綾乃が考え込こむ。何か塗ぬってあるのか、艶つや々つやでキラキラしている。その色っぽい唇が再び動いた。

「はじめて会ったとき、椎名さんは芸げい術じゆつ家かの顔をしていたのよね」

「……」

「透すき通った目をしていてね。向かい合わせに座すわっていると、不思議な感覚に襲おそわれたのをよく覚えているわ。私を見ているのに、私を見ていないような……どこか、浮うき世よ離ばなれしたところがものすごく印象的だった」

「俺も初対面のときは、そんな感じでしたよ」

　まあ、空太の場合は、ましろの本ほん質しつを取り違ちがえて、繊せん細さいでか弱い、ちょっとしたことで壊こわれてしまう、守ってあげないといけない存そん在ざいに見えたのだが……。

「だけどね……今は時々だけど、椎名さんが普ふ通つうの女の子の顔をするの」

「普通の？」

「空太君は、そうは思わない？」

「……俺は」

　確たしかに、ここ最近、ましろに対して違い和わ感かんはあった。その正体がなんなのか、深く考えようとはしていなかった。考えたところで、どうせましろのことだから、わかるはずがないと、高をくくっていたところもある。

「俺おれは……ちょっと違ちがうっていうか……いや、全然違うか……。その、なんか今の椎しい名なを見ていると、落ち着つかない感じがするんです」

　形になっていない感かん情じように当てはまる言葉を探さがしていく。慎しん重ちように、自分が今本当に思っていることを掘ほり当てるようにしながら……。

「なんか、気持ち悪いっていうか……違うな。不ふ愉ゆ快かい？　それも違う気がする……。ただ、その……少し苛いら々いらするんですよ」

　ああ、そうだ。最近のましろを見て感じていたのは、本ほん能のう的てきな苛立ちだ。なぜかと聞かれても、理由は答えられそうにないけど、今のましろは何か間違えているという気がしていた。

「それは貴き重ちような見けん解かいねぇ」

「あいつ、前は漫まん画がのことしか頭になくて、その他のことは全部どうでもいい感じだったのに、急に料理をしたいとか言い出して、おかしいんですよ。前はそんなことなかったのに、何もしないでぼ〜っとしているときもあるし……今の椎名は、本当の椎名じゃない気がするっていうか……」

　小さかった苛立ちは、しゃべるほどに空そら太たの中で鎌かま首くびをもたげるように成長していく。

「空太君の目には、そう映うつるんだ」

「飯いい田ださんは違うんですか？」

「そうね。むしろ、今の椎名さんの方が普ふ通つうに思える」

「え？」

　空太にしてみたら、意外な返答だった。

「誤ご解かいしないで聞いてほしいのだけれど、おかしかったのは、今までの方だと思うからよ」

「それは……確たしかにそうですけど」

「だから、私は少し迷まよっています」

「今の椎しい名なに？」

「ええ。絵の勉強しかしてこなかった椎名さんが、普通の高校生らしい体験を通して『普通』であること知っていくのは、とても大切なことだと思うの。ただ、それが椎名さん特有の浮うき世よ離ばなれした世界観を失うことに繋つながるのだとしたら、作品性を殺しかねないとか、余よ計けいなことを編へん集しゆうという立場だと考えてしまってね。考えすぎだとは思うけど。たぶん、彼女の持つ才さい能のうや、経けい験けんしてきたものは、今さら価か値ち観かんが少し変わったくらいでは揺ゆらがないでしょうから」

「なんとなく……わかります」

　ましろの才能は天てん性せいのものでもあるのだろうけど、それを世界で通用するレベルにまで研ぎ澄すまさせたのは、絵を描かくことが当たり前だった幼おさない頃の生せい活かつ環かん境きようと、当人の強い意い志しと努力の結けつ晶しようであることは疑うたがう余よ地ちがない。地道な日々の積み重ね。その結果、今、花開いているのだ。一いち夜や漬づけやにわか仕じ込こみとはわけが違ちがう。感かん性せいも技ぎ術じゆつも、今まで絵を学ぶ中でましろが吸きゆう収しゆうしてきたものは、血となり肉となっている。だから、簡かん単たんに失われるものではない。

「空そら太た君はどう思ってるのかな？」

「どうって」

「どっちの椎しい名なさんが好き？　って、これだとどちらも好きですって返事がきちゃうか？」

「な、なに言ってんですか」

「照れちゃってかわいいなあ」

　からかうように、綾あや乃のが笑っている。

「お、俺おれは……今の椎名よりも、前の椎名の方が安心できます」

　空太の返事を聞いた綾あや乃のは、すぐに笑みをしまって、

「安心か……それは、どうして？」

　とさらに聞いてきた。

「一度、椎名のすごさを見たら……やばいって思って、俺も何かしなくちゃって気持ちにさせられて、そういう圧あつ倒とう的てきな存そん在ざいには、やっぱり、惹ひかれるんですよ。椎名の揺ゆるがない強さは、たぶん、俺の理想だから……」

「なるほど、だから、他のことに興きよう味みを持った椎名さんを見てると不安なんだ。それで、苛いら々いらするんだね」

「それは……」

　自分でも気づいていなかったことを言い当てられて、空太は反はん射しや的てきに言い訳わけをしようと思ったけど、言葉は続かなかった。

「そして、若わか者ものはいばらの道を行くわけか」

「なんです、それ？」

「たったひとつの理想を追い求める若者の純じゆん粋すいさは、お肌の曲がり角を過すぎた私を切なくさせるという話」

「飯いい田ださんはまだ若いですよ？」

「そういう天然たらしの発言は、空太君には似合わない」

「別にそんなつもりで言ったんじゃありません！　仁じんさんと一いつ緒しよにしないでください」

「あ〜、確たしかに三み鷹たか君には、魔ま性しようの力を感じたわね。でも、そっか……そうよね」

　なにやら、ひとりで綾乃が納なつ得とくしている。

「なにが、そっか、なんですか？」

「さくら荘そうという、あんな面おも白しろそうな場所にいて、何の影えい響きようも受けないなんてことはないのよね。私も、君たちみたいな高校生活をしてみたかったな」

「……言っておきますけど、さくら荘そうは問題児の巣そう窟くつですよ」

「それってスリリングよぉ」

「毎日、退たい屈くつしないのは確たしかですけど、オススメはしません」

「ないものねだりは、やめられないわぁ」

　やがて、空そら太たと綾あや乃のは芸大前駅に到とう着ちやくした。

「あ、そうだ。大切なこと忘わすれてた」

　改札に向かおうとした綾乃は立ち止まり、見送りに立っていた空太のところまで戻もどってきて、トートバッグから一いち枚まいのＡ４用紙を出した。

　一番上に『忘ぼう年ねん会かいパーティのお知らせ』と書いてある。

　日につ程ていは来月の二十四日。クリスマスイブの午後七時から、都内ホテルのイベントホールでやるらしい。こういうのを見ると、ましろはプロの漫まん画が家かなんだと強く実感して、胸むねにちくりと痛いたみが走る。先ほどは、ましろに揺ゆるがない強さを求めておきながら、こうして、その強さを目まの当たりにすると、心に擦すり傷きずを作ってしまう。自分でも矛む盾じゆんしているとは思う。でも、それが今の嘘うそ偽いつわりのない空太なのだ。

「椎しい名なさんに渡わたしそびれたから、渡しておいてくれる？」

「あ、はい」

「あとで、私からも電話で伝えるけど、ぜひ参加するように言っておいてね」

「はあ」

「編へん集しゆう長ちようも椎名さんに会わせろってうるさいの。いい機会だから」

「わかりました。確かに」

「じゃあ、色々聞かせてくれてありがと」

　手を振ふりながら、綾乃が改札をくぐった。その姿すがたが見えなくなってから、空太は買い出しをするために商店街に足を向けた。忘年会のお知らせは、折りたたんでポケットにしまっておいた。




　買い出しを終えた空太が、両手に荷物を抱かかえてさくら荘そうに戻もどってきたのは、もうすっかり日も暮くれて、星空が顔を出してからだった。

　荷物を抱えたまま、外の郵ゆう便びん受うけを覗のぞき込こむ。今では見み慣なれた『ゲーム作ろうぜ』を主しゆ催さいしているハードメーカーの封ふう筒とうが見えた。一いつ旦たん、玄げん関かんで荷物を降おろし、ダッシュで戻って郵便受けから封筒を取り出す。

　部屋まで我が慢まんができず、空太は玄関で乱らん暴ぼうに破やぶいて封を開けた。

　薄うすっぺらの紙が一枚。

　合ごう格かくか、不合格かはまだわからない。どちらにしても、一枚しか入っていないのだ。

　三つに折られた紙を広げる。

　その文面を全部読む前に、空太は用紙をくしゃっと握にぎり締しめた。

　──まことに残念ですが、今回はご縁えんがなかったものと……

「くそっ！」

　玄げん関かんの扉とびらに頭を打ち付つける。またダメだった。

　奥おく歯ばを噛かみ締しめて、苛いら立だちをゆっくりと飲み下していく。何度も落選を続ける中で、空そら太たの結果の受け止め方は明らかに変化していた。

　最初の頃は純じゆん粋すいに悔くやしいと思い、その悔しさを原動力にして、次こそはがんばろうという気になれた。それが回を重ねるごとに、なぜ上う手まく行かないのかという疑ぎ問もんが膨ふくれ上がり、今日に至いたっては、悔しいと思う前に、感情が苛いら立だちに荒あれた。

　八つ当たりをしても仕方がない。結果がすべて。そして、その結果の原げん因いんは、全部空太にあるのだ。目を背そむけずに受け入れて、この経けい験けんを次に生かしていかなければならない。

　まずは冷静になろう。そう思って、握り潰つぶした結果通知書を真っ直ぐに伸のばそうとしたら、力を入れすぎて紙が破やぶれた。そんな些さ細さいなことがまた苛立ちを増ぞう幅ふくさせる。

　空太は落選の通知書を、今度こそくしゃくしゃに丸めて放り投げた。そんなことをしても少しもすっきりはしない。ガキみたいなことをしている自分に嫌いや気けが差しただけだ。

　すると、物音が聞こえたからか、ダイニングからましろが出てきた。

「空太」

　その姿すがたを見るなり、空太は眉まゆを顰ひそめた。制せい服ふくの上にエプロンをつけたましろが、両手にそれぞれ包丁とキュウリを持って立っていたから。

「お前、なにしてんだよ」

　一いつ瞬しゆんで感かん情じようが逆さか立だった。

「料理」

「原げん稿こうは？」

　声にトゲが含ふくまれているのを自覚しても、空太には止められなかった。

　ましろの目に緊きん張ちようが宿る。

「終わった」

「だからって、なにしてんだよ」

　有り余あまる苛立ちに、きつく拳こぶしを握にぎった。

「料理」

「お前、昨日それでケガして、原稿の続きできなくなったの忘わすれたのか!?」

「……」

「また指をケガして、今度は一日や二日で治らなかったらどうする気だよ！」

　もう体は完全に怒いかりに支し配はいされていて、自分をコントロールすることなど不ふ可か能のうだった。

「気をつける」

「ふざけんな！　漫まん画がの連れん載さいに集中しろよ！」

「原稿はやった」

「少し前のお前は、もっとやってたよ！　とことんまでクオリティ上げるのに専せん念ねんしてただろ！」

「……」

「描かくことを許ゆるされてるやつが、手ぇ抜ぬくようなことをするな！」

「……そんなこと」

「連れん載さい代かわってほしいやつなら、いっぱいいるんだぞ！」

「そんなこと言うなら……」

「なんだよ」

「そんなこと言うなら、わたしから出ていって！」

　言葉の意味はわからなくても、ましろの一言は空そら太たから思考を奪うばうには十分過すぎた。はじめてだったから。ましろが張はり裂さけそうな声を出したのは……。

「空太のせいよ」

「意味わかんねえ……なんだよ、それ……」

「出ていってよ」

「だから、どういうことだよ！」

「知らない」

「ほんと、無茶苦茶だな、お前は！」

「知らないもの、こんな気持ち」

「だから、何がだよ！」

「教えてよ……」

「知るか！」

「教えてよ、空太！」

　揺ゆるがないましろの瞳ひとみに見つめられ、空太は何も言えなくなっていた。

　そのとき、玄げん関かんの扉とびらが開き、千ち尋ひろがだれた声を出しながら帰ってきた。

「はあ〜、今日もほんと無む駄だに疲つかれたわ……って、あんたら、玄関でなにしてんの？」

　空太は靴くつを脱ぬいだところで、ましろは手に包丁とキュウリを持っているのだから、千尋の疑ぎ問もんはもっともだ。

「なに、私に無む断だんで修しゆ羅ら場ばってるわけ？　ちゃんと予告してくれないと見み逃のがしちゃうじゃない」

「人の不幸からエネルギー吸きゆう収しゆうするのやめてください」

　空太は冷ややかに言い放った。けど、そんなもの、千尋はものともしない。

「どうでもいいけど、ましろ、あんたはしばらく刃は物ものは禁きん止しよ」

　てきぱきと靴を脱いで、千尋がましろから包丁とキュウリを奪うばい去った。

「千尋、わたし」

「あんたは普ふ通つうじゃないんだから、焦あせんなくていいの」

　堂々とそんなことが言えるのは、教きよう師しだからだろうか、それとも、ましろの従い姉と妹こだからだろうか。いや、性せい格かくがなせる技わざのような気もする。

「……わかった」

　しぶしぶといった様子で、ましろが千ち尋ひろに従したがう。そのまま、空そら太たには何も言わずに階かい段だんを上がって二階に姿すがたを消した。

「神かん田だ、邪じや魔まだから、そんなとこでアホ面づらさげてないで、さっさと部屋戻もどんなさい」

　傍ぼう若じやく無ぶ人じんな千尋に言い返すだけの気力が、空太には残っていなかった。

　──そんなこと言うなら、わたしから出ていって！

　そう感かん情じようをぶつけてきたましろのことで、頭がいっぱいになっていたから。

「何なんだよ、ほんとに……」




　　　　４




　その夜、やろうと思っていたプログラムの勉強はやめて、空太はただベッドに寝ね転ころがって天てん井じようを眺ながめていた。

　時折、じゃれてくる猫ねこは無む視しして、自分とましろのことだけをずっと考えていた。

「八つ当たりだったのかな……」

　違ちがうと思う。企き画かくオーディションの結果がどうであろうと、またケガするかもしれないのに、料理をしようとしていたましろのことは許ゆるせなかった。

　もうちょっと言い方はあったかもしれないが、今回のことに関しては、絶ぜつ対たいに自分の方が正しいと思う。

「俺おれの方からは謝あやまらないからな」

　今度ばかりは、折れるつもりはない。

　それくらい、ましろの行動が気に入らないのだ。

　バカにされたような気分だったから。毎日寝ね落おちをするまで漫まん画がを描かき続け、その努力の末に勝ち取ったものの価か値ちがましろにはわかっていない気がする。どうして、雑ざつ誌しで連れん載さいできるという立場を大切にしないのか……ジャンルこそ違ちがえど、空太がほしいものをましろは持っているのだ。

　今も思い出すと叫さけんで暴あばれ出してしまいそうだ。

「こーはいくん、お風ふ呂ろ空いたよ〜」

　外から美み咲さきが声をかけてきた。

「あ、はい」

　返事をして起き上がる。そのとき、尻しりポケットで紙が潰つぶされる音がした。

　なんだろうと思って取り出したのは、綾あや乃のから預あずかった忘ぼう年ねん会かいパーティのお知らせだ。ましろに渡わたしそびれた。

　もう一度、なんとなく内ない容ようを眺ながめる。十二月二十四日の午後七時から、都内のホテルで行われる旨むねが記しるされていた。

　部屋のドアがノックされたのはそんなときだった。

「神かん田だ君、いる？」

　この声は七なな海みだ。

「いるぞ」

　恐おそる恐るといった感じでドアが開き、

「今、いいかな？」

　と七海が顔を覗のぞかせて聞いてきた。

「いいよ」

「うん」

　そう短く返事をして、七海が部屋に入ってきた。ドアもきちんと閉しめる。

「今日、買い出し代わってくれてありがと」

「わざわざ、それ言いに？　青あお山やまって真ま面じ目めだよな」

「それもあるけど、もうひとつ用事があって」

「なに？」

「これ、一いつ緒しよに行ってくれない？」

　七海が差し出してきたのは、前に仁じんからもらっていたお芝しば居いのチケットだ。入にゆう手しゆ難なん度どの高いレアものらしいが、舞ぶ台たいに詳しくない空そら太たには、その価か値ちがよくわからない。

「二に枚まいあってですね」

「なぜ、敬けい語ごになる」

「私ひとりだと一枚余あまるし」

「そりゃ、そうだろうな」

「ほ、他に誘さそう人がいなくて……」

「それは寂さびしいな……」

「神田君、さっきから、揚あげ足ばっか」

「悪い……なんか、性せい格かく悪い日みたいだ、俺おれ」

「……何かあった？」

「あったってほどじゃない……」

　本当はあったなんてもんじゃないのだが、自分の感かん情じようを上う手まく説明する自信がなかったので、空太は嘘うそをついた。まあ、黙だまっていたところで、共同生活をしている以上は、いずればれてしまうだろうけど……。

「なんか、釈しやく然ぜんとしないけど、いいや。それで、お芝居なんだけど、来月の二十四日でね。今日もそうだし、他にも色々と当番代わってもらってるから、お礼に、ご飯くらいはご馳ち走そうします」

「お礼とか、気にしなくていいから」

「で、どうかな？」

　上うわ目め遣づかいで七なな海みが聞いてくる。

「いいよ」

「え？」

「なんで驚おどろく」

「だ、だって、その二十四日だよ？　私と予定作っていいの？」

「今年は美み咲さき先せん輩ぱいも仁じんさんとふたりで過すごしたいだろうし、椎しい名なは出しゆつ版ぱん社しやの忘ぼう年ねん会かいがあっていないと思うし、赤あか坂さかに至いたっては、授業のない二十四日なんて冬休みの初日くらいにしか認にん識しきしてないだろうから、いいんじゃない」

「う、うん」

「それに、さくら荘そうにいると、クリスマスを呪のろおうとする千ち尋ひろ先生に付つき合わされて大変な目に遭あうぞ」

「そうなんだ」

「そう」

「じゃあ、約束だよ」

「ああ」

「絶ぜつ対たいだよ」

「そんなに信用できないなら、指きりでもしとく？」

「……する」

「いや、冗じよう談だんだったんだけど」

「する」

　なにやら、今日の七海はちょっと様子が違ちがう。ほんとに小指を差し出してきたので、空そら太たは観念して小指を絡からめた。クラスメイトの女子とこういうことをするのは、なんだか照れくさいし、ものすごく緊きん張ちようする。

「約束」

「おう、約束」

　絡んだ小指がようやく離はなれる。その小指を、七海は部屋から出て行くまで、もう一方の手でずっと握にぎっていた。

　明日で十一月も終わる。まだ当分先だと思っていたクリスマスは、意外と間近に迫せまっているのだと、空太は部屋のカレンダーを見て気づいた。

　けど、あと一ヵ月で今年が終わることには、不思議と意い識しきが向かなかった。
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「こーはいくん！　相談があるんだよ！」

「そうですか」

「雨にも負けず、風にも負けず、色々な作戦を試してきたけど、仁じん、全然わかってくれないんだもん！」

「……そうですね」

「これからどうしたらいいと思う？」

「その話、俺おれがトイレから出るまで待てませんか？」

　そう、ここはさくら荘そうのトイレ。狭せまい個こ室しつの中で、空そら太たは美み咲さきと向かい合っていた。

　これではズボンを下ろすに下ろせない。

「待てないよ！　一いつ刻こくを争う事じ態たいなんだから！」

「俺の膀ぼう胱こうも一刻を争う事態なんですけど！」

「もう我が慢まんできないんだもん！」

「だから、俺も我慢の限げん界かい！　いいから出て行ってください！」

　さくら荘で生活していれば、この程てい度どは日にち常じよう茶さ飯はん事じだ。いちいち、訴そ訟しようを起こしていたら、裁さい判ばんだけで三年間が終わってしまう。

　宇う宙ちゆう人じんの説得に十分間を要した空太は、ひとりにひとつという個室本来の使い方を取り戻もどし、ゆっくりと用を足してからトイレを出た。

「はあ」

　と、ため息を吐つきながら洗せん面めん所じよで手を洗あらう。蛇じや口ぐちを捻ひねって出てくる水は冷たくて、少し痛いたいくらいの指先の感覚が、もう季節は冬になったのだと空太に教えてくれた。

　寒くなるのも当然だ。今日は十二月十日。期末試験も今日で終わり、今年も残すところわずかというところまで来ている。

　特に冷え込こんだ今け朝さは、吐はく息も白く、手て袋ぶくろ、マフラー、コートで完かん全ぜん防ぼう備びした生徒の姿すがたもたくさんあった。

　太陽が沈しずんだ今はもっと気温が低く、廊ろう下かに出ると板いた張ばりの床ゆかはひんやりとしていて、裸足はだしで歩くのには少し勇気がいる。隙すき間ま風かぜが冷たいボロアパートのさくら荘にとっては、試練の季節が訪おとずれたのだ。

　寒い、寒いと繰くり返しながら、美咲の相談に乗るために二階に上がろうとしていると、視し界かいの隅すみっこに人ひと影かげを見つけた。

　立ち止まって確かく認にんする。空太の部屋の前にいたのは、パジャマ姿のましろだ。何をするわけでもなく、ぽつんと立っている。今までなら、ノックもせずに問答無用で部屋にやってきていたのに、最近はどうも様子が違ちがう。

　その原げん因いんも、きっかけも、時期も空そら太たは正しく認にん識しきしていた。ましろが包丁でケガをした翌よく日じつのことだ。担たん当とう編へん集しゆうの綾あや乃のが訪たずねてきて、注意をされたにもかかわらず、再ふたたび料理に挑ちよう戦せんしようとしていたましろとケンカになった。あれが、原因であり、きっかけだ。

　半月近くが経けい過かした今も、空太はあのときのわだかまりを払ふつ拭しよくできていなかった。漫まん画がを描かくために、ケガなんかしている場合じゃないのに、自分の指を大切にしようとしないましろが本気で許ゆるせなかった。

　──俺おれは間ま違ちがったことは言っていない

　その考えは日に日に強くなる一方だった。

「椎しい名な」

　空太が声をかけると、少し驚おどろいた様子でましろが横を向いた。

「どうした？」

「……バームクーヘンを食べたい」

　返事はしないで、空太はダイニングに入った。冷れい蔵ぞう庫この上に備び蓄ちくしてあるバームクーヘンをひとつ取り出して、あとからやってきたましろに手て渡わたした。

　ましろはすぐに食べようとはせず、包みを持ったまま、何か言いたそうな顔で空太の目を見てきた。

「他にも用あるのか？」

「ありがと」

「……別にいいけど」

「……空太」

「なんだよ」

「怒ってる？」

「……怒ってない」

「嘘うそ、怒ってる」

「怒ってない」

「……」

　ましろの表ひよう情じようは納なつ得とくしてない。それでも、もう一度聞いてくることはなかった。

「ごめんなさい」

「なにが？」

「……」

「わからないのに謝あやまるな」

「だって、空太、怒ってる」

「だから、怒ってないって言ってるだろ！」

　急に大きな声を出したせいか、ましろが一歩下がった。そして、バームクーヘンの包みを持ったまま、逃にげ出すようにダイニングから立ち去った。

「そんな恐こわい顔かおで怒ど鳴なったら、どこからどう見ても、怒おこってるように見えるぞ」

　ましろと入れ替かわりでやってきたのは仁じんだ。スタイルのよさを際きわ立だたせる丈たけの短いコートと細身のパンツ、首にはマフラーを巻まいている。今からお出かけをするようだ。今日は金曜日だから、レースクイーンの鈴すず音ねさんのところだろう。

　文化祭の期間が過すぎると、仁はすっかり外がい泊はくの帝てい王おうらしい、爛ただれた生活に戻もどっていた。今では一週間に一度帰ってくればいい方だ。

「……今の俺おれ、仁さんから見てどう見えます？」

「性せい格かく悪く見えるって言えば、満足するのか？」

「自分でもそう思います……ほんと、性格悪い……けど、納なつ得とくできないんですよ。椎しい名なは、自ら望んで漫まん画が家かになって、雑ざつ誌しで連れん載さいする枠わくを勝ち取ったのに、その価か値ちを理り解かいしていないような行動を取られると……バカにされてるみたいじゃないですか」

「それは空そら太たが勝手に思い込こんでることだろ？」

　同意してくれると思っていたのに、仁はさらっとそんなことを言った。

「やる気のないやつが、お遊びで毎日寝ね落おちするまで漫画を描かくと思うか？　世界的に評ひよう価かされている絵画をやめてまで漫画を描くと思うか？　その辺のことは、空太が一番よくわかってるだろ」

　確たしかに仁の言う通りだ。

「……けど、今の椎名はわけがわからないんですよ」

「そう思ってるなら、どうすればいいか、わかってんじゃないの？」

　冷れい蔵ぞう庫こから出した水をコップに注ぎ、仁が一気に飲み干ほす。

「それ、どういう意味ですか？」

　出かけようとする仁が、通り過すぎるときに肩かたに手を置いて、

「わかってあげろよ」

　と軽い調子で言ってきた。

「俺が間ま違ちがってるってことですか？」

「空太が自分で気づいていない自分の気持ちにだよ」

「え？」

「この半月、ずっと怒おこってるのは、漫画家としてのましろちゃんに、それだけ本気ってことなんじゃないのか？」

「……」

「それは彼女のことを応おう援えんしたい気持ちの裏うら返がえしだろ。昔の空太なら、悩なやんだり、考えたり、迷まよったりしている今のましろちゃんを見て、むしろ、ほっとしたと思うけどな」

「俺おれは……」

　本当に仁じんの言う通りなのだろうか。自信はない。今でもましろの才さい能のうを眩まぶしく思っている。時として、苦く痛つうに感じることもある。四月にましろがさくら荘そうにやってきてから、その点は何も変わっていないと思う。

　だから、仁の言葉を鵜う呑のみにはできなかった。

「ま、仲良くな」

　手をひらひらと振ふりながら、仁は玄げん関かんから出かけていく。ダイニングには、空そら太たの釈しやく然ぜんとしない気持ちが取り残されていた。

　──わかってあげろよ

　仁の言葉を反はん芻すうする。

「それができたら、苦労しないんだよ……」




　仁を見送ってから、空太は美み咲さきの相談に乗るために二階に上がった。一番手前の２０１号室が美咲の部屋だ。

　ドアには『あたしの部屋』と書かれたプレートが下がっている。さすが宇う宙ちゆう人じん。自分を中心にして世界を回している。

　だけど、その美咲にも思い通りにならないことはある。今日はその相談だ。はっきり言って、相談する相手を間ま違ちがえているとは思うのだが、だからといって付つき合わないわけにもいかない。どうせ、美咲のことだから、空太が断ことわったところで、納なつ得とくするまで付きまとってくるだろう。

「誰だれかの相談に乗ってる場合じゃないのにな……」

　ため息混まじりに愚ぐ痴ちを零こぼすと、突とつ然ぜん、背はい後ごから、

「神かん田だ君、上かみ井い草ぐさ先せん輩ぱいの部屋の前でなにしてるの？」

　と声をかけられた。不ふ審しん者しやを見る目をした七なな海みが階かい段だんを上がってくる。外は相当冷え込こんでいるらしく、七海の頬ほおは少し赤くなっていた。今、バイトから戻もどってきたようだ。

「……なにしてるように見える？」

「人にあるまじき行こう為い」

「違うわ！」

「じゃあ、なに？　ましろのお世話のことがあるから仕方がないけど、一いち応おう、二階は男だん子し禁きん制せいなんだからね。そこのところは、忘わすれないでよ」

「……美咲先輩に相談を持ちかけられたんだよ」

「相談？」

　七海の顔を見ていたら、いいことを思いついた。

「あ、そだ。青あお山やま、今、時間ある？」

「あるけどない」

「なんで!?」

「巻まき込こまれそうだから」

　鋭するどい洞どう察さつ力りよくだ。いや、さくら荘そうという環かん境きようで芽生えた防ぼう衛えい本ほん能のうだろうか。

「もはや、美み咲さき先せん輩ぱいの問題は俺おれなんかじゃ解かい決けつできない次元に到とう達たつしてるんだよ！　頼たのむ！」

「それ、私にも解決できない次元だと思うけど」

「そこをなんとか！」

　両手を合わせて七なな海みを拝おがむ。

「一いつ緒しよに話を聞くだけでいいなら、いいけど」

「助かるよ、青あお山やま」

「それに、上かみ井い草ぐさ先せん輩ぱいにお願いしたいこともあるし」

「お願いしたいこと？」

「……神かん田だ君には絶ぜつ対たい秘ひ密みつ」

「そう言われると、ぜひ聞きたくなる」

「私のことより、神田君は他にすることがあるんじゃないの？」

「企き画かく書しよは毎週作ってるし、プログラムの勉強もやってるよ」

　結果の方は芳かんばしくなく、企画書は連戦連敗だし、プログラムはもう何ヵ月もポインタが理解できずに足あし踏ぶみが続いている……。それでも、進歩している部分はあって、空そら太たは前に作った企画書を、少しずつではあるけど見直せるようになっていた。実じつ際さい、今、作成中の企画書は、一度は書類選考落ちを食らったリズムアクションバトルゲームのアイディアを、自分なりに分ぶん析せきして練ねり直したものだ。

「そうじゃなくて、ましろのこと」

「それは……ちゃんとわかってる」

　どうにかしないといけないとは、空太もずっと考えているのだ。寮りようの雰ふん囲い気きも悪くしているのだし……。

「ならいいけど……」

　そんな話をしていると、２０１号室のドアが中から開き、美咲が顔を出してきた。

「あ、ななみん、おかえり！」

「……ただいま、です」

　少し照れくさそうに七海が応こたえる。

「じゃあ、早速朝まで生なま討とう論ろんをしよう！」

「いやいや、手短にお願いします！」

「大だい丈じよう夫ぶだよ！　栄養ドリンクも用意したから！」

　美咲が掲かかげてきたのは、文化祭のときに飲んだ限げん界かいのその先に到とう達たつできる秘ひ薬やくだ。飲んだ直後からテンションが上がって、空だって飛べるような気分になるが、効こう果かが切れると三十六時間目を覚まさないという恐おそろしい副作用がある……。

　もう二度とその栄養ドリンクのお世話にはならないという旨むねを伝えながら、空そら太たは久ひさしぶりに美み咲さきの部屋に入った。

　相変わらずの原画用紙の山。やたらと幅はばの広い机つくえの上には、三面の液えき晶しようディスプレイとモニター一体型のタブレット。足元にはＰＣの本体が全部で四台置いてある。その他、サイドテーブルにはプリンタとスキャナーが設せつ置ちされていて、ぱっと見は女子高生の部屋には見えない。

　けど、その向かいの壁かべ際ぎわには、美咲によく似に合あうかわいらしい服が大量に下がっていて、右と左でまったくの別世界を作り上げていた。

「はいはい。座すわって座って！」

　美咲に勧められるまま、空太は七なな海みと並ならんでベッドに腰こしを下ろす。真横の七海と目が合うと、七海は咳せき払ばらいをしながら、空太からちょっと離はなれた。

「そんなに俺おれが嫌きらいですか？」

「……これくらいが男女の適てき正せいな距きよ離りだと思う」

　真っ直ぐ前を見た七海は、優ゆう等とう生せいらしく背せ筋すじを伸のばしている。その視し界かいの先にいる美咲は、机の前に座って、トレース台の上に置いた原画用紙に鉛えん筆ぴつを走らせていた。脇わきから覗のぞき込こむと、高校生くらいの女の子の絵を描かいていた。

「で、どうすれば、仁じんに気持ちが届とどくと思う？」

　手を動かしたままで美咲が聞いてきた。どうやら、原画作業をしながら、話をする気のようだ。一いち枚まいが描き終わると、またすぐに次の一枚に取りかかる。

「そうですね。まずは状じよう況きようの確かく認にんをしましょうか。先せん輩ぱいが今まで実行した作戦って、どんなのがありましたっけ？」

「お弁べん当とう告白大作戦だよ」

　シャケのフレークと鶏のそぼろでご飯に『スキ』と書いて、仁に渡わたしたやつだ。

「あれ、見事にスルーされてましたよね……」

　その現げん場ばには空太も居い合あわせたが、仁は驚おどろいた素そ振ぶりすら見せなかった。

「続いて、下げ駄た箱ばこラブレター作戦だよ！」

「婚こん姻いん届とどけのあれか……」

「婚姻届って……あの、婚姻届？」

　七海は信じられないという顔をしている。

「その婚姻届だ。役所に提てい出しゆつすると、結婚したことになるやつね。必ひつ要よう事じ項こうはすべて記入してあって、ハンコも押おしてあって、まさにあとは提出するだけの状じよう態たいだったぞ」

「……うわあ」

　もうどう反はん応のうすればいいかわからないといった様子で、七海が声をもらす。

「この程てい度どで驚いたら負けだぞ、青あお山やま。美咲先輩はな、今年の仁さんの誕たん生じよう日びには、自分にリボンを巻まきつけてプレゼントしようとした剛ごうの者ものだ」

「……ほんとにいるんだ。そういうことする人」

「その前の年にいたっては、生クリームで自分をデコレーションして、仁じんさんに食べてもらおうとしたらしい」

　そのときは、空そら太たはまだ一いつ般ぱん寮りようだったので、これは仁に聞いた話だが……恐おそらく、少しも脚きやく色しよくはされていないだろう。仁が気を遣つかって、少し控ひかえ目に教えてくれた可か能のう性せいの方が高いくらいだ。

「他には、何をしたんですか？」

　恐おそる恐る七なな海みが質しつ問もんした。

「そうだね〜。昨日は校こう舎しや裏うらに呼よび出して告白大作戦をしたよ」

「結果は？」

「『寒いから教室戻もどろうぜ』って言われたよ！」

　見事に流されている。

「それと、体育館裏に呼び出して告白大作戦もしたよ！」

「一いち応おう、聞きますが、結果は？」

「『眠いから教室戻ろうぜ』って言われたよ！」

　完全に流されている。

「あとはね、屋上に呼び出して告白大作戦もやっちゃったよ！」

「『腹はら減ったから教室戻ろうぜ』って言われたんですか？」

「よくわかったね、こーはいくん！」

　空太の知らないところで、美み咲さきは色々とやっていたらしい。以前、仁が最近の美咲はやる気を出していると言っていたが……その実じつ態たいがこれだ。

「……それ、全部、三み鷹たか先せん輩ぱい聞いてくれたってことですよね？」

「うん」

「それでも結果は……」

「手は尽つくしたけど、残念な結果だったんだもん！」

　むうと唸うなりながら、七海が考え込こむ。

「……三鷹先輩、上かみ井い草ぐさ先輩の気持ち、もうわかってると思うけど」

「それが全部冗じよう談だんだと思われてるんだよ！　あたし、どうしたらいいと思う？」

　再ふたたび、七海が考え込む。

「冗談にできないくらい、衝しよう撃げき的てきな告白をするとか？」

「それしかないよな……。仁さんのスルースキルをもってしても回かい避ひできないようなやつをがつんとぶつけるしか……」

　結けつ論ろんは、空太も七海も同じだった。

「たとえば？」

　とは言え、それが難むずかしい。今日までに、美み咲さきはいくつもの最さい終しゆう手しゆ段だんを取っているのだ。そして、そのすべてを仁じんは回かい避ひしてきた。生なま半はん可かな手段では通用しない。

　必死に作戦を考えている空そら太たの前で、美咲はひとまず原画作業が終わったのか、ＰＣを立ち上げて、今描いたものをスキャナーで取り込こんでいく。

　それを専せん用ようのソフトで連れん続ぞく再さい生せいさせ、いつのまにか描いていた動画も組み込んで、線せん画が状じよう態たいのアニメにしてしまった。

　それを見ていた七なな海みが、

「すごい……」

　と、素す直なおに感かん嘆たんの声を上げる。

「ああ」

　それに空太も頷うなずきながら同意した。色はまだついていないけど、登場人物の動きはものすごく滑なめらかで、魂たましいが宿っているように感じる。夏に仁が脚きやく本ほんを書き上げた作品が、この時点でもうこんなにできているとは思わなかった。

「これ、脚本ですか？」

　七海が足元に落ちていたＡ４用紙の束を拾い上げる。

「仁が書いたんだよ」

　空太も七海も知っていることを、美咲がうれしそうに言った。

「半分くらいは動画までできてるから見る？」

　声には出さず、空太と七海は同時に頷うなずいた。

　美咲が再生してくれた線画アニメと、七海がページをめくる脚本を交こう互ごに目で追って、動きとセリフの感じから、物語の雰ふん囲い気きを掴つかんでいく。

　舞ぶ台たいとなっているのは、雪が多おおいことで有名な北国。冬場になると町は真っ白な雪をかぶって、埋うもれてしまうほどだ。

　その町で生まれ育った高校生の男女ふたりが、主な登場人物として描かれている。ふたりは幼おさななじみで、三年生になってから、付つき合い出した。その告白のシーンから物語ははじまる。

　付き合い出したふたりの何なに気げない日にち常じようが、断だん片ぺん的てきに描かれていく。

　朝、迎むかえにきた彼女と一いつ緒しよに登校。昨日見たＴＶの話題で盛もり上がる。

　学校の授じゆ業ぎよう中ちゆう、なんとなく目が合っただけでお互たがい笑ってしまい先生に怒おこられる。クラスメイトからは、色ボケカップルと冷やかされるけど、それすらもふたりは楽しんでいる。

　昼は屋上で一緒にお弁べん当とうを食べる。寒い寒いと文もん句くを言いながらも、ふたりとも校こう舎しやの中に戻もどろうとは言い出さない。

　放課後、図書館で宿題をしていたふたりは、途と中ちゆうから勉強に飽あきて、外で雪合戦をはじめてしまう。最後は遊び疲つかれて、雪の上に寝ね転ころがって星を見る。

　──ずっと一いつ緒しよにいようね

　そう約束するふたり。

　だけど、すぐに彼氏の方が、東京の大学を受験しようと思っていると告げる。彼女の方は地元に残ると先に宣せん言げんしていた。

　どうなるんだろうと空そら太たが思った瞬しゆん間かん、線画アニメの映えい像ぞうは途と切ぎれた。

「今はここまでだよ。どう？」

　感想を聞かれても、空太は即そく座ざに反はん応のうできなかった。重たいものが肩かたや胃いに圧のし掛かかってきて、口を開いても言葉が音にならない。

　今まで仁じんが書いてきた脚きやく本ほんとは雰ふん囲い気きが違ちがう。最初の作品はＳＦだったし、その次もいわゆる現げん代だい物ものではなく、映えい像ぞう向むきの割わりと派は手でな内ない容ようの脚本だった。

　それとは対照的に、今回の作品は、人の繊せん細さいな心しん情じよう描びよう写しやを軸じくにした作りになっていて、しかも、それが、明らかに仁と美み咲さきを連想させる物語だったから、空太は動どう揺ようした。

　美咲の作画レベルの高さが、余よ計けいに胸むねに痛いたみを走らせた。登場人物の数を絞しぼってある分、焦しよう点てんは彼氏と彼女に集中していて、表情や仕草の演えん技ぎがハンパじゃない精せい度どで盛もり込こまれている。目元の小さな演技、瞳ひとみの揺ゆらぎ、眉まゆの動き……それらをとことん描かき込むことで、キャラクターのアップが連続しても間が持つように作られている。その上、通つう常じよう、静止画で済すませる絵が全部きちんと動いているのだ。ほんの小さな動きだとしても、それがあることで、世界が生きている感じがした。キャラクターの息いき遣づかいや鼓こ動どうが聞こえてくるようだった。そうした丁てい寧ねいな心情描写が、アニメとしては見たことがない表現を生み出している。見ていて、鳥とり肌はだが立った。

「今から、完成が楽しみになりました」

「私も……今までの中で一番すごいと思います」

「これ、出来上がったら、動画サイトにアップするんですか？」

「そうだよ」

　何の屈くつ託たくもない顔で美咲は答える。

「画が質しつは落とすことになっちゃうと思うけどね。これ、劇げき場じよう公こう開かいもできるように作ってるから」

　美咲には躊躇ためらいがない。自分が信じたことを真っ直ぐにやっている。作りたいものを作って、完成したら多くの人に見てもらいたいからと動画サイトにデータをアップする。純じゆん粋すいで単純な想いが美咲の作品を支ささえているのだ。

「ねえ、こーはいくん、ななみん」

「なんですか？」

「なんです？」

「……あたし、最後の手しゆ段だんに出るから、協力してほしいんだけど」

　美咲はいつになく神しん妙みような面おも持もちだ。

「最後の手段って？」

「……それは内ない緒しよだよ、こーはいくん」

「はあ……それで、俺おれたちは何をすれば？」

「イブの夜、あたしと仁じんをふたりきりにしてほしい」

「え？　そ、それって!?　先せん輩ぱい、もしかして！」

「ちょっと、神かん田だ君！」

「あ、悪い。てか、すいません。詳くわしくは聞きません」

　しかし、イブの夜にふたりきり。意味深過すぎる。

「その日、俺おれと青あお山やまは芝しば居いを見に行くからいないし、椎しい名なは出しゆつ版ぱん社しやの忘ぼう年ねん会かいがあるんで。あとは赤あか坂さかと……千ち尋ひろ先生か」

　考えても仕方ないので、龍りゆう之の介すけにはケータイからメールを送ってみる。二十四日は終業式で、寮りよう生せいの中にはその日のうちに実家に帰省する生徒もいる。

　──今、時間あるか？

　返信はすぐにきた。ということは、恐おそらく相手はメイドちゃんだ。

　──ご用よう件けんは手短にお願いします。わたくし、最近、龍之介様にちょっかいを出す外国産の悪い虫を潰つぶすのに忙いそがしくて、空そら太た様の戯たわ言ごとに付つき合っていられるほど、ヒマではないんですよ。そんな今日この頃どうお過すごしでしょうか？　キャットファイト中のメイドちゃんより

　なにやら、すごいメールが来てしまった。

　──クリスマスイブの夜、赤坂はさくら荘そうにいるの？　それとも実家に帰ってる？

　今度は返信に少し時間がかかった。とは言っても、一秒が十秒に伸のびた程度だが。

　──赤と白の衣い装しように身を包んだじいさんが、他人の家に煙えん突とつから不法侵しん入にゆうを繰くり返しても犯はん罪ざいにならない日がどうかしたのか？

　予想通り、ご主人様が降臨した。


　──クリスマスの認にん識しきがおかしいぞ、お前！　てか、実家には帰らないのか？

　──当然だ

　──何が当然なのか教えてくれる？

　──あの家から脱だつ出しゆつするために、学がく生せい寮りようのある高校を選せん択たくしたのに、なぜ、僕ぼくが自らの意思で帰らなければならない

　──帰りたくないのか？　なんで？



　そう言えば、龍之介がスイコーにいる理由は聞いたことがない。


　──僕は実家に帰らない。その事実だけあれば神田は満足なはずだが？

　──ま、そうだけど……とにかく、イブの夜は寮を空けてほしいんだよ。美み咲さき先輩のために

　──用件は把は握あくした。善ぜん処しよする



　ケータイをたたんでポケットにしまう。

「赤坂君、なんだって？」

「善ぜん処しよするってさ。あとは千ち尋ひろ先生か。ま、軽く文もん句くは言われるだろうけど、なんとかなるかな」

　面めん倒どうはさっさと片かた付づけようと思い、空そら太たは立ち上がった。

「じゃあ、そっちはよろしく」

　座すわったまま七なな海みが言ってくる。

「……一いつ緒しよにきてくれないの？」

「私、上かみ井い草ぐさ先せん輩ぱいに、ちょっとお願いしたことがあるから」

「なになに、ななみん！　はじめてのお願いだね！　いいよ、なんでもかなえてあげちゃう！」

　ぐいぐい前に出てきた美み咲さきに、七海が押おし倒たおされている。

「あっ、ちょっ、先輩……ど、どこ触さわってるんですか？」

「おっぱい」

「言えって意味じゃ……あ、もう！　離はなれて！」

　それで離れてくれる美咲ではない。女子がベッドの上で絡からみ合っているのは目の毒なので、ほどほどに視し界かいに収おさめてから、空太は、

「ごゆっくり」

　と言葉を残して部屋を出た。




　一いつ旦たん、自室に戻もどろうとした空太だったが、１０１号室のドアの手前でぴたりと足を止めた。床ゆかに何か置いてある。未み開かい封ふうのバームクーヘンだ。

　拾い上げる。賞しよう味み期き限げんは大だい丈じよう夫ぶ。包みにマジックで『空太へ』と書かれていた。

　視し線せんを感じて振ふり向くと、階かい段だんのところに隠かくれるようにして、ましろがこちらの様子を窺うかがっていた。

　目が合うと、野生動物が逃にげるように身を引っ込める。それから、恐おそる恐る、また顔を出し、空太がまた見ていたことに気づくと、今度こそ二階に姿すがたを消した。上の階から、ばたんとドアの閉しまる音がする。どうやら部屋まで逃げたらしい。

「なんなんだ、あいつは……」

「あんたと仲直りをしたいんでしょ？」

　そう言ったのは、缶かんビール片かた手てに管理人室から出てきた千尋だ。

「ましろなりに考えたんじゃないの？　自分の好きなものをあげれば、あんたも喜ぶかもしれないって」

「バームクーヘンは何でも解かい決けつしてくれる便利アイテムじゃないでしょ」

　空太を無視するように、千尋はダイニングに入っていく。お目当ては冷れい蔵ぞう庫この中のビールだろう。冬だろうが飲酒量が減へらないから千尋は恐ろしい。とりあえず、イブの夜のことで話があるから、空太は千尋についていった。

　予想通り、千ち尋ひろはどっかりと椅い子すに座すわり、よく冷えた缶かんビールを美お味いしそうに飲んでいた。その円えん卓たくの向かいに空そら太たは腰こしを下ろし、ましろがくれたバームクーヘンにかぶりついた。

「あんたの気持ちも、わからないでもないけどね」

　酔よって力の抜ぬけた目で千尋が見ている。

「自分が本気になってるときに、手を抜いているやつを見ると、そりゃあ、誰だれだってむかつくでしょうよ。それが身近な人間ならなおさらね」

「先生は、先生なんですから、生徒が触ふれてほしくないと思っているところに触れないでくださいよ」

　そんな空太の苦く情じようなどお構かまいなく、千尋はさらに続けた。

「でも、あんたもわかってんでしょ？　ましろは漫まん画がに対して手を抜いているわけじゃないのよ。情じよう熱ねつが冷めたわけでも、目標を見失ってるわけでもない」

「……」

「ただ、今まで知らなかった感情と、どう向き合えばいいかわからなくなってるだけなんだから、あんたが気づいてどうにかしてあげなさいよ」

「答えがわかってるなら、先生がどうにかしてください」

「や〜よ。私の体はどーせ、半分ビールで、半分合コンでできてるんだから」

　いつぞや空太が言ったことを根に持っているらしい。

「それに、ましろのことはあんたの役目でしょ」

「当番だから？」

　使い古された理由を何なに気げなく口にする。

「バーカ。男だからよ」

「……」

　予想外の千尋の返しに、たまらず空太は口を噤つぐんだ。

「上手にケンカができないから、仲直りの仕方もわからない。そういうましろのペースに合わせて、あんたまで感情を中ちゆう途と半はん端ぱにぶつけてどうする気よ。溜ためてることがあるなら、全部ぶちまけなさい。青あお臭くさく感情的になれるのが、あんたの唯ゆい一いつの取り柄えなんだから」

「酷ひどい評ひよう価かだな……俺おれ、他にいいところないんですか？」

　まあ、でも、千尋の言っていることにも、どこかで納なつ得とくしていた。上手にケンカができていない。どうせ、ましろには、自分の言い分など理り解かいができないだろうと決め付つけて、空太が感じている怒りの理由を、きちんと話してはいないのだ。

「男を見せないよ、神かん田だ。つくもんついてんでしょ」

「一言余よ計けいだ！　せっかく、今、先生の株かぶが上がったのに、やっぱり大だい暴ぼう落らくですよ！　すげえな、ほんと！　人間歳としを取ると性別なくなるんですね！」

「それ、あんたが女を知らないだけよ」

「変な意味に聞こえる言い方をしないで！　どっちの意味でもそうだけど！」

「いちいち、うっさいわね。あ〜、ほんと、生意気ね」

　二十九歳さいと二十三ヵ月を迎むかえた美び術じゆつ教きよう師しはやさぐれていた。クリスマスも近いし、来月には、三十一回目の誕たん生じよう日びがやってくるから、ぴりぴりしているのかもしれない。

　やけになった千ち尋ひろがビールを呷あおる。

「先生、ビールって美う味まいんですか？」

「や〜よ、これは私んだから、一口だってやんないわ」

「どんだけ意い地じ汚きたないんだよ！　てか、俺おれ、未成年だから、飲めないし！　そこを注意してください、教師なら！」

「あんたと杯さかずき交わして、義ぎ兄きよう弟だいになる気ないし」

「そんな仁じん義ぎなき文ぶん化か圏けんの人間になった覚えはないわ！」

「知らないわよ、そんなの」

「あんたが言ったんだよ！」

　さっきはましろのことで、少し教師らしいことを言ったかと思ったが、やはり千尋は千尋だ。これが教師でいいんだろうか……。

「……千尋先生はどうして先生になったんですか？」

「楽そうな仕事だと思ったからよ」

「俺、真ま面じ目めに聞いているんです」

　文化祭のときに小こ春はるから聞いている。元は画家を目指していたのだと。同級生の藤ふじ沢さわ和かず希きと、目標は違ちがってもお互たがいを刺し激げきし合いながら、夢ゆめに向かっていたのだと……。

「誰だれから何を聞いたのか知らないけど、そんな昔のことは忘わすれたわ。別にたいした理由なんてなかったんじゃないかしら。大学卒業したら、就しゆう職しよくしなきゃいけなくて、一いち応おう、教きよう職しよくは取ってたから、教師になっただけよ」

「けど、教師になるために、絵の勉強をしていたわけじゃないんでしょ」

「……ま、そうね。最初は教師の傍かたわら、作品を描かいて、いつか絵が評ひよう価かされて仕事になればいいと思っていたのは確たしかね」

　それが、今も美術教師は続けているし、自分の絵を描いている様子はない。

「今は、どうして描いてないんですか？」

「さあ、どうしてかしら」

「はぐらかさないでくださいよ」

「大学出てから、何かになろうとするのは、難むずかしい世の中だったんじゃないの？」

　まるで他ひ人と事ごとのような言い方だ。

「社会に出るとね……学生時代と違って、自分の自由になる時間は極きよく端たんに少なくなるのよ……そして、こういう言い訳わけを口にするようになる。将しよう来らいのためにやっておきたい準じゆん備びがあるなら、早めにやっておくべきね」

「そういうことじゃなくて、千ち尋ひろ先生の気持ち的なことを聞いてるんです」

　ストレートにそう尋たずねると、千尋は、

「はあ」

　と大きなため息を吐ついた。

「神かん田だはまだまだガキなのね」

「悪かったですね……できれば、どの辺がガキなのか、教えてくれるとありがたいです」

「世の中全部を白と黒にわけないと気が済すまないところよ。白と黒にわけることが、わけられる人間が、大人おとなだと信じているとこ」

「……違ちがうんですか？」

「三み鷹たかあたりは、もうわかってるようだけど……高校生の一年間はやっぱり大きいわ。ま、あいつの場合は、外に年上の女作りまくってるせいもあるんだろうけど」

「……」

「言ってもわかんないと思うけど、聞きたい？」

「ぜひ」

「白と黒にわけられるものなんて、実じつ際さい殆ほとんどないのよ。曖あい昧まいなものが社会を作っているし、社会の中には溢あふれてる。だって、そうでしょ？　世の中にあるものは、途と中ちゆう段だん階かいのものばかりなんだから。あんたの人生、クリエイターになれたら目標達成して、それこそゲームじゃないけど、クリアしてエンディングでも流れてくるわけ？」

　もちろん、そんなわけはない。

「違うでしょ？　終わりじゃないわよね。あと六十年続いていくのよ」

「……」

　六十年。その歳さい月げつを想そう像ぞうするのは難むずかしい。十年後の未来すら、よくわからないのだ。

「私の言ってることの意味、少しは理り解かいできた？」

「目先のことに囚とらわれるなってことですか？」

「全然違う。まあ、神田にしてみれば上出来だけど」

「……じゃあ」

「自分が理想とする一番いい形だけしか認みとめられない余よ裕ゆうのない人間になると、自分もまわりも不幸にするわよ」

　それは千尋自身の過か去こを語っているようで、重たく説得力のある言葉だった。

「理想を持つなと言ってるんじゃないから、そこんところは勘かん違ちがいしないでね」

「それはなんとなくわかります」

「いつまでも自分の考えにそぐわないものを、駄だ々だをこねるように排はい除じよするなって言ってんの。じゃないと、あんたの場合、今すぐにでも、ましろと一いつ緒しよにいられなくなるわよ」

「なんで、俺おれと椎しい名なの話になるんですか」

「変わっていくのよ、人は……。あんただって、いつまでも高校生ってわけじゃない。さくら荘そうにいて、ここに集まった連中と毎日お祭り騒さわぎをしているだけじゃあ、あんたはあんたがなりたいと思っているあんたになれないでしょ？　それは、上かみ井い草ぐさも、三み鷹たかも、青あお山やまも、赤あか坂さかも、ましろも一いつ緒しよなの。今、持ってないものをほしいと思ったら、居い心地ごこちのいい関係を変えていかなければならないこともある。居心地がいいと思えているその場所から、出ていかなければならないこともあるのよ」

　千ち尋ひろの話は少しずつ焦しよう点てんがずれていっていたけど、どれも空そら太たにとっては、ど真ん中に突つき刺ささる言葉ばかりだった。

「学校にいて変わらないのは教きよう師しだけってね。やんなるわ。この時期になると三年の卒業がちらついて……けど、そうやって変わっていくことを、別れとは言わないのよ」

「……旅立ち」

「あんた、よくしらふで言えるわね」

　普ふ段だんと同じに見えた千尋だが、今日はいつも以上に酔よっ払ばらっているのかもしれないと思った。そうでなければ、こんな話をしてはこなかっただろう。

「さ、私の授じゆ業ぎようはもうおしまいよ。あんたはさっさと寝ねなさい」

　そう言われて空太は素す直なおに席を立った。

　クリスマスイブの件けんは、別の日に話そう。酔っ払いに伝えても、忘わすれられてしまっては意味がない。

　空太はダイニングから出ようとしたところで千尋を振ふり向いた。

「先生」

「なによ？　もっとへこませてほしいわけ？」

「先生も手て遅おくれってことはないと思いますよ」

　全部が昔願ったようにはもう行かないかもしれないけど、まだ間に合うものもあるはずだ。千尋の話は、そういうことも語っていた気がするから。

「知ってるわよ。そんなことあんたに言われなくても」

「おやすみなさい」

　今度こそ出て行こうと思ったら、千尋の方から止められた。

「神かん田だ、言い忘れたんだけど」

「なんすか？　今、いい感じではけようと思ってたのに！　ちょっと俺、いいこと言ったんじゃないかって、浸ひたってたのに！」

「あんた、年末年始は帰省しなさいよ」

「はい？　なんで？」

「私、オーストラリアで遊んでくるから、冬休みの間、監かん督とく教師不在のため、さくら荘は封ふう鎖さよ」

「完全に、先生の都合じゃないですか！」

「私がルール」

「さくら荘そう会議を要求する！」

「却きやつ下かね。あんたを含ふくめ、ここの連中は夏も帰ってないんだから、ご両親が心配するでしょ。私からのクリスマスプレゼント兼けんお年玉だと思って、感かん謝しやしなさい」

「なに、上う手まいこと言ったような顔してんすか！　全然ですからね！　てか、椎しい名なは？　イギリスに帰るの？」

「あんたが猫ねこと一いつ緒しよに、福島？　に連れて帰ればいいでしょ」

「福岡だ！」

「あ〜、はいはい。徳島ね」

「なんで『島』を残してんですか！」

　酔よっ払ぱらい相手に何を言っても無む駄だなのに、突つっ込こまずにはいられない。

「とりあえず、伝えたから。他の連中にも言っといてね」

「……」

　最後の最後に大きな課題を押おし付つけられ、空そら太たはため息をもらしながら、自分の部屋に戻もどったのだった。




　　　　２




　期末試験が終わってしまうと、その先はあっという間だった。

　戻ってきた答案の点数に一いつ喜き一いち憂ゆうし、ましろが一学期と同様に九科目完かん封ぷうで０点を取ったのに愕がく然ぜんとして、今回も追試に付き合わなければならないことが確かく定ていした。

　さくら荘では、冬恒こう例れいの焼き芋いも大会を美み咲さきが開かい催さいし、さらに、庭のもみの木をクリスマス仕様に飾かざり付けをして、騒さわがしい日々を過すごしていた。

　普ふ段だんと違ちがうことと言えば、昨日の二十三日、空太はひとりで隣となり町まちのショッピングモールに出向き、妹の優ゆう子こにクリスマスプレゼントを買って、福岡の実家に送ったくらいだ。

　結局、ましろとの関係は改かい善ぜんできていない。相変わらずギクシャクしたままだ。

　唯ゆい一いつ変化したのは、毎日ましろが部屋の前にバームクーヘンを置いていくようになったという点だ。

　とりあえず、くれるので、毎日食べているわけだが、それはそもそも空太がましろのために買ったものであり、一いつ旦たん、空太がましろにあげたものでもあるので、いまいち釈しやく然ぜんとしない気持ちが残る。

　二学期の最終日となった二十四日のこの日も、七なな海みと芝しば居いを見に行く時間まで部屋でプログラムを弄いじっていた空そら太たが廊ろう下かに出ると、バームクーヘンが置かれていた。

　しかも、ついに我が慢まんの限げん界かいがきたのか、封ふうが開けられ、一口かじられている。

　それを口に運びがなら時計を見ると、時じ刻こくは午後四時を回ったところだった。

　日も傾かたむいて、すっかり西の空は赤くなっていたが、今日の予定はまだまだ残っている。まずは、出しゆつ版ぱん社しや主しゆ催さいの忘ぼう年ねん会かいパーティにましろを出席させるため、担たん当とう編へん集しゆうの綾あや乃のと約束した時刻までに、待ち合わせ場所まで連れていかないといけない。

　その後、空太はバイトを早めに上がった七なな海みと合流して、お芝しば居いを見に行く予定なのだ。都合のいいことに、忘年会もお芝居も、最も寄より駅えきは一いつ緒しよなので、手間は殆ほとんどかからない。

　お芝居が終わったあとは、七海とご飯を食べて時間を潰つぶし、忘年会が終わったましろを拾って、適てき度どに寄より道をしてからさくら荘そうに帰ってくる。予定では日ひ付づけが変わった頃合に。

　千ち尋ひろは合コンで不ふ在ざい……ということになっている。龍りゆう之の介すけはさっさとビジネスホテルを予約して、篭ろう城じようすると言っていた。もう出かけているので、部屋は空っぽのはずだ。

　仁じんには、少し遅おそくなるけど、空太、七海のお芝居鑑かん賞しようと、ましろの忘年会が終わったあとで、さくら荘でクリスマスパーティをやると嘘うその情報を伝えてある。その仁は、ケーキを買いに出かけていて、今は不在だ。戻もどってくる頃には、空太たちは出かけているので、これで美み咲さきと仁はふたりきりになれるはずだ。

「……なんか緊きん張ちようしてきたな」

　別に空太が何かをするわけではないけど、ふたりの三年生のことを考えると、心しん拍ぱく数すうは上がる一方だ。

　もう一度、時計を見る。

　そろそろましろと出かける準じゆん備びをした方がいい。

　二階に上がると、空太はドアの外から２０２号室に声をかけた。

「椎しい名な、準備しとけよ。着き替がえ、さっき用意したよな？」

　すると、ドアが内側から開いた。

「あっ……」

　姿すがたを見せたましろを見て、空太は口をぽかんと大きく開けて固まった。

　ましろがパーティドレスを着ている。膝ひざ丈たけくらいのワンピースで、シンプルで派は手でさはないけど、それがましろにはよく似に合あっていた。少し寒そうな首周りは、リボンのように巻まかれたストールが大きなアクセントになっている。

「どう、こーはいくん！」

　ましろの後ろからひょこっと美咲が飛び出してきた。

「あ、いえ……あ……」

「言葉もないほどにかわいいから仕方ないよね！」

　美咲が着替えを手伝ってくれたのだろう。

「空そら太た？」

「……なんか、着き慣なれてる感じだな」

　素す直なおにほめるのが恥はずかしくて、そんなことを言っていた。

「授じゆ賞しよう式しきで着てたから」

　そう言えば、前にリタに連れられていった現げん代だい美び術じゆつ展てんで、各界の著ちよ名めい人じんと写真に収おさまっていたましろはドレス姿すがただったか。

「はい、ましろん、コートも着て！」

　後ろから美み咲さきがましろにコートを着せている。丈たけはそれほど長くないやつで、ドレスの裾すそがちらっとだけ見えて人目を惹ひく。

「じゃあ、そろそろ行くか」

「うん……」

　それから、空太もさっさと用意を済すませた。

　美咲に見送られ、空太とましろは口数少なく外に出た。




　出かける際さい、ポストの中に今では見慣れた封ふう書しよを見つけた。ゲーム作ろうぜの結果通知だ。空太は封を切らずに、少し緊きん張ちようした手つきで、無言のままポケットにしまった。

「……」

　ましろが目で何か訴うつたえかけてきたが、気づいてないふりをして歩き出した。

　駅までの道、赤レンガ通りの商店街では、ましろと出かけていくのを顔見知りに散々冷やかされた。変な汗あせをかきながら、適てき当とうに言い訳わけをして、空太は駆かけ出したい気持ちを必死に抑おさえながら、がんばってましろのゆっくりとしたペースに合わせて歩いた。

　苦労の末に到とう着ちやくした芸大前駅から電車に乗り込こむ。そこから、約一時間は殆ほとんど会話もなく、無言で電車に揺ゆられていた。

　途と中ちゆう、何度か、

「空太……」

　と、ましろに名前を呼よばれたが、

「なんだよ」

「……なんでもないわ」

　という感じのやり取りにしかならず、だいぶ居い心地ごこちの悪い時間となった。

　一番まともだったやり取りでさえ、

「空太、さっきの封ふう筒とう」

「……オーディションの結果だよ」

「うん……見ないの？」

「……あとで見るよ」

「そう……」

　という短いものだった。

　乗り換かえを一度挟はさんで目的地のホームに降おりたときには、息が詰つまる状じよう況きように思わずため息が出た。

　綾あや乃のから指定されていた待ち合わせの場所は、地下鉄から階かい段だんを上がってすぐのところで、「出ればわかる」と言われていた通り、地上に出た瞬しゆん間かんにここだとわかった。

　有名な外がい資し系けいホテルやオフィスビルが並ならんだ空間にぽっかりと空いた公園のような広場で、噴ふん水すいから冷気を伴ともなったマイナスイオンがばんばん出ていた。今はクリスマスシーズンに合わせ、周辺は色いろ鮮あざやかな電でん飾しよくが施ほどこされ、デートの待ち合わせ場所になっている。

　綾乃は先に来ていて、空そら太たとましろを見つけると、小さく手を振ふって合図をくれた。

「ご苦労様、空太君」

　綾乃はスーツの上からコートを羽は織おっている。

「いえ、俺おれも用事があるんで別に」

「そう？　じゃあ、お姫ひめ様さまは私が借りて行くわね」

「帰りはどうします？」

「さすがに高校生を遅おそくまで拘こう束そくはできないから、九時半にここでいいかな？」

「わかりました」

　綾乃とやり取りをしている間、ましろはじっと空太の顔を見ていて、その視し線せんが気にはなったけど、聞いても「なんでもない」と言われるだけだと思い、空太はあえて聞かないでおいた。

「では、後ほど」

　綾乃が手を振りながら、ましろを連れて離はなれていく。その姿すがたは、クリスマスイブの夜を行き交う雑ざつ踏とうの中に紛まぎれ、すぐに見えなくなった。

　ひとりになった空太は、七なな海みが来るまで、寒空の下でイルミネーションを眺ながめていることにした。赤や緑、白や青、明めい滅めつする光の調和が、幻げん想そう的てきな風景を作り出している。

　その輝かがやきに目を細め、空太は街灯に身を預あずけて、寒さに縮ちぢこまった。

　吐はく息は白い。今日はこの冬一番の寒さだと天てん気き予よ報ほうは言っていた。

　空を見上げると、そこに星空はなく、どんよりとした雲が空太の頭上を覆おおい隠かくしている。

　ひとり、またひとりと、恋こい人びとたちが相手を見つけ、笑顔で立ち去っていく。それをぼんやり眺めていると、今さらのように、空太はあることに気づいた。外で女子と待ち合わせをして、一いつ緒しよに映えい画がを見たり、食事をしたりするのを、人はデートと呼よぶのではないのかと。

　──あれ？　これって……俺もデートの待ち合わせをしてるってことになるのか？

　そう思うと少しだけ緊きん張ちようしてきた。

　気を紛まぎらわすように、大学生くらいのカップルを目で追っていると、突とつ然ぜん、背はい後ごから肩かたを叩たたかれた。驚おどろきながら振ふり返る。手て袋ぶくろをはめた相手の指がほっぺたに突つき刺ささった。

「あのな……」

　らしくないことをするなと言おうとしたけど、空そら太たの言葉は最後まで続かなかった。その代わりに、しつこく瞬まばたきを繰くり返した。

　髪かみは真っ直ぐストレートに下ろし、赤いコートに身を包んだ女子が、期待と不安に瞳ひとみを揺ゆらしながら、空太をじっと見つめている。

「誰だれ？」

「私！　青あお山やま七なな海みです！」

「わ、悪い……ちょっと、意外だったから……」

　下はフリルが三さん段だんになった短いスカートで、足元はブーツで引き締しめているものの、太ももの部分は生足だ。普ふ段だん見ている七海の私し服ふくとは印象がまるで違ちがう。

「……やっぱり、変？」

　いつもはポニーテールにしている髪を下ろしているのが落ち着つかないのか、七海が首の後ろを気にしている。

「雰ふん囲い気き違うから、驚いて……」

「……どう違う？」

「そうだな……」

　七海の顔に緊きん張ちようが走る。その緊張は空太の方にも伝でん染せんしてきた。

「そういう青山もいいと思う」

「ほんとに？」

「でも、なんか、美み咲さき先せん輩ぱいっぽいかも」

「これ、全部、上かみ井い草ぐさ先輩に借りたの」

　手品の種を明かしたことで落ち着いたのか、七海がいつも通りの自然な笑みを浮うかべた。それで、だいぶ、空太の緊張もほぐれた。

「ちょっと、神田君を驚かそうと思ってね」

「……結けつ構こう、びっくりしたぞ」

「じゃあ、大成功だ……がんばって、よかった……」

「え？」

「開かい演えん時じ間かんがそろそろだって言ったの」

「おう。だったら、急がないと」

「うん。行こう」

　七海が空太の肘ひじのあたりを引っ張ぱって歩き出す。バランスを崩くずしそうになりながらも、空太はすぐに七海の隣となりに並ならんだ。

　それから、成せい績せき表ひようの話や猫ねこの話といった、他愛のない話題で盛もり上がりながら、目的地の劇げき場じようへと向かった。
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　芝しば居いは午後七時から開かい演えんし、約一時間半で終しゆう了りようした。

　座ざ席せきは二階席の前列中央で、普ふ段だんは音楽やお笑いのライブにも使われている劇げき場じようの見通しはものすごくよかった。

　役者の生の演えん技ぎがもたらす迫はく力りよくと熱量もひしひしと伝わってきて、ＴＶや映えい画がとは違ちがう肌はだに感じる興こう奮ふんがあった。

　内ない容ようはコメディーで、軽い気持ちで見られるのも好印象だった。

　借金の返へん済さいに困こまった三人組が、どうにか金を工面するのが物語の軸じくで、彼らが思いついた方法というのが、借金をしている相手の金持ちをだまして、奪うばい取った金で返済しようというものだった。でも、結局、相手をだますために、あれやこれやとまたお金を使い、余よ計けいに借金が膨ふくらむというなんとも間ま抜ぬけなオチへと繋つながっていく。

　登場人物の数は少なく、役者もたったの四人で展てん開かいしているのに、ひとつひとつの場面が丁てい寧ねいに作られ、引き込こまれる魅み力りよくに溢あふれていた。

　大おお掛がかりなセットや、莫ばく大だいな制せい作さく費ひ、人員を割さかなくても、面おも白しろいものは作れるんだと言われているような気がして、すごく勉強にもなった。

　途と中ちゆう、七なな海みの様子を窺うかがうと、真しん剣けんな表ひよう情じようで、役者の演技に見入っていた。それでも、おかしい場面では、空そら太たと一いつ緒しよに声を上げて笑っていた。

　最後まで集中して見ていたせいか、一時間半はあっという間に過すぎた。

　観客の拍はく手しゆに深々と頭を下げる四人の役者は、疲つかれを顔に出しながらも、達成感に満ち溢れた表情を浮かべていた。それは、演技でもなく本当に心から思ったことが、顔に出ているという感じで印象的だった。

　拍手が鳴り止んだのは、幕まくが下りて十分が経けい過かしてからだった。余よ韻いんを引きずったまま、口々に感想をもらす観客の流れに合わせて、空太と七海も出口を目指す。

　もうすぐ外に出られるというところで、急に人の流れが悪くなった。それでも、人を掻かき分けて、ふたりは劇場から一歩出た。

　その瞬しゆん間かん、空から白い粉雪が降ふってきて頭の上に落ちた。

「寒いと思ったけど……」

「すごい……結けつ構こう、降ってるね」

　七海が鞄かばんから折りたたみ傘がさを出して開く。それを空太に持つように差し出してきた。

「俺おれが持つの？」

「私の傘に入るんだから、それくらいしてくれないと」

「すげえ説得力」

「でしょ？」

　受け取った傘かさを差して、七なな海みと並ならんで歩き出す。このあとはご飯を食べる予定になっている。

「……神かん田だ君、今日は付つき合ってくれてありがと」

「お礼なんていいよ。面おも白しろかったし」

「うん……」

　その後も、芝しば居いの感想なんかを口にしながら、人が多おおい道を避さけるようにして、空そら太たと七海は雪の中を目的地のお店に向かった。

「今年も終わっちゃうね……」

「そうだな」

「……あと二ヵ月か」

　七海がしみじみと口にする。

「二ヵ月？　何が？」

　今年はあと一週間だし、今年度が終わるのは三ヵ月先だ。

「二月に事じ務む所しよに所しよ属ぞくできるかを決めるオーディションがあるの」

「ああ。養成所か」

「うん」

　二ヵ月。長いようで短い。卒業式も三月の上じよう旬じゆんだから、実際、三年生がさくら荘そうにいるのも、残り二ヵ月とちょっとだ。

「がんばれよ……って、もうがんばってるやつに言うことでもないか」

「私、がんばれてるのかな？　よくわからない」

「青あお山やまはがんばってるよ。それは俺おれが保ほ証しようしよう」

「うん……でも、そうだね。がんばるしかないし……」

　七海が遠くの空を見つめている。

　その横顔はどこか寂さびしげだ。

「やっぱり、不安？」

「オーディション本番はやれることをやるだけだから、それほどでもないかな。でも、心配事はある」

「心配事って？」

「事務所に上がれなかったら、大阪に帰ってこいって言われてるの」

「え!?　それって、声せい優ゆうのこと？」

「もちろん」

「お父とうさんが反対してるのって……本気なんだな」

「うん。だから、絶ぜつ対たいに受からないと」

「……来年、学校は？」

「事じ務む所しよに所しよ属ぞくできても、スイコーには通うよ。急に売れっ子になって仕事が忙いそがしくならない限かぎりはね」

「おいおい、売れっ子にならない気かよ」

「高校は卒業しようと思ってるから。で、考えたくはないけど、事務所に上がれなかったときは……大阪に帰るなら転校になっちゃうのかな」

「転校って……それこそ、せめて卒業までいればいいだろ」

「神かん田だ君、私が落ちると思ってる？」

「そういうわけじゃないけど……」

「けど」

「狭せまき門……だよな？」

「……そうだね。元々、養成所の定員が六十人。この二年間の色々で、六人減へっちゃったから、それでも五十四人いて、その中から毎年平へい均きんすると三、四人しか合ごう格かくしてない」

「その数字は予想以上に少ないな……」

　倍ばい率りつは十倍以上。

「人数が決まっているわけじゃないから、もっと多おおく取られている年もあるよ？　逆ぎやくに、もっと少ない年もあったみたいだけど」

「……結局、実力次し第だいってこと？」

「そういうこと」

　こればかりは受け入れるしかない。なりたいという気持ちだけで、どうにかなる世界ではないし……そのことは七なな海みが一番よくわかっているはずだ。今回のオーディションで事務所に所属できたからと言って、そこがゴールというわけでもない。その後は、もうひとつ上の段だん階かいで、今活かつ躍やくしている役者に混まじって、役をもらえるように努力していかなければならないのだ。それがずっと続いていく。

「ねえ、神田君」

「ん？」

「私がいなくなったら、寂さびしい？」

「そういうのやめてくれ。青あお山やまならなれる」

「根こん拠きよは？」

「ない」

　空そら太たはきっぱりと言い切った。

「そんなところで男らしくなられても」

「でも、そっか。合格したら、青山は声せい優ゆうなんだ……」

「駆かけ出しというか、卵たまごになる感じかな。事務所に所属といってもね、段階があるんだし」

「段階？」

「私が通っているところの場合だと、二月のオーディションで受かると、まずは事じ務む所しよ預あずかりっていう、見習いのような立場になるの」

「へえ」

「それで認みとめてもらえば、ジュニアに上がって」

「ジュニア？」

「まだまだ駆かけ出しの期間ってことかな？　で、そのジュニアの期間に、きちんとお仕事をもらえて、結果を出せたら、準じゆん所しよ属ぞく、正所属に上がっていくの」

「そんな仕組みになってるんだ。先は長いんだな」

「でも、演えん技ぎの仕事ができるってことに関しては立場がどうかなんて関係ないし、ＴＶを見てる人は知らない人が殆ほとんどなんじゃないかな。だから、まずは仕事をできる立場になれれば、がんばっていけると思う」

「そうだな」

　一いつ旦たん、そこで会話が途と切ぎれた。

　雪が七なな海みに積もらないように、傘かさは右に傾かたむけてある。

　信号待ちをしていると、再ふたたび七海が声をかけてきた。

「あんなぁ、神かん田だ君」

「ん？」

「オーディション受かってな……事務所に所属できたとき、神田君、ウチの話聞いてくれへん？」

　七海の横顔は真しん剣けんで、標ひよう準じゆん語ごじゃなくなっていることは指し摘てきできなかった。

「話なら、今聞くけど？」

「今はあかんねん」

「どうして？」

「ゆーてしもうたら、どうにかなってしまうやろ？」

「……そうなのか？」

　意味がわからずに、空そら太たは曖あい昧まいに相あい槌づちを打った。

「今は、これ一本に的を絞しぼって……後こう悔かいせんようにしたいから」

「わかった。約束するよ」

「うん。ありがとう」

「で、お店ってこの辺？」

「あ、そうなんだけど……」

　標準語に戻った七海が、コートのポケットから地図を取り出す。ふたりで覗のぞき込こんで、周囲の建物を確かく認にんした。そうやって、お店の看かん板ばんを探さがしていると、ケータイが鳴った。

　相手はましろだ。今は忘ぼう年ねん会かいに参加しているはずなのに。少し意外に思いながら、空太は電話に出た。

「椎しい名な、どうかしたのか？」

「空そら太た君？　私、飯いい田だ綾あや乃のです」

　またしても、予想外の展てん開かいに、空太は「え!?」と声に出していた。

「なんで飯田さんが？」

「ごめんなさい。椎名さんがいなくなってしまって」

「なっ!?」

「トイレに行ってる間に、会場から姿すがたがなくなって……ホテルの人の話だと、どうやら外に出て行っちゃったみたいなのよ」

「どうして!?」

「それがわからなくて、何か心当たりはない？」

　ましろが行きそうな場所……。考えてもわかるはずがない。

「今、結けつ構こう、ホテルの近くにいるんで、俺おれの方でも探さがします！」

「お願い。私も見て回るから。何かわかったらまた連れん絡らくするね」

「はい」

　険けわしい顔で空太はケータイを閉とじた。

「あいつ、なにやってんだよ。人ひと騒さわがせな」

「ましろ、どうしたの？」

「忘ぼう年ねん会かいの会場からいなくなったらしい。しかも、ホテルから出たみたいでさ」

　知らない土地をひとりで出歩けば、百パーセント迷まい子ごになるのに。知っている土地でさえ、ましろは道に迷うのだ。

「青あお山やま、悪いんだけど……」

「ご飯はあと。ほら、ましろを探すんでしょ？」

　先に七なな海みがホテルの方へと走り出す。

　それを空太があとから追いかける形で隣となりに並ならんだ。走るのに邪じや魔まな傘かさはすぐに閉じた。雪だからそれほど濡ぬれはしないだろうと思いながら、空太はどうせましろも傘なんて持ってないだろうなと考えていた。




　忘年会の会場になっているホテルの周囲をぐるりと一周しても、ましろは見つからなかった。この三十分で雪は濃こくなり、足元に薄うっすらと積もっている。

　酸さん素そを求めて肺はいに吸すい込こんだ空気は冷たい。鼻から勢いきおいよく吸うと、奥おくにつんとした痛いたみが走った。

「ましろ、いないね……」

　七海の顔は上気して赤く、辛つらそうに肩かたで息をしている。

　それを見て、空そら太たは一度立ち止まった。周囲をぐるりと見回す。視し界かいに収おさまる範はん囲いにいるのなら、たぶん、すぐに見つけられる。そんな確信が空太にはあった。

「雪、積もってる」

　七なな海みの頭の雪を払はらってあげてから、空太は再ふたたび走り出した。

　少し俯うつむき加か減げんで、七海もついてくる。

　ましろが行きそうな場所は思いつかない。知らない土地なのだ。

「神かん田だ君、どこ行くの？」

「とりあえず、今日、通った場所から潰つぶしていく。待ち合わせした広場」

　転ばないよう気をつけながら小走りで交差点を渡わたっていると、救急車のサイレンが聞こえてきた。足を止めた空太の前を、赤いランプをくるくると回しながら、救急車が通り過すぎていく。そして、二十メートルほど進んだところにできた人ひと垣がきの前で止まった。事じ故こでもあったんだろうか。

　嫌いやな予感が全身を支し配はいしていく。口の中が妙みように乾かわく。左の胸むねが痛いたい。

「まさか……」

　押おし寄よせる不安に導みちびかれるまま、空太は駆かけ出していた。

「あ、神田君！」

　息を切らせながら、足を滑すべらせながら、空太は救急車が停車した場所にある人垣に飛び込こんだ。

　頭の中では、違ちがう、違うと繰くり返し唱えた。やがて、人垣の先頭に立った。

　開けた視界の先には、ガードレールを突つき破やぶって歩道に乗り上げ、ビルの外がい壁へきに激げき突とつしてフロント部分がひしゃげた濃のう紺こんの乗用車があった。雪でスリップしたらしく、雪の上を豪ごう快かいに滑った跡あとが残されている。

　幸い、運転手らしき男性も軽けい傷しようだったようで、警けい察さつ官かんの質しつ問もんに、申し訳わけなさそうに答えていた。巻まき込まれた歩行者はいない。

「なんだ……おどかすなよ……」

「神田君!?」

　遅おくれて到とう着ちやくした七海が緊きん張ちようした声で聞いてきた。

「大だい丈じよう夫ぶ。椎しい名なは関係ない。行こう」

「私、もう一度ホテルの方を見てくる」

「わかった。見つけたら連れん絡らくくれ」

　空太と七海は一いつ緒しよに先ほどの交差点まで引き返し、そこで右と左に別れた。

　ひとりになった空太は、オフィス街の一角に作られた噴ふん水すい広ひろ場ばに足を踏ふみ入れた。

　きらきらと輝かがやいていた電でん飾しよくが今は消されている。省エネの一いつ環かんだろうか。そのせいか、暗くて、物静かで、誰だれともすれ違わなかった。

　その中を、空そら太たは白い息を吐はきながら進んだ。

　止まっている噴ふん水すいの前にも、ましろの姿すがたはなかった。それ以前に誰だれもいない。頭に積つもった雪を振ふり払はらう。下した唇くちびるを噛かみ締しめながら、次はどこを探さがそうか考えていると、噴水の向こう側に人の気け配はいがあった。

「椎しい名な!?」

　そう叫さけぶと、影かげがかすかに動いた。空太は全ぜん力りよく疾しつ走そうで噴水を回り込こんだ。

　縁ふちの段だん差さのところに、ましろが膝ひざを抱かかえて座すわっていた。やさしい色合いのパーティドレスを着きただけの寒々しい格かつ好こうで……。
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「バカ！　なにやってんだ！」

　ゆっくりましろが顔を上げる。

「あ……空太」

　ましろの声は寒さに震ふるえていた。

「これ、あげる」

　なのに、普ふ段だんと同じ様子で、ましろは大切そうに両手で持っていた小皿を差し出してきた。わずかに雪が積もった皿の上には、厚あつ切ぎりのバームクーヘンが載のっている。忘ぼう年ねん会かいの会場から持ってきたのだろう。

「お前、なに言ってんだ！」

　空そら太たは慌あわててダッフルコートを脱ぬぎ、ましろの肩かたにかけた。その上から、少しでも早くあたたまるように両手で体を擦さする。

「おいしいから……空太にも食べてほしくて」

　変色した唇くちびるを震ふるわせながら、ましろがじっと空太を見ている。

「それでホテルから出てきたのか!?」

「うん」

「……」

　空太は困こん惑わくを隠かくし切れず、険けわしい顔で黙だまり込んだ。

「怒おこってる？」

「……お前、なに考えてんだよ」

　本当にわけがわからなかった。

「だって、空太が……」

「俺おれがなんだよ」

「空太……最近ずっと怒ってる。空太が怒ってるから……わたし、たくさん話したいことあるのに、空太は嫌いやな顔ばかりで……そんなの嫌だから考えて、どうすれば、空太が喜んでくれるかいつも考えてた。どうすればいいかわからない。リタのときも、わたし、そうだった……。わたし……わからない。どうすれば、空太が楽しくなるのか、みんながうれしくなるのか、わからない」

　堰せきを切ったように語ったましろの顔に表ひよう情じようはなかった。どうすればいいかわからないと言ったように、今、どういう表情をすればいいのかも、わかっていないのだ。

「だから、これ……」

　ましろが再さい度どバームクーヘンの皿を差し出してきた。

「空太……これ」

　真っ直ぐに両手を伸のばしてくる。

「わたし……これしかできない」

「……」

　無言で空太は手を出した。胸むねが引き裂さかれそうになっていた。いつの間に、こんなにましろを傷きずつけていたのだろう。

　空太の手は、ましろの頭に積もった雪を払はらい、それから、バームクーヘンに伸びた。口に入れたバームクーヘンはほんのりと甘あまくて、だけど、寒さのせいで味はよくわからなかった。

「おいしい？」

「美う味まいよ」

「よかった」

　ましろが少しだけほっとしたような顔をする。だけど、険けわしい表情を浮うかべた空太を見上げると、すぐにまた元の無む表ひよう情じように戻もどってしまった。

「空そら太た、怒おこってる？」

「怒ってない」

　嘘うそだった。あの日からずっと苛いら立だちを感じていた。どこか漫まん画がに集中していないましろの態たい度どに釈しやく然ぜんとしない気持ちを抱かかえていたから。仲直りをしようと空太の様子を窺うかがっているようなましろの態度にも腹はらが立っていた。そして、今日も……。

「ホテル……忘ぼう年ねん会かいの会場に戻もどるぞ」

　ましろを立たせようと白くて細い手を掴つかんだときに、視し線せんが足元に向かった。見れば、ましろは靴くつを履はいていない。どこかで落としたのだろうか。

「お前、靴！　足、冷たいだろ！」

「空太……やっぱり怒ってる」

　それには答えず、空太はましろを引っ張ぱり起こすと、背せ中なかを向けて無理やりに背負った。両足を踏ふん張ばって立ち上がる。想そう像ぞうしていたよりも、ましろには確たしかな重みがあって、少しだけ安心する。だけど、体は冷え切っていて、わずかな安あん堵どは一いつ瞬しゆんで消し飛んだ。

「空太……」

　耳元でましろが囁ささやいてきた。

「なんだよ？」

　その短い言葉には、空太の苛いら立だちがあった。

「……空太、怒ってる？」

「怒ってない」

「声、怒ってる」

　そう指し摘てきされ、空太は目を瞑つぶり、一度深しん呼こ吸きゆうをした。それから、

「怒ってるよ」

　ゆっくりと息を吐はき出すように嘘偽いつわりのない言葉を口にした。

　ましろの体が緊きん張ちように強こわ張ばるのを背中に感じた。震ふるえているのは、きっと寒さのせいじゃない。それでも、言わないといけないと思った。

　きっと、やさしさと無関心は違ちがうから……。

　こんなにも腹が立ったのは、ましろのことがずっと気になっていたからだ。心配していたからこそだ。そのことを、ましろは知るべきだと思った。

　そのせいで、空太が嫌きらわれようとも。

「突とつ然ぜん、黙だまっていなくなったら心配するだろ！」

「……空太に会いたくなったから」

「そこで交こう通つう事じ故こがあって、椎しい名なが巻まき込こまれたんじゃないかと思って……俺おれは心しん臓ぞうが止まるかと思ったんだぞ！」

「……」

「わかってんのか？」

　ぎゅっとましろがしがみ付ついてくる。それがましろの痛いたみなのだと理り解かいした。空そら太たが傷きず付つけているのだ。だけど、ここで止めたら意味がない。

　最後までちゃんと言わないといけない。同じくらい、空太の胸むねも軋きしんでいるのだ。

「自覚持てよ、椎しい名な」

「……」

「今回のことは……俺おれも悪かったと思うけど……」

「空太が？　どうして？」

　ようやく、最近感じていた苛いら立だちの正体がわかった。半分は、自分に対して腹はらを立てていたんだ。

「本当はもっと早くに言うべきだった」

　胸に気持ちを溜ため込んで、ましろと向き合おうとしていなかった。どうせ、ましろにはわからないから……。何も言わずに、ただ、ましろに理り解かいを求めていた。

　言わなければ伝わらない。特にましろには伝わらない。そんなこと、とっくの昔に知っていたのに。普ふ通つうに言ったくらいじゃ、伝わらないことだって知っていたのに……。

　ケンカをするのなら、もっとちゃんとケンカをするべきだったんだ。

「椎名はもっと自覚を持つべきだ」

「……」

「指をケガしたら漫まん画がは描かけない。雑ざつ誌しに連れん載さいを持つなら、指を大切にするのは当たり前だ。今だって、コートも着きないで外に出てきて、こんなに冷たくなって、体調を崩くずして寝ね込こんだら、どうするつもりだったんだよ！」

「……それは」

「そういうところ、お前はプロの漫画家なんだから、しっかりしろ！」

「……」

「椎名が料理をしようとするのを俺が止めたのは、そういうことなんだよ！」

　もっとスマートに、穏おだやかに、想いや言葉を伝えられたらと思う。そうありたい。だけど、そんな上品な方法はわからないから……。かっこ悪い言葉で、みっともない姿すがたを晒さらして、泥どろ臭くさいやり方で、思っていることを全部ぶつけていく。

　そのせいで、お互たがいが傷付いたとしても、きっとそれは無む駄だじゃない。言いたいことを言い合って、嫌いやな気持ちになるかもしれないけど、そのあとで仲直りをすればいいから。

　そうやって、少しずつ、不器用かもしれないけど、お互いを知っていければいい。傷ひとつ負わないで大人おとなにはなれないんだと思うから……。そうやって大人になっていきたい。

「……」

「椎しい名なも、言いたいことがあるなら言ってくれ」

　長く沈ちん黙もくしたましろを促うながす。耳元に息いき遣づかいだけは届とどいている。

「全部、空そら太たのせい」

「……それ、前も言ってたな」

「空太のこと……よく考えてる」

「……」

「そうしたら、してみたくなった」

「なにを？」

「美み咲さきが仁じんにしてるみたいに、わたしも空太にお弁べん当とうを作りたい」

「……」

「前は、こんな風に思わなかった」

　先ほどよりもさらに強く、ましろがしがみ付ついてくる。

「わたし、自分でもよくわからない」

「……」

「どうして、こんな風になっちゃったんだろう」

「……」

「こんなこと……なかったのに」

　もうその気持ちが何なのか、空太にだってわかっていた。

　けど、今ここで言うべき言葉は何も浮うかばない。随ずい分ぶんと前から、ましろを意い識しきしていることは自覚している。ましろがイギリスに帰ってしまうかもしれないと知ったときに、自分の気持ちはより明めい確かくになった。いつか、この想いを伝えたいと思う。それがどんな結果になったとしても……。

　それが今でいいんだろうか。

　ましろには輝かがやかしい画家としての才さい能のうがあって、それは漫まん画が家かとしても花開きつつある。それなのに、自分は動きはじめてから一歩も前に進んでいない。

　とても、自分がましろに相応ふさわしいとは思えない。近くにいるけど、目には見えない差があるのだ。それこそ、果てしない差が……。

　何かひとつくらいやり遂とげてからでないと想いを口にはできない。小さな成功でもいい。それだけでも少しは勇気になる。

「……」

　下した唇くちびるを噛かみ締しめ、言葉を探さがしていると、空太はふとあることを思い出した。

　──今度、企き画かくオーディションで書しよ類るい審しん査さを突とつ破ぱしたら、空港でのことをましろと話そう

　文化祭の最終日に自分でそう決めたのだ。

　ましろを背せ負おい直し、ズボンのポケットから一通の封ふう書しよを取り出す。

「空そら太た？」

　ましろの疑ぎ問もんには答えず、口にくわえて封を切る。封ふう筒とうの中には一枚の紙切れ。片かた手てで広げて内ない容ようを確かく認にんした。結果はすぐにわかる。

　目の前の事実を噛かみ締しめるように、空太は苦笑いを浮うかべた。

「ははっ」

　乾かわいた笑い声がもれる。

　世の中、そんなに上う手まくはいかない。いってはくれない。土ど壇たん場ばで起死回生のホームランが打てるのは、その日のために、毎日努力を積み重ねてきた人間だけだ。

　だから、空太が想いを口にするにはまだ早い。早すぎる……。

「なあ、椎しい名な……覚えてるか？」

「……」

「椎名がさくら荘そうにやってきたときのこと。俺おれさ……最初はお前のこと勘かん違ちがいしてて、俺が守ってあげないといけないって思ってたんだぞ。美み咲さき先せん輩ぱいは無茶苦茶だし、仁じんさんは女子の敵てきだし、千ち尋ひろ先生はあんなだからさ」

「……」

　ましろの返事はない。

「なのに、椎名も実はすげえ無茶苦茶で、それこそ美咲先輩に対たい抗こうできるくらい変で、あのとき、めちゃくちゃ愕がく然ぜんとしたんだ。ああ、俺の心のオアシスが……ってさ」

「……」

「でも、すぐにそれはどうでもよくなった」

「どうして？」

　ましろの声は掠かすれている。

「椎しい名なが漫まん画がを描かいている姿すがたを見て、鳥とり肌はだが立ったんだ。今でも時々思い出す。衝しよう撃げき的てきだったからさ。すごいやつがいる。それが俺の中を引っ掻かき回してさ……椎名から目を離はなせなくなったんだよ」

「……」

「そう……だからさ、俺はあのときからずっと、そういう椎名が好きなんだ」

「空太……」

「だから、俺をガッカリさせるなよ。お前のこと、応おう援えんしてるんだから」

「うん……」

「あのときからずっと、俺はお前のこと見てるんだぞ」

「……うん」

「これからも椎名のこと見てるよ」

「うん」

「ちゃんと見てるから。椎しい名なは何も心配しないで、前だけを見て漫まん画がを描かけ。俺おれはどこにもいかないし、どんなときも近くにいるから」

「……空そら太た」

　ましろが強くしがみ付ついてくる。苦しくても、弱音を吐はかなかった。

「俺のことを振ふり向いたり、探さがしたりしなくていい。そんなヒマがあるなら漫画を描け。お前がそうしていれば、俺は必ずお前を見てるよ。俺を信じろ」

　最後まで一気に、空太は言葉を搾しぼり出した。今はこれを言うのが精せい一いつ杯ぱいだ。やはり、まだ言えない。ただ、真っ直ぐにましろを好きだとは言えない。それを許ゆるせない自分がいる。

「空太……」

「なんだよ」

　名前を耳元で囁ささやかれる気き恥はずかしさと、さっきまでの照れ隠かくしに、少しだけ空太は怒おこったような声を出した。それでも、もうましろの体は緊きん張ちように強こわ張ばらない。空太の体温であたたまったのか、もう冷たくもなかった。

「わたし……がんばる」

「俺も、負けてられない」

「うん……」

　そうましろが背せ中なかで頷うなずいたところで、

「ふたりはいつまでそこでそうしているつもり？」

　と、よく知った声が聞こえてきた。

　驚おどろいて振ふり向むくと、難むずかしい顔をした七なな海みの姿すがたがあった。

　空太はましろをおんぶしたままの格かつ好こうで立ち尽つくしている。

「あのさ、青あお山やま」

「なに？」

「『いつまで』ってことは……いつから見てた？」

　墓ぼ穴けつを掘ほったことに気づいた七海が視し線せんを逸そらす。それでも、

「人に聞かれたら、神かん田だ君が死にたくなるところから、かな。知りたい？」

　とカウンターを返してきた。

「ぜひ遠えん慮りよする……」

「ねえ、空太」

「なんだ？　まだ言い足りないことあるのか？」

「……結果、どうだったの？」

「え？」

「ゲームの」

「ああ、それなら、ほれ」

　結果通知を背せ中なかのましろに渡わたす。ましろは空そら太たの顔の前で紙を広げた。七なな海みが横から覗のぞき込こんでくる。

「……これって」

　文面を目で追っていた七海が、目で驚おどろきを示しめした。

　──神かん田だ空太様　拝啓　ますますご健勝のこととお慶よろこび申し上げます。このたび弊へい社しや主催によるゲーム企き画かくオーディション『ゲーム作ろうぜ』へのご参加まことにありがとうございます。応おう募ぼ書しよ類るいを拝はい見けんさせていただきました結果、ぜひとも、プレゼンテーションの場で、さらに詳くわしい企画内容のご説明をしていただきたい運びとなりました。つきましてはお忙いそがしいところ大変恐きよう縮しゆくですが、下記の日時に、指定の場所までご足労願えればと思います。敬けい具ぐ

　そう、結果は合ごう格かく。先に見ていた空太はもちろんそのことを知っていた。だけど、書しよ類るい審しん査さの通つう過かを知らされても、空太の心は満足しなかった。自分を許ゆるすことも、ほめることもできなかった。喜びはあったけど、声を上げ、飛び跳はねるほどのものではなかった。書類審査の通過は、四ヵ月前に一度達成しているのだ。前に進んだわけじゃない。ようやく、悪あく夢むとして記き憶おくされているプレゼンテーションに対するリベンジをする機会を得たに過すぎない。

　それに、もっと大きな喜びを文化祭のときに味わっている。あの鳥とり肌はだが立つほどの熱気と快かい感かんが忘わすれられない。もっと先があることを知ってしまったから……。空太は、文化祭の最終日に決めたことに、自らの意思で背そむいた。

　これが正しい選せん択たくだったのかはわからない。わからないけど、明日の自分が、今日の自分に後こう悔かいしないよう、空太は胸むねの奥おくに芽生えている想おもいに今はそっと蓋ふたをした。

　じゃあ、どこまで行けば、自分を認みとめてあげられるのだろう。満足できるのだろう。

　それはわからない。きっと、その場所にたどり着つくまでわからない。だから、行くしかない。その場所があることを信じて……。

「やったね、神田君」

「ああ。またプレゼンの練習手伝ってくれる？」

「もちろん」

「わたしも手伝う」

「じゃあ、飯いい田ださんに謝あやまって、今日はもう帰るか。ケーキでも買って」

「そうだね。お店の予約時間も、すっかり過すぎちゃったし……さくら荘そうに帰って、みんなで食べよう」

　七海が同意してくれた。

「空太」

「なんだよ」

「もうひとつ言いたいことあったわ」

「言ってみ」

　もう何を言われても大だい丈じよう夫ぶな気がした。

「今日、勝負パンツはいてる」

「バ、バカ、お前、なにを！」

　言った側そばから大丈夫ではなかった。

「な、なに言ってるのよ、ましろ！」

　七なな海みが動どう揺ようするのも当然だ。

「空そら太たが好きなピンク。見たい？」

「すげえ見たい」

「神かん田だ君も、最低です」

「おあずけよ、空太」

「すげえ見たい」

「二度も言わないの！」

　真横を歩く七海が頭部にチョップを叩たたき込こんできた。それがおかしくて、空太は雪の中、声を上げて笑った。




　　　　４




　綾あや乃のにましろの無事を知らせ、ホテルでケータイやコート等の荷物を回かい収しゆうしてから帰路についた空太たちが、芸大前駅に到とう着ちやくしたのは、日付が変わる三十分ほど前だった。

　ひっそりと降ふり積もる雪の中、誰だれもいない赤レンガ通りの商店街を抜ぬけ、通い慣なれた通学路をさくら荘そうに向けて進んでいく。その足取りは少しずつ、そして確かく実じつに鈍にぶくなっていた。

「重い」

「ひどいわ」

　結局、ましろがどこで靴くつを落としたのかはわからず、ここまで空太がおんぶして連れ帰ってきたのだ。電車の中はさすがに座すわれたからいいけど、同年代の女子をひとり背せ負おって歩くのが、こんなに疲つかれるとは思わなかった。

　腕うでにも足にもだいぶ疲ひ労ろうが溜たまっている。

「重い」

「重くないわ」

「椎しい名なは明日からダイエットな。バームクーヘン抜きダイエットだ」

「言っとくけど、ましろ、女子の中でも軽い方だよ」

　鞄かばんを持ってくれている七なな海みが複ふく雑ざつそうな顔をしている。

　もちろん、ましろが軽いことなど知っている。それでも、長時間背せ負おっていれば腕うでだって痺しびれてくるのだから仕方がない。

　文もん句くを言いながらも、さくら荘そうに続く緩ゆるやかな坂道にようやく差し掛かかった。

「空そら太た、あと少しよ」

「知ってるよ！」

「空太」

「なんだよ！」

「お尻しりさわってる」

「仕方ないだろ！」

「神かん田だ君の変へん態たい」

　妙みように冷ややかな目で七海が見ていた。

「ちょっ、青あお山やまさん？　その本気でドン引きなのやめてくれる？」

「今度、私のこともおんぶしてくれたら、許ゆるしてあげる」

「それでいいなら、今すぐするぞ」

「……今は色々とまずいので、春……いや、夏まで待って……」

　なにやらぶつぶつと、あと何キロ落とさないといけないとか、七海がひとりで計算をしている。邪じや魔まをするのも悪いので、空太は話しかけないでおいた。

「なんか、変なクリスマスイブだったな」

「あとはケーキを食べれば完かん璧ぺきよ」

　そのケーキは七海が持ってくれている。電車を乗り換かえる駅の駅中で投なげ売うりされていたのを格かく安やすでゲットしてきたのだ。

　そんなことを言っていると、さくら荘の前にたどり着ついていた。

　門もん扉ぴの外で、空太は歩みを止めた。

「……どうしよう。真っ暗だ」

「も、もしかして、上かみ井い草ぐさ先せん輩ぱいと三み鷹たか先輩……」

　見る見る七海の顔が赤くなっていく。暗がりでもわかるほどだ。

「夜の営いとなみ中とかだったりして……」

「そ、そんなん、はっきりゆーたらあかん！」

　小声で七海が注意をしてくる。

「と、とにかく、俺おれはもう体力の限げん界かいだから突とつ入にゆうするぞ」

「待って、空太」

「なんだよ！」

「わたしはまだ我が慢まんできるわ」

「お前は負ぶさってるだけだからな！　俺おれができないんだよ!!」

　問答無用で門もん扉ぴを通り抜ぬける。両手が塞ふさがった空そら太たに代わり、七なな海みが鍵かぎ穴あなに鍵を差し込こむ。

「あれ？」

　その七海がおかしな声を上げた。

「どうした？」

「鍵、かかってなかった」

　七海が扉とびらを開けてくれたので、空太が先頭になってさくら荘そうの玄げん関かんに入った。中は暗い。外から見た通りで、どこの部屋にも電気がついていなかった。

「……」

「青あお山やま、聞き耳を立てるのはよくないぞ」

「た、立ててません！」

　空太はましろを玄関マットの上に下ろすと、すぐに電気をつけた。

「うわっ！」

　思わず声を上げたのは、誰だれもないと思っていた暗がりに、美み咲さきがしゃがみ込んでいたからだ。しかも、バスタオルを巻まいただけの無む防ぼう備びな格かつ好こうで……。

「美咲先せん輩ぱい？」

「……こーはいくん」

　掠かすれた声は、いつも元気な美咲が発したものとは思えなかった。喉のどの奥おくで割われて、その上、涙なみだに濡ぬれている。

　顔を上げた美咲の表ひよう情じようを見た瞬しゆん間かん、空太の胸むねに突つき刺さすような痛いたみが走った。泣き腫はらした目。ぐしゃぐしゃになった髪かみ。悲しみに暮くれた頬ほお……。どこを探さがしても、空太の知っている美咲はいなかった。

　立ち上がった美咲が空太の胸に顔を埋うめてしがみ付ついてくる。その肩かたを抱だくことも、支ささえることも空太にはできない。ただ、言葉を失って、喉を鳴らしただけだ……。

「……がんばったよ」

「先輩」

「あたし……がんばったよ」

「……知ってます」

「もうこれしかないと思って……あたしは恋こい人びと同どう士しになりたいんだって、仁じんにわかってほしかったんだもん！　だけど……」

「……美咲先輩」

「だけど、なにもなかった……仁、なにもしてくれなかったよ！」

「……」

「仁は、ただ、やさしくて……すごくやさしかった……。でも、違ちがう！　違うんだよ！」

　美み咲さきの慟どう哭こくがただ耳に痛いたい。物心ついたときから一いつ緒しよにいた幼おさななじみ。お互たがいを知りすぎているから、好きという言葉すら冗じよう談だんにできてしまう。そんな関係を前に進めたい一心で、美咲は大きな賭かけに出たのだ。けど、結果は……。

「今日、あたしは……仁じんに傷きず付つけてほしかったんだよぉ！」

　それから声を上げて泣く美咲が泣き疲つかれるまで、空そら太たも、ましろも、七なな海みも、何も言えなかった。

　人知れず、時計の針はりは時を刻きざみ、日付は十二月二十五日へと変わった。

　雪は静かに降ふり続ける。







　あとがき




　四巻かんです。……四巻ですか。

　前作が五巻で完結したことを思うと、もう四巻か……という感じがしますが「さくら荘そうのペットな彼女」の方は、まだしばらく先まで続きそうな気け配はいがしております。

　まあ、明日がどうなっているかわからない世の中なので、あくまで今のところは……ですけど。




　と、未来の話はさておき、

「いつも何してるんですか？」

　と聞かれることが最近多くなりました。生せい態たいが見えづらい仕し事ごと柄がらのせいでしょうか？

　せっかくなので、普ふ段だんの様子を面おも白しろおかしく語ってやろうと気合を入れるわけですが、これがもう困こまったことに、どう転んでも笑いを誘さそえる愉ゆ快かいな話にならないのです。

　ふ〜ん、へぇ〜、そうなんだ、くらいの感想しか返ってこないことうけあいの地味な生活をしているので、たまたまおかしな事じ件けんにでも遭そう遇ぐうしていない限かぎり、なんか、すべった感じの終わり方になるわけですよ。聞くんじゃなかった的な空気が流れるわけです。もちろん、心の中では「だから言ったじゃねえか！」と誰だれかに向かって叫さけんでいるんですけどね……。

　ほんとどうでもいい話ですいません。今さらのように、「あとがきとはなんぞや」という疑ぎ問もんが生じたので、今度真ま面じ目めに考えてみようと思います。




　そんな話題もさておき、この場を借りて、いくつかお礼を。

　秋の祭典のサイン会にお越こしくださいました皆みな様さま方がたには、心より御お礼れい申し上げます。たっぷりとやる気をいただきました。差し入れもありがとうございました。

　もうちょっとゆっくり話などできればよかったのですが、サインを書くのに必死で、余よ裕ゆうがなくて申し訳わけありませんでした。それに、なかなか騒さわがしい環かん境きようでしたからね……。

　それと、抽ちゆう選せんにもれてしまった方も本当にごめんなさい。ほしいと思ってくださる方全員に行き渡わたるいい方法があればいいのですが……。まあ、その辺は、担たん当とう編へん集しゆうさんに名案を考えてもらうことにします。次回があればの話ですが……。




　初の冬服……ということで、溝みぞ口ぐちケージ様には、かわいらしいイラストをいただきまして、ありがとうございます。諸もろ々もろご尽じん力りよくいただいている担当編集の荒あら木き様にも感かん謝しやしております。

　では、次回は、恐おそらく春に。


鴨かも志し田だ一はじめ









鴨かも志し田だ一はじめ

１９７８年４月11日誕生。神奈川県出身の左利き。写真は前回に引き続きルービックスネークです。こういう名前なのを最近知りました。これいつから持っているんだろうか……。引っ越しの際にも自然といるものの箱に入れてしまう。ちなみに、何に見えますか？　覚えていたら次巻で発表！
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